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略
画
電
車
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蠣
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鰯
鴬
の
織
劃

道
路
局
路
政
課

　

さ

道

一

は
じ
め
に

路
面
電
車
は
、
新
交
通
シ
ス
テ
ム
･
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル

等
と
と
も
に
道
路
空
間
を
利
用
す
る
軌
道
系
交
通
機
関
と

し
て
、
道
路
交
通
を
構
成
す
る
一
要
素
と
位
置
付
け
ら
れ

る
も
の
で
あ
り
、
道
路
行
政
と
し
て
も
そ
の
積
極
的
な
活

用
を
図
る
た
め
の
施
策
展
開
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

と
り
わ
け
近
年
、
海
外
に
お
い
て
従
来
の
路
面
電
車
の

走
行
環
境
、
車
両
連
行
シ
ス
テ
ム
等
を
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ

さ
せ
た
、
人
に
優
し
く
経
済
性
に
優
れ
た
公
共
交
通
シ
ス

テ
ム
と
し
て
L
R
T

(h
済
耳

幻
槌

弓
経
口
旨
)
の
導
入

に
よ
り
都
市
交
通
の
改
善
や
中
心
市
街
地
の
活
性
化
が
図

ら
れ
る
事
例
が
多
数
見
ら
れ
る
こ
と
や
、
国
内
に
お
い
て

も
都
市
部
に
お
け
る
公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
、
中
心

市
街
地
の
活
性
化
、
都
市
環
境
へ
の
負
荷
軽
減
、
さ
ら
に

は
、
高
齢
者
、
身
体
障
害
者
等
の
利
便
性
確
保
に
対
応
で

き
る
、
交
通
シ
ス
テ
ム
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
以
下
で
日
本
の
路
面
電
車
の
現
状
と
今
後
の
役

割
に
つ
い
て
紹
介
す
る

(図
1
･
2
)。

二

路
面
電
車
の
経
緯
と
現
状

我
が
国
の
路
面
電
車
は
、
一
八
九
五
年
(明
治
二
八
年
)、

京
都
電
気
鉄
道
に
よ
る
営
業
運
転
の
開
始
が
始
ま
り
で
あ

り
、
そ
の
後
、
全
国
的
な
展
開
を
み
せ
、
ピ
ー
ク
時
の
昭

和
七
年
に
は
全
国
六
五
都
市
、
八
二
事
業
者
で
路
線
延
長

約
一
、
五
〇
〇
皿
に
及
ん
だ
。
し
か
し
、
昭
和
四
〇
年
以

降
の
急
速
な
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に
よ
り
表
定

速
度
の
低
下
と
利
用
者
の
減
少
に
よ
り
次
々
と
姿
を
消

し
、
現
在
、
活
躍
中
の
路
面
電
車
は
全
国
で
一
八
地
域
一

九
事
業
者
で
延
長
約
二
三
〇
皿
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
、
営
業
さ
れ
て
い
る
一
九
の
路
面
電
車
の
概
要
は

(表
ー
)
の
と
お
り
で
あ
る
。
一
九
事
業
者
の
う
ち
公
営

事
業
者
は
五
事
業
者
、
民
間
事
業
者
は
一
四
事
業
者
で
あ

る
。利

用
状
況
は
、
路
線
の
廃
止
が
一
段
落
し
た
こ
と
、
事

業
者
等
に
よ
り
利
用
促
進
を
図
る
た
め
の
取
組
み
が
な
さ

れ
た
こ
と
等
よ
り
、
数
年
前
ま
で
は
利
用
者
の
減
少
傾
向

に
歯
止
め
が
か
か
り
つ
つ
あ
っ
た
が
、
近
年
は
、
広
島
、

熊
本
、
長
崎
等
、
引
続
き
概
ね
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
る

都
市
も
あ
る
も
の
の
、
長
び
く
不
況
の
影
響
、
中
心
市
街

地
の
空
洞
化
、少
子
化
に
伴
う
通
学
者
の
減
少
等
に
よ
り
、

再
び
利
用
者
の
減
少
が
大
き
く
な
り
つ
つ
あ
る

(表
2
)。

路
面
電
車
の
一
般
像
と
し
て
は
、
一
駅
あ
た
り
の
利
用

者
数
が
約
一
、
0
○
○
人
、
平
均
駅
間
距
離
約
四
〇
0
m
、

ピ
ー
ク
時
表
定
速
度
約
一
五
皿
/
h
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ



平成-2年 7月現在
る
。
料
金
体
系
は
、
｢均
一
制
｣
｢区
間
制
｣
｢対
キ
ロ
制
｣

の
三
つ
に
区
分
さ
れ
る
が
、
最
も
多
い
の
が

｢均
一
制
｣

で
あ
り
概
ね
一
三
0
~
二
〇
〇
円
と
な
っ
て
い
る
。な
お
、

長
崎
電
気
軌
道
で
は
全
線
ワ
ン
コ
イ
ン

(
一
〇
〇
円
)
で

営
業
さ
れ
て
い
る
。
経
営
状
況
は
、
六
事
業
者
で
営
業
収

益
を
計
上
し
て
い
る
が
、
全
体
の
約
三
割
で
あ
り
、
各
事

業
者
は
厳
し
い
経
営
環
境
の
中
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
維
持
し

つ
つ
経
営
効
率
化
を
図
る
た
め
懸
命
の
努
力
を
行
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三

路
面
電
車
の
特
徴

①

乗
降
の
容
易
性

･
道
路
か
ら
直
接
乗
降
で
き
る
た
め
、
乗
降
場
ま
で
の

上
下
移
動
が
な
い
。
低
床
式
車
両
の
導
入
に
よ
り
乗

じ

図

降
が
容
易
と
な
り
、
高
齢
者
や
身
体
障
害
者
に
安
全

か
つ
円
滑
な
移
動
が
確
保
で
き
る
。

②

利
用
利
便
性

･
短
間
隔
で
乗
降
場
を
設
置
で
き
、
市
街
地
の
中
心
部

等
で
は
主
要
施
設
に
近
接
し
た
ア
ク
セ
ス
が
可
能
で

あ
る
。

③

シ
ン
ボ
ル
性

30 35 鱒 待 即 時 鱒 2 7
資料/鉄道統計年報、民鉄要覧等より作成

　

　

都
市
数
･事
業
者
数

離電翔草年が京都
初めて登場

図 2 路面電車の事業規模の推移
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事業者名
営業
延長
km

日利用者数
千人/日

輸送密度
千人キロ

/km

1駅当たり
利用者数
千人/駅･日

表定速度
ピーク時
km/h

運賃体系
営業損益 百万

営業収入 営業費営業収入 営業費

札幌市交通局 8.5 23 69.5 1･0 23,O 均一制 1,403 1,611 ‐208

函館市交通局 109 20 6,7 0.8 12.8 対キロ 1,259 1,456 ‐197

東京急行電鉄 世田谷線 5.O 49 5,6 4.9 16,7 均一制 1,671 1,584 87

東京都交通局 荒川線 12.2 58 12,5 2.O 13.6 均一制 2,734 3,101 ‐367

名古屋鉄道 岐阜市内線
･美濃町線

23.9 11 2,6 0,3 12.O
均一制、
対キロ区間制

609 2,230 - 1,621

加越能鉄道 万葉線 7.9 3 1.3 0,2 16.3 対キロ区間制 224 302 - 78

豊橋鉄道 東田本線 5,4 8 3,9 0.6 12,7 均一制 357 418 - 61

富山地方鉄道 富山軌道線 6.4 12 5,1 0.6 142 均一制 699 654 45

京福電気鉄道 嵐山･北野線 11･0 21 8.6 1･1 21,8 区間制 1,303 1,鮫望 - 81

京阪電気鉄道 京澤･石山線 21.6 45 9.8 1･7 32.1 対キロ区間制 2,251 5,880 ‐3,629

福井鉄道 福武線 3.3 5 2.4 0.2 18.O 均一制 462 510 - 48

版堺電気軌道 阪堺･上町線 l8,7 29 5.5 0･7 13.8 区間制 1,782 2,095 ‐313

岡山電気軌道 4,7 11 4.1 0･7 10･0
均一制
(一部区間級" )

508 386 122

広島電鉄 軌道線 18.8 117 16,6 2.1 10,8 均一制 7,156 6,577 579

土佐電気鉄道 25.3 19 3,O 03 12,O 区間制 1,222 1,548 ‐326

伊予鉄道 市内線 6,9 21 4.3 1･1 18,8 均一制 1,088 1108 - 20

西日本鉄道 北九州線
(平成12年廃止)

5,0 19 5.4 2.7 / 434 538 - 104

長崎電気軌道 11.5 56 15.7 1.4 12,9 均一制 1,欲め 1,768 32

熊本市交通局 121 30 8.2 0.9 14.2 対キロ区間制 1,432 1,679 【247

鹿児島市交通局 13.1 28 73 0.8 11.4 均一制 1,624 1,579 45

で
き
、
街
の
活
性
化
に
役
立
つ
。

④

定
時
性
･
輸
送
力

･
一
般
に
バ
ス
よ
り
定
時
性
に
優
れ
、
輸
送
力
も
確
保

,
車
両
の
デ
ザ
イ
ン
、
新
た
な
車
両
の
導
入
等
に
よ
り

街
の
景
観
に
マ
ッ
チ
し
た
交
通
機
関
と
な
り
う
る
。

･
魅
力
あ
る
乗
り
物
と
し
て
、
利
用
者
の
増
大
が
期
待

出典 :平成11年度鉄道統計年報
LRT等の導入可能性 ･活用方策の検討に関する調査報告書

表 2 各都市の路面電車利用者数の推移 単位 :千人/年 ( ) 内は昭和55年を100とした指数

昭和55年 昭和60年 平成 2年 平成7年 平成11年

札幌市交通局 12,240 (1の) lo,366 (85) 9,306 (76) 9,354 (76) 8,498 (69)

函館市交通局 l5,414 (loo) 11,073 * (72) 8,583 (56) 83 17 * (54) 7,423 (48)

東京急行電鉄 世田谷線 16,296 (1の) 18,040 (119 20,169 (124) 17,455 (107) 17,936 * (110)

東京都交通局 荒川線 27,475 (loo) 23,519 (86) 24,198 (88) 22,620 (82) 21,172 (77)

名古屋鉄道 岐阜市内線 ･
美濃町線

10,544 (100) 8,971 (85) 7,169 * (68) 6,680 (63) 5,171 * (49)

加越能鉄道 万葉線 2,560 (1の) 1,918 (75) 1,516 (59) 1,403 (55) LO84 (42)

豊橋鉄道 東田本線 4,049 (100) 3,170 (78) 3,255 (80) 3,308 (82) 2,949 (73)

富山地方鉄道 富山軌道線 10,054 (100) 7,604 (76) 6,579 (65) 5,858 (58) 4,470 (44)

京福電気鉄道 嵐山 ･北野線 11,210 (100) 8,910 (79) 10,432 (93) 9,480 (85) 7,702 (69)

京阪電気鉄道 京津 ･石山線 40,179 (1oo) 36,341 (90) 34,222 (85) 30,498 (76) 16,506 * (41)

福井鉄道 福武線 4錠2 (1oo) 3,744 (78) 2,925 (61) 2,402 (50) 1,917 (40)

版堺電気軌道 版堺 ･上町線 31,931 (100) 18,191 (57) 12,891 (40) 11,861 (37) 10,536 (33)

岡山電気軌道 6,l36 (100) 46 12 (75) 4,429 (72) 4,336 (71) 4,060 (66)

広島電鉄 軌道線 39,156 (100) 38,371 (98) 43,880 (112) 45,614 (116) 42,582 (109)

土佐電気鉄道 15,261 (100) lo,976 (72) 8,920 (58) 7,770 (51) 7,047 (46)

伊予鉄道 市内線 l1,794 (1oo) 9,050 (77) 9,230 (78) 8,944 * (76) 7,694 (65)

西日本鉄道 北九州線 61,575 (1oo) 36,858 * (60) 20,335 (33) 2l,665 (35) 7,081 * (11)

長崎電気軌道 21江組 (100) 19,108 (90) 2｣462 (101) 21,665 (102) 20,517 (97)

熊本市交通局 9,981 (100) 9,167 (92) 9,077 (91) 10,163 (102) lo,963 (110)

鹿児島市交通局 17,963 (100) 12,880 * (72) 10,944 (61) 10,887 (61) lo,356 (58)

合 計 3698 14 (1の) 292,869 (79) 269,522 (73) 260,280 (70) 2l5,664 (58)

等
、
他
の
交
通
機
関
に
比
べ
た
場
合
の
路
面
電
車
の
特

5

徴 等
が 、 で
挙 他 き
げ の る
ら 交 O

　　
。閖

比
べ

注) 1 . 福井鉄道については、鉄道事業法区間を含む。 2 . *は営業延長の減少が 出典 :平成11年度鉄道統計年報。
あったことを示す。 3. 西日本鉄道北九州線については平成12年に廃止。
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図 4 都市における公共交通機関の輸送特性

人
口
規
模

類緘
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車
図 3 都市の公共交通における路面電

四

路
面
電
車
の
今
後
の
役
割

都
市
部
の
交
通
渋
滞
対
策
は
、
道
路
整
備
の
み
に
よ
る

対
策
で
は
非
効
率
で
投
資
に
も
限
界
が
あ
る
た
め
、
公
共

交
通
機
関
を
上
手
に
活
用
し
て
対
策
を
立
案
す
る
こ
と
が

効
率
的
で
あ
る
。

し
か
し
、
公
共
交
通
機
関
の
採
用
に
あ
た
っ
て
は
特
に
採

算
性
の
検
討
が
重
要
で
あ
り
、
都
市
の
人
口
規
模
、
交
通
機

能
、
公
共
交
通
機
関
の
輸
送
特
性
等
に
よ
り
採
用
す
る
公

共
交
通
機
関
を
選
択
す
る
必
要
が
あ
る

(図
3
･4
)。

ま
た
、
建
設
費
、
営
業
費
の
観
点
か
ら
見
る
と
路
面
電
車

は
建
設
費
が
一
0
~
二
〇
億
円
/
複
線
キ
ロ
と
新
交
通
シ

ス
テ
ム
の
1
/
5
程
度
、
地
下
鉄
の
1
/
20
程
度
と
安
く
、

営
業
費
用
も
路
面
電
車
は
キ
ロ
当
た
り
約
一
･
三
億
円
と

新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
約
1
/
3
、
地
下
鉄
の
約
1
/
m
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
路
面
電
車
は
地
方
中
核
都
市
を
は

じ
め
と
し
て
地
方
中
枢
都
市
、
大
都
市
に
お
い
て
も
役
割
に

応
じ
た
整
備
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

五

お
わ
り
に

欧
米
で
は
、
バ
イ
パ
ス
･
環
状
道
路
の
整
備
、
都
心
地

区
へ
の
自
動
車
乗
り
入
れ
規
制
、
歩
行
者
空
間
の
整
備
、

郊
外
に
お
け
る
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
施
策
と
の
一
体
的

な
整
備
に
よ
る
自
動
車
交
通
と
の
有
機
的
な
連
携
等
、
都

市
交
通
施
策
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
、
路
面
電
車
(L

R
T
)
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。

都
市
内
に
お
け
る
公
共
交
通
機
関
の
整
備
の
目
的
の
一

つ
は
、
自
動
車
交
通
と
の
適
切
な
連
携
を
分
担
に
よ
る
交

通
の
円
滑
化
、
効
率
化
に
あ
る
。
自
動
車
交
通
か
ら
公
共

交
通
機
関
へ
の
利
用
の
転
換
を
促
進
さ
せ
る
た
め
に
は
公

共
交
通
機
関
の
整
備
支
援
制
度
の
充
実
、
利
便
性
の
向
上

を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
路
面
電
車
の
導

入
に
あ
た
っ
て
は
軌
道
事
業
者
と
緊
密
な
連
携
を
図
り
、

安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
を
実
現
で
き
る
十
分
な
道
路
空
間

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
社
会
的
な
合
意
形
成
や

適
切
な
需
要
予
測
を
踏
ま
え
た
採
算
確
保
の
方
策
の
検
討

も
重
要
な
要
素
で
あ
る

(写
真
)。

市

ストラスブール (仏) の事例
環状道路の整備を契機としてLR T やトランジットモールの導入を図り、

交通の円滑化と都心部の活性化が図られた。

6 道タテセ 2001.12
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7

略
画
電
藁
に
対
す
る
藁
麗
制
魔

都
市
･
地
域
整
備
局
街
路
課
特
定
都
市
交
通
施
設
整
備
室

一

は
じ
め
に

路
面
電
車
は
、
利
便
性
や
経
済
性
に
優
れ
、
環
境
に
も

や
さ
し
い
、
有
効
な
都
市
交
通
手
段
の
一
つ
と
し
て
位
置

づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
欧
米
に
お
い
て
は
、
一
九
六
〇

年
代
よ
り
都
心
の
再
活
性
化
の
有
力
な
手
段
と
し
て
多
く

の
都
市
で
導
入
が
検
討
さ
れ
始
め
、
現
在
、
多
数
の
都
市

に
お
い
て
路
面
電
車
が
L
R
T

(ラ
イ
ト
レ
ー
ル
ト
ラ
ン

ジ
ッ
ト
)
と
い
う
形
で
復
活
し
て
い
る
。
我
が
国
に
お
い

て
も
、
近
年
、
都
市
部
に
お
け
る
公
共
交
通
機
関
の
利
用

促
進
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
、
都
市
環
境
へ
の
負
荷
軽

減
、
さ
ら
に
は
、
高
齢
者
を
は
じ
め
と
す
る
交
通
弱
者
の

移
動
の
利
便
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
人
に
優
し
い
交
通

シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
路
面
電
車
に
対
す
る
期
待
が
高
ま
っ

て
き
て
お
り
、
新
し
い
時
代
の
路
面
電
車
と
し
て
再
整
備

や
復
活
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
路
面
電
車
の
支
援
制
度
と
し
て
平
成
九
年

度
に
創
設
さ
れ
た

｢路
面
電
車
走
行
空
間
改
築
事
業
｣
を

始
め
と
し
た
国
土
交
通
省
に
お
け
る
支
援
制
度
を
中
心
に

述
べ
る
。

二

路
面
電
車
の
経
緯
と
現
状

日
本
に
お
け
る
路
面
電
車
は
、
明
治
二
人
年
に
最
初
の

路
線
が
営
業
開
始
し
、
昭
和
七
年
に
全
国
八
二
事
業
者
に

よ
る
営
業
で
最
盛
期
を
迎
え
た
が
、
以
降
は
、
特
に
戦
後
、

自
動
車
交
通
の
著
し
い
増
大
に
よ
る
表
定
速
度
の
低
下
や

利
用
者
の
減
少
が
進
ん
だ
結
果
、
次
々
と
廃
止
縮
小
さ
れ

た
た
め
、
現
在
で
は
僅
か
一
九
事
業
者

(公
営
五
、
民
営

一
四
)
が
営
業
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

近
年
で
は
、

写真 1 グルノーブル (フランス) における



通
業

交
事

生
用

路面電車の走行路面、停留所等の整備
(路面電車走行空間改築事業)

①
自
動
車
か
ら
の
利
用
者
の
転
換
に
よ
り
道
路
交
通
の

円
滑
化
を
図
る
こ
と
が
可
能

②
排
気
ガ
ス
を
排
出
し
な
い
た
め
環
境
負
荷
の
低
減
が

可
能

③
地
上
か
ら
乗
り
降
り
可
能
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
度
の
高

い
交
通
機
関

④
路
面
電
車
を
中
心
と
し
た
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
の

活
用
に
よ
り
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
が

可
能

(写
真
1
)

な
ど
の
利
点
か
ら
、
都
市
内
公
共
交
通
機
関
と
し
て
路
面

図 1 国土交通省の支援制度

ば
砦

写真 2 豊橋駅前広場の整備

電
車
の
存
在
が
見
直
さ
れ
て
き
て
お
り
、
都
市
内
に
お
い

て
自
動
車
、
バ
ス
、
歩
行
者
と
の
良
好
な
共
存
が
図
ら
れ

る
場
合
な
ど
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
路
面
電
車
を
整
備
し

て
い
く
べ
き
と
い
う
機
運
が
高
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し

か
し
な
が
ら
現
存
す
る
路
面
電
車
の
多
く
が
、
民
間
事
業

者
に
よ
り
基
本
的
に
独
立
採
算
で
運
営
さ
れ
て
お
り
、
路

面
電
車
衰
退
が
物
語
る
よ
う
に
そ
の
経
営
も
決
し
て
楽
観

で
き
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
等
、
従
来
か
ら
の
課
題
に
加

え
、
昨
今
で
は
、
鉄
道
駅
と
の
結
節
性
の
改
善
や
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
等
の
課
題
に
つ
い
て
の
対
応
も
求
め
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三

支
援
施
策

(図
↓

1

路
面
電
車
走
行
空
間
改
築
事
業

路
面
電
車
の
走
行
路
面
等
の
整
備
に
対
し
て
道
路
整
備

特
別
会
計
に
よ
り
補
助
す
る
旧
建
設
省
創
設
の
制
度
で
あ

る
。
平
成
九
年
度
の
制
度
創
設
時
に
は
、
補
助
対
象
は
、

交
差
点
改
良
や
駅
前
広
場
の
整
備
な
ど
の
道
路
事
業
と
併

せ
て
実
施
さ
れ
る
も
の
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
平
成
一
〇

年
度
に
制
度
拡
充
を
行
い
、
路
線
の
延
伸
･
新
設
の
た
め

に
路
面
電
車
の
整
備
の
み
を
目
的
と
す
る
場
合
に
つ
い
て

も
補
助
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
に
は
、

豊
橋
市
で
本
制
度
を
活
用
し
、
J
R
豊
橋
駅
東
口
駅
前
広

場
へ
の
路
面
電
車
乗
り
入
れ
に
伴
う
走
行
路
面
等
の
整
備

を
実
施
し
た
実
績
が
あ
る

(写
真
2
)。
こ
の
ほ
か
、
広

島
市
、
鹿
児
島
市
及
び
熊
本
市
に
お
い
て
同
様
の
駅
前
広

8 道行セ 2001.12

低床式路面電車(LRT)の導入、
運行情報提供システム等の整備に
よる公共交通機関の整備

　
　　

　



場
乗
り
入
れ
等
、
鉄
道
と
の
乗
り
換
え
利
便
性
向
上
策
が

計
画
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
岡
山
市
で
は
、
既
存
路
線
の
延

伸
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
一
三
年
度
に
は
、
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法

及
び
関
連
基
準
等
の
施
行
を
踏
ま
え
、
走
行
路
面
だ
け
で

な
く
停
留
場
に
つ
い
て
も
街
路
事
業
及
び
道
路
事
業
と
し

て
整
備
可
能
と
す
る
制
度
拡
充
を
行
い
、
路
線
の
延
伸
･

新
設
に
伴
う
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
停
留
場
の
新
設
や
道
路

改
築
と
一
体
と
な
っ
て
行
う
既
存
停
留
場
の
改
築
に
つ
い

て
も
新
た
に
補
助
対
象
と
し
た
。

こ
れ
は
、
平
成
一
三
年
七
月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
た
改

正
道
路
構
造
令
に
お
い
て
、
路
面
電
車
、
自
動
車
、
歩
行

者
等
の
安
全
、
円
滑
な
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、
停
留
場

に
設
け
ら
れ
る
乗
降
の
た
め
の
島
状
の
施
設
に
つ
い
て
交

通
島
と
し
て
位
置
付
け
、
道
路
管
理
者
が
必
要
に
応
じ
て

適
切
に
整
備
で
き
る
こ
と
と
し
た
こ
と
と
も
対
応
し
て
い

る
。
(改
正
道
路
構
造
令
で
は
他
に
、
道
路
幅
員
構
成
要

素
と
し
て
車
線
と
は
別
に
軌
道
敷
を
新
た
に
規
定
)

2

都
市
再
生
交
通
拠
点
整
備
事
業

都
市
の
交
通
拠
点
地
区
に
お
い
て
、
都
市
交
通
の
円
滑

化
を
図
る
と
と
も
に
都
市
再
生
を
推
進
す
る
た
め
、
道
路

以
外
の
公
共
的
空
間
及
び
施
設

(自
由
通
路
、
地
下
街
、

駐
車
場
等
)
の
整
備
に
対
し
て
一
般
会
計
に
よ
り
補
助
す

る
制
度
で
あ
り
、
平
成
六
年
度
に
｢都
心
交
通
改
善
事
業
｣

と
し
て
創
設
さ
れ
た
後
、
平
成
一
二
年
度
に

｢都
市
再
生

交
通
拠
点
整
備
事
業
｣
と
し
て
拡
充
、
改
称
さ
れ
た
。

行
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
行
う
場
合
に
そ
の
費
用

路
面
電
車
に
関
し
て
は
、
停
留
場
、
シ
ェ
ル
タ
ー

(電

の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
岡
山

停
の
屋
根
等
)
の
整
備
や
セ
ン
タ
ー
ポ
ー
ル
化
に
対
し
て
、

市
、
広
島
市
及
び
松
山
市
で
本
制
度
を
活
用
し
た
低
床
式

公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
施
設
と
し
て
補
助
が
可
能
で

車
両
及
び
連
行
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
予
定
さ
れ

あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
、
豊
橋
市
及
び
長
崎
市
に
お
い
て
、

て
い
る
。
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停
の
屋
根
等
)
の
整
備
や
セ
ン
タ
ー
ポ
ー
ル
化
に
対
し
て
、

公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
施
設
と
し
て
補
助
が
可
能
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
、
豊
橋
市
及
び
長
崎
市
に
お
い
て
、

本
制
度
を
活
用
し
て
停
留
場
改
良
及
び
セ
ン
タ
ー
ポ
ー
ル

化
を
行
っ
た
実
績
が
あ
る
。

3

鉄
道
軌
道
近
代
化
設
備
整
備
費
補
助
(近
代
化
補
助
)

及
び
公
丑金
父
通
移
動
円
滑
化
設
備
整
備
費
補
助

旧
運
輸
省
で
は
、
鉄
道
軌
道
の
近
代
化
を
促
進
し
、
経

営
収
支
及
び
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
並
び
に
構
造
物
、
設
備
等

の
安
全
性
、
保
安
度
の
向
上
を
図
る
た
め
、
赤
字
路
線
を

経
営
す
る
民
間
事
業
者
に
対
し
て
、
設
備
の
近
代
化
に
要

す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る

｢鉄
道
軌
道
近
代
化
設
備

整
備
費
補
助
｣
を
昭
和
四
四
年
度
に
創
設
し
て
お
り
、
A

T
S
な
ど
の
列
車
制
御
装
置
の
整
備
、
車
両
、
レ
ー
ル
、

踏
切
、
駅
舎
等
の
更
新
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て
き
た
。

ま
た
、
平
成
一
〇
年
度
か
ら
低
床
式
路
面
電
車
が
補
助
対

象
と
な
っ
て
か
ら
は
広
島
市
で
本
制
度
を
活
用
し
た
低
床

式
車
両
の
導
入
実
績
が
あ
る
。

さ
ら
に
平
成
一
三
年
度
に
は
、
公
共
交
通
機
関
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
推
進
の
一
環
と
し
て
、
低
床
式
路
面
電
車
シ

ス
テ
ム

(L
R
T
)
の
整
備
に
対
し
て
支
援
を
行
う

｢公

共
交
通
移
動
円
滑
化
設
備
整
備
費
補
助
｣
が
創
設
さ
れ
、

経
営
状
況
に
関
わ
ら
ず
軌
道
事
業
者
が
低
床
式
車
両
や
運

4

そ
の
他

公
営
交
通
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
推
進
の
た
め
、
地
方
公

共
団
体
が
低
床
式
車
両
等
を
導
入
す
る
場
合
の
通
常
車
両

と
の
差
額
に
つ
い
て
交
付
税
措
置
を
講
ず
る
総
務
省

(旧

自
治
省
)
の
支
援
制
度
が
あ
り
、
熊
本
市
で
は
同
制
度
を

活
用
し
て
日
本
初
の
超
低
床
式
車
両
導
入
を
実
施
し
て
い

る
。四

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
、
旧
建
設
省
及
び
旧
運
輸
省
に
お
い
て
各
種

支
援
制
度
が
創
設
さ
れ
て
お
り
、
平
成
一
三
年
度
に
は
新

た
な
制
度
拡
充
、
制
度
創
設
も
実
施
さ
れ
た
。

今
後
は
、
国
土
交
通
省
の
支
援
制
度
と
し
て
、
こ
れ
ら

制
度
の
一
体
的
活
用
に
よ
り
、
利
用
者
の
利
便
性
向
上
が

図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
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ク
ル
マ
に
頼
ら
惣
い
都
市
ヘ

ー
･第
五
回
路
面
電
車
サ
ミ
ッ
ト
ー
N
熊
本
-
'

都
市
交
通
会
議
事
務
局

本
多

孝

｢こ
こ
ま
で
訴
え
て
は
じ
め
て
、
L
R
T
･
路
面
電
車

の
重
要
性
や
価
値
を
理
解
し
て
も
ら
え
る
の
だ
と
い
う
こ

と
が
、
よ
く
分
か
り
ま
し
た
｣。
一
〇
月
二
六
日
の
第
五

回
路
面
電
車
サ
ミ
ッ
ト
I
N
熊
本
本
会
議
の
後
、
国
内
路

面
軌
道
事
業
者
の
リ
ー
ダ
ー
と
も
言
え
る
方
か
ら
、
こ
ん

な
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。
一
方
で
、
｢路
面
電
車
と
銘
打

ち
な
が
ら
、
ほ
と
ん
ど
路
面
電
車
の
話
が
出
な
い
｣
と
、

一
部
の
フ
ァ
ン
の
方
々
か
ら
は
お
し
か
り
を
頂
戴
し
た
催

し
で
も
あ
っ
た
。

後
述
す
る
よ
う
に
、
都
市
交
通
体
系
に
お
け
る
路
面
電

車
の
価
値
、
潜
在
能
力
は
十
分
承
知
し
な
が
ら
も
、
そ
の

魅
力
や
維
持
･
拡
充
だ
け
を
訴
え
る

｢直
球
｣
、
単
な
る

路
面
電
車
礼
賛
だ
け
で
は
、
も
は
や
社
会
全
体
へ
の
訴
求

力
と
い
う
点
で
力
不
足
だ
と
感
じ
な
が
ら
組
み
立
て
て
き

た
催
し
だ
け
に
、
好
悪
双
方
の
評
価
は
、
そ
の
ま
ま
今
回

の
企
画
が
狙
い
通
り
に
実
現
で
き
た
こ
と
の
あ
か
し
と
言

え
る
か
も
し
れ
な
い
。

今
回

｢路
面
電
車
サ
ミ
ッ
ト
I
N
熊
本
｣
紹
介
の
機
会

を
与
え
ら
れ
た
が
、
会
議
だ
け
で
三
日
間
、
関
連
イ
ベ
ン

ト
も
含
め
れ
ば
六
日
間
と
い
う
長
丁
場
と
な
っ
て
し
ま

い
、
す
べ
て
に
参
加
い
た
だ
け
た
方
は
ま
れ
だ
っ
た
だ
け

に
、
単
に
行
事
の
紹
介
で
な
く
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
込
め

た
私
た
ち
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
披
露
す
る
こ
と
で
、
理
解
を

補
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
補
足
説
明
と
し
た
い
。

幸
せ
感
じ
る
ま
ち

熊
本
サ
ミ
ッ
ト
の
意
図
は
、
第
一
に
住
民
の

｢生
活
の

質
｣
向
上
へ
の
希
求
で
あ
る
。
欧
米
で
好
ん
で
使
わ
れ
る

｢ク
オ
リ
テ
ィ
･
オ
ブ
･
ラ
イ
フ
｣
の
直
訳
だ
が
、
日
本

で
従
来
か
ら
使
わ
れ
て
き
た
言
葉
に
言
い
換
え
れ
ば

｢精

神
的
な
豊
か
さ
、
満
足
感
、
幸
福
感
｣
で
あ
ろ
う
か
。
少

な
く
と
も

｢個
々
人
が
、
好
き
勝
手
放
題
、
や
り
た
い
よ

う
に
で
き
る
｣
｢欲
し
い
も
の
が
何
で
も
手
に
入
る
｣
と

い
う
よ
う
な

｢欲
望
の
充
足
｣
と
は
別
の
、
も
っ
と
穏
や

か
な

｢豊
か
さ
･
幸
福
｣
が
念
頭
に
あ
る
。

そ
の

｢豊
か
さ
｣
を
実
感
で
き
る
た
め
に
、
私
た
ち
は

｢持
続
可
能
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
復
活

･
活
性
化
｣
が
必

要
と
考
え
た
。
人
と
人
と
の
触
れ
合
い
こ
そ
が
社
会
生
活

の
満
足
度
の
基
本
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

｢持
続
可
能
｣
と
い
う
言
葉
を
使
う
の
は
、
ス
プ
ロ
ー

ル
的
郊
外
型
住
宅
地
を
は
じ
め
、
従
来
の
開
発
･
空
間
利

用

･
生
活
パ
タ
ー
ン
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
分
離

･
分
断

を
促
す
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
空
間
や
資
源
の

｢使
い
捨

て
｣
で
あ
り
、
あ
る
一
時
期
に
は
そ
れ
な
り
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
形
成
し
得
て
も
、
時
が
た
て
ば
放
棄
さ
れ
、
崩
壊
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し
て
い
く
と
の
現
状
認
識
が
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
ま
た
、
道
路
や
学
校
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ン
フ
ラ
投
資
も
使
い
捨
て
に
な
り
、
引
い
て
は
巨
額
の

財
政
赤
字
と
相
ま
っ
て
、
私
た
ち
自
身
の
将
来
へ
の
お
ぼ

ろ
げ
な
不
安
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
だ
か
ら
、
無
秩
序
に
拡
散
す
る
の
で
は
な
く
、
可
能

な
限
り
既
存
の
都
市
空
間
が
使
い
回
し
さ
れ
る
こ
と
が
望

ま
し
い
、
と
の
思
い
で

｢持
続
可
能
｣
と
使
っ
た
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
資
源
の
消
費
抑
制
と
い
う
意
味
合
い
を
込
め
て

い
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。

ま
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
=
共
に
暮
ら
す
=
と
い
う
意
識
醸

成
･
訓
練
の
場
と
し
て
の
、都
心
機
能
へ
の
注
目
が
あ
る
。

分
離
さ
れ
、
拡
散
す
る
土
地
開
発

･
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、

地
方
都
市
レ
ベ
ル
で
は
全
国
的
に
都
心
の
衰
退
を
も
招
い

て
い
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
投
下
資
本
の
無
駄
で
あ
ろ
う
し
、

楽
し
み
が
失
わ
れ
る
と
い
う
意
味
で
は

｢生
活
の
質
=
豊

か
さ
｣
の
劣
化
で
あ
る
。
人
が
集
ま
る
こ
と
と
、
経
済
の

活
性
化
、生
活
の
質
の
向
上
は
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

ク
ル
マ
社
会
へ
の
対
置

で
は
、
そ
の
よ
う
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
経
路
は

何
だ
ろ
う
か
。
一
言
で
言
っ
て
し
ま
え
ば

｢脱
ク
ル
マ
社

会
｣
。
た
だ
、
そ
れ
で
は
刺
激
的
す
ぎ
る
し
、
誤
解
も
招

き
か
ね
な
い
の
で
、
私
た
ち
は

｢な
る
べ
く
ク
ル
マ
に
頼

り
す
ぎ
ず
に
済
む
都
市
、
暮
ら
し
｣
と
い
う
言
葉
を
使
っ

た
。
し
か
し
欧
米
の
講
師
た
ち
は
、
歯
に
衣
着
せ
ず
に
ク

ル
マ
社
会
の
問
題
点
を
口
々
に
訴
え
続
け
た
。

ス
プ
ロ
ー
ル
と
ク
ル
マ
社
会
は
表
裏
一
体
で
あ
る
。
そ

こ
で
は
前
述
の
よ
う
な
空
間
浪
費
な
ど
の
問
題
の
ほ
か
、

使
用
と
生
産
両
面
で
の
地
球
温
暖
化
へ
の
悪
影
響
、
大
気

汚
染
、
震
動
、
騒
音
、
事
故
、
運
動
不
足
に
よ
る
不
健
康

な
ど
、
思
い
つ
く
だ
け
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
弊
害
が
あ
る
。

ク
ル
マ
利
用
を
前
提
に
拡
散
し
、
分
離
さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
は
、
そ
れ
と
対
置
す
る
徒
歩
圏
･
顔
見
知
り
の
生
活

と
比
べ
、
人
間
疎
外
、
犯
罪
と
も
結
び
つ
き
や
す
い
ー
。

彼
ら
の
指
摘
は
、
こ
と
ご
と
く
参
加
者
の
胸
に
響
い
た
。

単
に
ク
ル
マ
を
悪
者
扱
い
し
て
済
む
話
で
な
い
こ
と
は
百

も
承
知
の
上
で
、
な
お

｢こ
れ
以
上
、
ク
ル
マ
へ
の
依
存

度
を
増
す
よ
う
な
選
択
は
や
め
よ
う
。
で
き
れ
ば
も
っ
と

使
わ
な
い
で
済
む
よ
う
に
し
よ
う
。
そ
の
方
が
、
も
っ
と

幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
暮
ら
し
が
で
き
る
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
｣
。
こ
れ
が
最
大
公
約
数
と
し
て
の
熊
本
サ
ミ
ッ
ト

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な
っ
た
。

そ
し
て
、
こ
こ
ま
で
き
て
や
っ
と
路
面
電
車
の
出
番
が

回
っ
て
く
る
。
｢ク
ル
マ
に
頼
り
す
ぎ
ず
に
済
む
｣
と
言

う
と
き
、
既
に
拡
散
し
て
し
ま
い
、
そ
れ
な
り
の
人
口
規

模
を
抱
え
る
都
市
を
前
提
に
す
れ
ば
、
徒
歩
だ
け
で
生
活

で
き
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
当
然
に
代
替
交
通
機
関
を

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

利
用
者
が
受
容
す
る
手
法

｢人
に
優
し
い
、
環
境
に
優
し
い
｣
と
は
、
路
面
電
車

事
業
者
が
最
近
、
好
ん
で
使
う
言
葉
で
あ
る
が
、
利
用
者

側
の
視
点
か
ら
都
市
と
交
通
の
問
題
を
考
え
る
当
会

｢都

市
交
通
会
議
｣
と
し
て
は
、
何
よ
り

｢ク
ル
マ
を
使
う
こ

と
に
比
べ
て
、
利
便
性
、
経
済
性
、
快
適
性
な
ど
の
面
で

利
用
者
が
納
得
で
き
る
だ
け
の
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
か
ど
う
か
｣
が
最
も
重
視
さ
れ
る
べ
き
だ
し
、
そ
う

で
な
け
れ
ば
利
用
･
転
換
も
進
ま
な
い
と
考
え
る
。
ま
た

そ
の
場
合
、
｢社
会
的
コ
ス
ト
は
納
得
で
き
る
水
準
か
ど

う
か
｣
も
、
同
様
に
配
慮
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
一
過
性

の
ブ
ー
ム
に
は
な
り
得
て
も
、
国
民
に
新
た
な
負
担
を
も

た
ら
す
だ
け
の
存
在
と
し
て
、
定
着
は
し
な
い
だ
ろ
う
。

熊
本
サ
ミ
ッ
ト
宣
言
で
は

｢公
共
交
通
を
大
事
に
す
る

ま
ち
づ
く
り
が
、
人
間
も
大
事
に
し
、
社
会
が
直
面
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
弊
害
を
抑
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
の
認
識

を
深
め
て
き
た
。
特
に
路
面
電
車
と
い
う
乗
り
物
は
、
最

も
効
率
的
に
そ
う
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
で
き
る
貴
重

な
存
在
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
価
値
を
訴
え
て
き
た
。
も

ち
ろ
ん
そ
こ
で
は
バ
ス
や
徒
歩
、自
転
車
な
ど
と
い
っ
た
、

人
間
的
な
ス
ケ
ー
ル
の
交
通
手
段
も
、
互
い
に
連
携
･
補

完
す
る
存
在
と
し
て
重
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
し
、
よ
り

良
い
ま
ち
、
よ
り
良
い
社
会
の
近
未
来
に
向
け
て
、
そ
れ

ら
の
交
通
手
段
が
相
互
に
協
力
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
、

す
な
わ
ち
L
R
T
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
｣
と
う
た
っ

た
。
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文
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L
R
T
と
い
う
言
葉
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
、
個
人
が
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そ
れ
ぞ
れ
の
解
釈
、
説
明
を
示
し
て
い
る
が
、
今
回
の
サ

ミ
ッ
ト
で
は
前
述
の
通
り
、
徒
歩
ま
で
含
め
た
交
通
体
系

全
般
の
仕
組
み
と
い
う
意
味
で
使
っ
て
い
る
。
一
定
の
路

線
規
格
や
特
定
の
車
両
構
造
の
話
で
は
な
く
、
｢人
が
移

動
す
る
｣
と
い
う
社
会
生
活
の
基
本
を
快
適
に
実
現
さ
せ

る
た
め
の
仕
組
み
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
路
面
電
車
を
基
軸

と
し
な
が
ら
、
利
用
者
、
運
営
側
、
自
治
体

(行
政
)
に

と
っ
て
も
無
駄
と
無
理
が
な
い
手
法
、
と
で
も
受
け
取
っ

て
ほ
し
い
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
し
た
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
、

バ
ス
を
基
軸
と
し
て
賄
え
る
規
模
の
都
市
も
あ
る
だ
ろ
う

か
ら
、
そ
の
場
合
に

｢L
R
T
｣
と
使
う
の
に
は
抵
抗
が

あ
る
が
!
。

生
産
性
と
使
い
勝
手
の
両
立

さ
て
、
こ
こ
で
想
定
し
て
い
る
路
面
電
車
は
、
国
内
で

一
般
的
な
一
、
二
両
編
成
で
運
転
手
や
補
助
乗
務
員
が
運

賃
収
受
に
当
た
る
、そ
れ
故
に
ド
ア
は
狭
く
数
も
少
な
く
、

乗
降
に
時
間
が
か
か
り
、
利
用
者
が
増
え
て
も
立
た
せ
て

乗
せ
る
の
が
当
た
り
前
で
、
混
雑
す
れ
ば
す
る
だ
け
遅
く

な
る
ー
と
い
う
よ
う
な
、
少
な
く
と
も
ク
ル
マ
の
個
室
性

に
慣
れ
た
利
用
者
な
ら
一
度
経
験
し
た
ら
逃
げ
出
し
た
く

な
る
ほ
ど
不
快
な
、
事
業
者
に
と
っ
て
も
生
産
性
も
上
が

ら
な
い
、
す
な
わ
ち
前
途
が
限
ら
れ
る
よ
う
な
乗
り
物
で

は
な
い
。

多
ド
ア
、
無
改
札
･
自
由
乗
降
、
加
え
て
ノ
ン
ス
テ
ッ

プ
で
乗
降
の
た
め
の
停
車
時
間
を
そ
ぎ
落
と
し
、
運
転
手

一
人
で
も
数
両
編
成
を
引
っ
張
っ
て
大
量
の
乗
客
を
運
ぶ

こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
だ
け
の
利
用
度
の
高
さ
を
前
提
に

交
差
点
で
も
信
号
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
調
整
し
て
優
先
的
に

青
信
号
が
与
え
ら
れ
、電
停
以
外
で
は
止
ま
ら
ず
に
済
む
。

全
員
着
席
を
前
提
に
加
減
速
能
力
も
遺
憾
な
く
発
揮
で

き
、
合
計
す
れ
ば
連
行
時
間
の
四
割
を
占
め
る
と
い
わ
れ

る
信
号
停
車
と
乗
降
所
要
時
間
の
無
駄
を
削
る
。
路
面
走

行
が
原
則
で
あ
っ
て
利
用
者
に
と
っ
て
は
乗
降
の
バ
リ
ア

が
な
く
、
建
設
･
運
営
面
で
も
地
下
や
高
架
と
い
っ
た
割

高
な
イ
ン
フ
ラ
を
必
要
と
せ
ず
、
安
く
上
が
る
。
利
用
者

に
と
っ
て
は
速
達
性
と
十
分
な
座
席
と
い
う
快
適
さ
を
提

供
し
、
事
業
者
に
と
っ
て
も
高
い
生
産
性
を
も
た
ら
す
仕

組
み
で
あ
る
。

加
え
て
、
こ
う
し
た
施
設
が
道
路
空
間
を
一
定
割
合
占

有
す
る
こ
と
は
、
ク
ル
マ
に
と
っ
て
は
逆
に
使
い
に
く
い

状
態
を
も
た
ら
し
、
｢な
る
べ
く
ク
ル
マ
を
使
わ
ず
に
済

む
｣
こ
と
を
目
標
と
す
る
限
り
、
一
層
の

｢効
果
｣
と
も

な
る
。

こ
の
と
き
、
並
行
バ
ス
路
線
は
競
合
区
間
を
併
走
す
る

の
で
な
く
、
幹
線
と
な
っ
た
路
面
電
車
の
枝
線
と
し
て
、

必
要
で
あ
れ
ば
当
該
枝
線
エ
リ
ア
内
で
の
高
頻
度
運
行

や
、
面
的
に
こ
れ
ま
で
よ
り
緻
密
な
サ
ー
ビ
ス
に
振
り
替

え
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
あ
る
い
は
交
通
サ
ー
ビ
ス
が
供

給
過
剰
で
あ
る
な
ら
ば
、
単
に
間
引
い
て
コ
ス
ト
削
減
に

回
す
こ
と
も
で
き
よ
う
。
競
合
に
よ
る
無
駄
を
省
く
と
同

時
に
、
利
用
者
に
も
歓
迎
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
が
実
現
で
き

る
わ
け
だ
。

も
ち
ろ
ん
、
利
用
者
に
と
っ
て
は
、
従
前
の
ク
ル
マ
利

用
時
の
ガ
ソ
リ
ン
代
と
変
わ
ら
な
い
か
、
で
き
れ
ば
む
し

ろ
安
い
負
担
で
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
交
通
機
関
が
自
在
に

利
用
で
き
る
と
い
う
運
賃
制
度
が
前
提
で
あ
り
、
そ
う
な

っ
て
初
め
て
ク
ル
マ
の
代
替
交
通
機
関
と
し
て
の
存
在
意

義
を
持
つ
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

共
通
乗
車
券
の
可
能
性

熊
本
サ
ミ
ッ
ト
で
は
地
元
交
通
事
業
者
の
協
力
で
、
五

〇
〇
枚
限
定
、
期
間
限
定
、
J
R
は
対
象
外
と
さ
ま
ざ
ま

な
制
約
付
き
で
は
あ
っ
た
が
、
地
元
で
は
今
回
初
め
て
、

熊
本
市
内
一
円
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
バ
ス
、
電
車
が
一
日
乗

り
放
題
に
で
き
る
一
枚
五
〇
〇
円
の
共
通
乗
車
券
を
発
行

し
て
い
た
だ
い
た
。
会
場
ま
で
買
い
に
来
ら
れ
た
地
元
の

方
々
か
ら
は

｢ふ
だ
ん
か
ら
こ
ん
な
も
の
が
あ
れ
ば
、
ず

い
ぶ
ん
気
軽
に
公
共
交
通
も
利
用
で
き
る
の
に
｣
と
大
好

評
だ
っ
た
し
、
県
外
の
あ
る
バ
ス
事
業
者
役
員
か
ら
は

｢日
本
の
常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
い
｣
と
驚
嘆
の
目
で
見

ら
れ
も
し
た
。

実
の
と
こ
ろ
、
当
初
計
画
で
は
市
電
が
走
る
熊
本
市
一

の
目
抜
き
通
り
で
、
同
市
が
マ
イ
カ
ー
通
行
を
止
め
る
、

い
わ
ゆ
る

｢ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
｣
実
験
を
、
サ
ミ
ッ

ト
に
合
わ
せ
て
実
施
す
る
は
ず
だ
っ
た
。
そ
の
際
、
ク
ル

マ
が
使
い
に
く
く
な
る
こ
と
の
受
け
皿
と
し
て
の
公
共
交

通
利
用
、
利
用
者
の
抵
抗
を
少
な
く
す
る
た
め
の
割
安
運
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賃
、
ス
ム
ー
ズ
な
乗
降
に
よ
る
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
と
い
う

路
面
電
車
･
L
R
T
論
議
で
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど

意
味
も
兼
ね
て
の
共
通
乗
車
券
だ
っ
た
の
だ
が
、
社
会
実

登
場
す
る
フ
ラ
ン
ス

･
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
の
ト
ラ
ム
が
、

験
そ
の
も
の
が
警
察
側
の
難
色
を
受
け
て
見
送
り
と
な
っ

熊
本
市
電
と
比
べ
て
二
倍
近
い
平
均
速
度
、長
編
成
車
両
、

た
た
め

｢片
肺
飛
行
｣
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

半
分
の
人
員
で
、
運
転
手
一
人
当
た
り
の
生
産
性
で
は
四

ま
た
、
こ
れ
だ
け
の
制
約
付
き
だ
か
ら
、
前
述
の
よ
う

倍
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
分
野
に
関
心
が
あ
る
人

な
交
通
体
系
全
般
に
わ
た
っ
て
の
い
わ
ゆ
る
｢リ
ス
ト
ラ
｣

な
ら
既
に
ご
存
じ
だ
ろ
う
。
か
の
地
の
ト
ラ
ム
は
、
ま
ず

と
、
そ
れ
に
伴
う
生
産
性
向
上
は
果
た
せ
ず
、
ト
ラ
ン
ジ

そ
の
前
衛
的
な
デ
ザ
イ
ン
に
目
を
奪
わ
れ
が
ち
だ
が
、
事

ツ
ト
モ
ー
ル
が
実
現
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
含
め
、
ク
ル

業
と
し
て
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
て
い
く
上
で
、
こ
う

マ
減
少
へ
の
効
果
は
あ
っ
た
と
し
て
も
微
々
た
る
も
の
だ

し
た
生
産
性
･
経
済
性
と
い
う
基
盤
と
、
そ
れ
を
支
え
る

っ
た
ろ
う
。
結
果
と
し
て
交
通
事
業
者
側
の
収
入
減
へ
の

す
な
わ
ち
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
や
、
少
な
い
人
員
で
多
く
の

不
安
だ
け
が
残
る

｢
一
過
性
の
バ
ー
ゲ
ン
｣
に
終
わ
っ
て

利
用
者
を
運
ぶ
た
め
に
、
む
し
ろ
厳
密
な
運
賃
収
受
を

し
ま
っ
た
の
は
残
念
だ
が
、
少
な
く
と
も
共
通
乗
車
券
と

｢し
な
い
｣
こ
と
で
対
処
し
て
い
る
こ
と
は
、
忘
れ
て
は

い
う
、
事
業
者
に
と
っ
て
収
益
を
奪
い
合
う
の
で
な
く
、

な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
運
賃
を
取
ら
な
い
の
で
は

分
か
ち
合
う
仕
組
み
に
踏
み
込
ん
で
い
た
だ
い
た
こ
と

な
く
、
割
安
な
共
通
乗
車
券

(定
期
券
)
が
ま
ず
あ
っ
て
、

は
、
交
通
事
業
が
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
む
た
め
の
大
き
な

無
賃
乗
車
が
発
覚
す
れ
ば
か
え
っ
て
高
く
つ
く
罰
金
制
度

一
歩
で
あ
っ
た
と
受
け
止
め
た
い
。

が
そ
の
背
景
に
あ
る
こ
と
も
付
記
し
て
お
き
た
い
。

験
そ
の
も
の
が
警
察
側
の
難
色
を
受
け
て
見
送
り
と
な
っ

た
た
め

｢片
肺
飛
行
｣
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

ま
た
、
こ
れ
だ
け
の
制
約
付
き
だ
か
ら
、
前
述
の
よ
う

な
交
通
体
系
全
般
に
わ
た
っ
て
の
い
わ
ゆ
る
｢リ
ス
ト
ラ
｣

と
、
そ
れ
に
伴
う
生
産
性
向
上
は
果
た
せ
ず
、
ト
ラ
ン
ジ

ッ
ト
モ
ー
ル
が
実
現
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
含
め
、
ク
ル

マ
減
少
へ
の
効
果
は
あ
っ
た
と
し
て
も
微
々
た
る
も
の
だ

っ
た
ろ
う
。
結
果
と
し
て
交
通
事
業
者
側
の
収
入
減
へ
の

不
安
だ
け
が
残
る

｢
一
過
性
の
バ
ー
ゲ
ン
｣
に
終
わ
っ
て

し
ま
っ
た
の
は
残
念
だ
が
、
少
な
く
と
も
共
通
乗
車
券
と

い
う
、
事
業
者
に
と
っ
て
収
益
を
奪
い
合
う
の
で
な
く
、

分
か
ち
合
う
仕
組
み
に
踏
み
込
ん
で
い
た
だ
い
た
こ
と

は
、
交
通
事
業
が
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
む
た
め
の
大
き
な

一
歩
で
あ
っ
た
と
受
け
止
め
た
い
。

こ
れ
が
ゆ
く
ゆ
く
は
、欧
州
諸
国
の
よ
う
に
一
カ
月
三
、

0
0
0
円
~
五
、
○
○
0
円
程
度
、
ウ
イ
ー
ク
エ
ン
ド
は

そ
れ
一
枚
で
家
族
数
人
も
追
加
料
金
な
し
で
使
え
る
と
い

う
共
通
定
期
券
に
発
展
し
て
く
れ
れ
ば
、
｢多
く
の
人
々

が
抵
抗
な
く
ク
ル
マ
を
使
わ
ず
に
済
む
た
め
の
仕
組
み
｣

を
支
え
る
基
盤
が
整
う
。
も
ち
ろ
ん
、
現
状
か
ら
す
れ
ば

あ
ま
り
に
安
い
運
賃
水
準
と
も
な
る
の
だ
が
、
そ
の
た
め

に
も
、
公
共
交
通
側
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
維
持
･
充
実
さ

せ
な
が
ら
、
な
お
生
産
性
を
上
げ
る
運
用
方
法
は
避
け
て

通
れ
な
い
。

二
酸
化
炭
素
二
0
%
削
減
も

熊
本
都
市
圏
を
念
頭
に
置
く
と
き
、
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ

プ
の
自
動
車
分
担
率
は
六
割
で
あ
り
、
運
輸
部
門
の
二
酸

化
炭
素
排
出
割
合
は
四
割
を
占
め
る
。
も
し
こ
れ
が
、
欧

州
諸
都
市
が
目
標
に
し
た
り
実
現
し
て
い
る
よ
う
に
、
分

担
率
を
三
割
に
ま
で
下
げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
荒
っ
ぽ

い
計
算
な
が
ら
二
酸
化
炭
素
排
出
量
も
一
気
に
二
○
%
削

減
で
き
る
。
温
暖
化
ガ
ス
削
減
と
い
う
目
標
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
資
源
を
大
量
に
消
費
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み

潤
う
業
界
や
経
済
構
造
に
と
っ
て
は
困
っ
た
選
択
な
の
か

も
し
れ
な
い
が
、
京
都
議
定
書
の
批
准
が
間
近
に
迫
り
、

産
業
部
門
で
は
既
に
か
な
り
の
省
エ
ネ
化
が
進
ん
で
い
る

と
さ
れ
る
日
本
で
は
、
残
さ
れ
た
部
門
=
交
通
･
運
輸
分

野
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
手
法
で
、

生
活
者
が
喜
び
、
な
お
か
つ
か
な
り
大
幅
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
を
抑
え
る
=
温
暖
化
ガ
ス
排
出
量
を
減
ら
す
=
こ
と

が
で
き
る
選
択
も
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

い
さ
さ
か
理
屈
っ
ぽ
く
、
理
念
ば
か
り
を
説
明
す
る
文

章
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
}

熊
本
サ
ミ
ッ
ト
に
託
し
た
主

催
者
側
の
気
持
ち
を
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
の
参
考
と
し

て
、
お
読
み
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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な
お
、
以
下
に

｢第
五
回
路
面
電
車
サ
ミ
ッ
ト
I
N
熊

本
｣
の
主
な
事
業
と
、
講
演
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

期
間
…
10
月
雄
~
芻
日

(展
示
は
銘
…
30
日
)

場
所

"
主
会
場
=
熊
本
市
国
際
交
流
会
館
、
そ
の
他
街

頭
イ
ベ
ン
ト
、
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
各
所
で

行
事

…

○
前
夜
祭

(23
日
)

熊
本
大
学
付
属
中
学
校
生
に
よ
る
熊
本
市
電
活
性
化
へ

の
提
案
発
表
会
と
ス
タ
ッ
フ
パ
ー
テ
ィ
ー

発
表
内
容
"
-
○
○
円
運
賃
、
電
車
内
に
コ
ン
ビ
ニ
、

電
停
と
バ
ス
停
の
共
用
、
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
車
両
評
価
!

な
ど

○
講
演
会
と
討
論

(24
~
25
日
)



｢ラ
イ
ト
レ
ー
ル
の
展
開
と
鉄
道
へ
の
乗
り
入
れ
｣

講
師
…
ハ
ル
ト
ム
ー
ト

･
ト
ッ
プ
=
ド
イ
ツ
･
カ
イ
ザ

ー
ス
ラ
ウ
テ
ル
ン
大
学
教
授

(写
真
ー
)

概
要
…

｢旧
来
型
の
路
面
電
車
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
等
に

登
場
し
て
き
た
一
本
レ
ー
ル
の
ゴ
ム
タ
イ
ヤ
式
車
両
ま

で
L
R
T
を
九
分
類
。
鉄
道
へ
の
乗
り
入
れ
、
歩
行
者

空
間
を
走
る
な
ど
、
L
R
T
の
特
徴
は
自
由
自
在
さ
｣

｢出
発
地
か
ら
目
的
地
ま
で
の
総
旅
行
時
間
は
、
交
通

モ
ー
ド
ご
と
の
集
客
能
力
や
乗
り
継
ぎ
の
ロ
ス
な
ど
も

加
味
す
る
と
半
径
一
五
畑
程
度
ま
で
な
ら
地
下
鉄
よ
り

L
R
T
が
短
い
｣
｢低
床

･
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
車
両
の
乗

降
所
要
時
間
は
高
床
に
比
べ
四
○
%
短
縮
。
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
に
よ
り
生
産
性
上
昇
※
筆
者
注
=
無
改
札
の
運

賃
収
受
が
前
提
｣
｢バ
ス
停
と
電
停
の
共
用
、
隣
接
な

ど
で
乗
り
継
ぎ
時
間
を
短
縮
。
利
用
者
の
負
担
を
小
さ

く
｣
｢プ
ッ
シ
ュ
と
ブ
ル
政
策
の
組
み
合
わ
せ
。
乗
り

入
れ
規
制
な
ど
で
ク
ル
マ
を
使
い
に
く
く
=
プ
ッ
シ

ュ
、
運
賃
制
度
や
車
両
改
善
な
ど
で
公
共
交
通
を
使
い

や
す
く
=
ブ
ル
｣

2

｢市
民
の
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
と
都
市
の
交
通
｣

講
師
…
ヤ
ン
･
ゲ
ー
ル
=
デ
ン
マ
ー
ク
王
立
芸
術
ア
カ

デ
ミ
ー
准
教
授

(写
真
2
)

概
要
…

｢人
間
の
た
め
の
公
共
空
間
を
取
り
戻
す
｣

｢ヴ
ェ
ネ
チ
ア
の
よ
う
に
ク
ル
マ
が
い
な
い
都
市
の
良

さ
。
ナ
ポ
リ
な
ど
ク
ル
マ
に
侵
略
さ
れ
人
間
の
尊
厳
が

脅
か
さ
れ
る
都
市
。
北
米
諸
都
市
の
よ
う
に
車
利
用
を

写真2 ゲール准教授は徹頭徹尾、クルマではなく人間をなはで

o
　
　

ク
訴Tとるまちづくりを

前
提
に
、
も
は
や
八
の
姿
が
絶
え
灰
色
の
空
間
が
広
が

る
放
棄
さ
れ
た
都
市
。
公
共
交
通
や
歩
行
空
間
を
充
実

さ
せ
る
一
方
、
ク
ル
マ
利
用
を
抑
制
し
て
人
の
に
ぎ
わ

い
を
取
り
戻
し
復
活

(ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
)
し
た
都
市
｣

｢
ア
メ
リ
カ
で
は
道
を
売
り
、
ク
ル
マ
を
売
り
、
ガ
ソ

リ
ン
を
売
り
、
最
後
に
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
と
健
康

器
具
を
売
る
。
そ
の
住
人
は
不
健
康
｣
｢歩
け
ば
人
に

つ
い
て
考
え
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
｣

｢交
通
渋
滞
は
、
車
道
を
増
や
す
こ
と
で
は
解
消
で
き

な
い
｣
｢
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
は
毎
年
二
%
ず
つ
、
四

〇
年
が
か
り
で
ク
ル
マ
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
を
減
ら

し
、
徒
歩
と
自
転
車
、
公
共
交
通
主
体
の
都
市
に
転
換
。

人
々
は
幸
福
を
満
喫
｣
｢情
報
通
信
の
発
達
は
、
か
え

っ
て
人
間
性
復
活
の
た
め
に
人
々
が
直
接
出
会
う
必
要

性
を
増
す
｣

3

『持
続
的
成
長
可
能
な
都
市
の
思
想
と
実
践
一

講
師
"
ピ
ー
タ
ー
･
カ
ル
ソ
ー
プ

(米
在
住
の
都
市
プ

ラ
ン
ナ
ー
)
(テ
ロ
事
件
の
た
め
来
日
中
止
、
講
演
ビ
デ

オ
放
映
と
テ
レ
ビ
会
議
に
よ
る
討
論
会
参
加
)
(写
真
3
)

概
要
"
｢ス
プ
ロ
ー
ル
化
が
招
く
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
分
断
、
ク
ル
マ
利
用
を
前
提
に
し
た
非
人

間
的
な
都
市
か
ら
転
換
の
必
要
性
｣
｢オ
レ
ゴ
ン
州
ポ

ー
ト
ラ
ン
ド
で
は
都
市
の
成
長
限
界
を
決
め
、
都
心
の

ハ
イ
ウ
エ
ー
を
公
園
化
す
る
な
ど
、
車
中
心
か
ら
人
間

中
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
。
商
店
街
が
に
ぎ
わ
い
、

高
齢
者
に
も
暮
ら
し
や
す
く
、
ア
メ
リ
カ
で
最
も
成
功
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し
た
都
市
と
な
っ
た
｣
｢所
得
、
人
種
、
世
代
、
職
業

な
ど
多
種
多
様
な
人
が
共
に
住
む
多
機
能
な
ま
ち
は
健

全
｣
｢ビ
ル
の
空
調
に
も
な
る
べ
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使

わ
な
い
仕
組
み
。
地
域
全
体
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
資
源
を

最
も
効
率
的
に
使
う
よ
う
な
連
鎖
構
造
の
実
践
｣
｢オ

ラ
ン
ダ

･
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
近
郊
の
ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
本
来
の
自
然
を
生
か
し
な
が
ら
の
開
発
事
例
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
で
の
環
境
を
破
壊
せ
ず
、
パ
ッ
シ
ブ
空
調
を
取

り
入
れ
た
住
居
な
ど
、
世
界
中
で
環
境
重
視
、
自
然
共

生
型
の
ま
ち
づ
く
り
が
展
開
さ
れ
て
い
る
｣

4

討
論
会

発
言
者
…
上
記
三
氏
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
秋
山
愛
子

氏
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
川
村
健
一
氏

写真3 テロで来日中止となったカルソープ氏はテ

レビ会議で討論に参加。歩くことを基本にし

たまちづくりの重要性を訴えた。

｢近
代
化
は
機
械
中
心
で
人
間
が
忘
れ
ら
れ
、
ク
ル
マ

中
心
社
会
が
共
同
体
や
環
境
を
破
壊
。
孤
立
が
貧
困
、

犯
罪
を
招
く
｣
｢自
然
資
源
に
限
ら
ず
、
歴
史
や
文
化

も
保
護
を
｣
｢主
流
と
な
る
交
通
機
関
が
街
を
決
定
す

る
。
ク
ル
マ
中
心
か
、
公
共
交
通
中
心
か
｣
｢歩
行
者

に
と
っ
て
快
適
な
街
は
人
々
を
幸
せ
に
す
る
｣
｢神
戸

の
真
野
地
区
は
狭
い
通
り
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
強
固

に
し
て
お
り
、
助
け
合
い
が
う
ま
く
働
い
て
被
害
が
小

さ
く
て
済
ん
だ
｣
｢時
速
五
虹
=
歩
行
速
度
で
の
視
点

が
重
要
。
ク
ル
マ
利
用
前
提
で
は
人
間
へ
の
細
や
か
な

気
配
り
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
｣
｢路
面
電
車
は
人
が
自

分
の
い
る
場
所
を
確
認
で
き
、
周
り
も
ま
た
人
を
見
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
実
現
で
き
る
｣
｢
ア
メ
リ
カ

の
悲
劇
は
、
社
会
の
近
代
化
が
ク
ル
マ
と
と
も
に
あ
っ

た
こ
と
。
九
月

一
一
日
の
テ
ロ
は
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
へ
の
反
抗
。
中
東
問
題
も
、
石
油
を
安
く
入
手
す

る
と
い
う
問
題
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
地
球
的
な
生
態

系
、
環
境
に
ま
で
考
え
を
広
げ
る
必
要
が
あ
る
｣
｢会

場
の
人
々
に
提
案
す
る
。
世
界
中
の
す
ば
ら
し
い
街
に

行
き
、
自
分
の
街
を
ど
う
し
た
い
か
考
え
て
欲
し
い
。

日
本
の
公
共
の
場
が
、
よ
り
質
的
に
い
い
も
の
に
な
る

こ
と
を
祈
る
。
次
の
変
革
は
日
本
か
ら
起
き
る
こ
と
を

祈
る
｣

5

サ
ミ
ッ
ト
本
会
議

(お
日
)

○
主
催
者
挨
拶
、
地
元
主
張

(知
事
、
熊
本
市
長
)
挨

拶
、
国
土
交
通
省
道
路
局
、
鉄
道
局
か
ら
路
面
電
車
関

連
事
業
に
対
す
る
施
策
説
明
。

基
調
報
告
と
し
て
全
国
路
面
軌
道
連
絡
協
議
会
の
広

島
電
鉄
電
車
カ
ン
パ
ニ
ー
中
尾
正
俊
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
が

同
協
議
会
の
活
動
内
容
、
各
地
の
路
面
軌
道
事
業
の
現

況
報
告
。
ま
た
全
国
路
面
電
車
愛
好
支
援
団
体
協
議
会

加
盟
の
市
民
団
体
か
ら

｢万
葉
線
を
愛
す
る
会
｣
が
第

三
セ
ク
タ
ー
方
式
で
の
存
続
が
決
ま
っ
た
同
線
の
経
緯

と
市
民
の
関
心
喚
起
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
つ
い

て
、
｢土
佐
電
鉄
の
電
車
と
ま
ち
を
愛
す
る
会
｣
が
J

R
高
知
駅
前
乗
り
入
れ
の
路
線
延
伸
の
経
緯
と
効
果
、

市
民
に
電
車
の
価
値
を
訴
え
る
活
動
内
容
な
ど
を
紹

介
。全

体
会
議
で
は
、
そ
れ
以
外
の
各
地
の
団
体
が
現
況

報
告
。
北
海
道
遺
産
へ
の
指
定

(函
館
)、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
新
設
で
の
駅
前
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
と
電
停

の
接
続

(豊
橋
)、
路
線
延
伸
に
向
け
て
の
ロ
ビ
ー
活

動
と
来
年
低
床
L
R
V
導
入

(岡
山
)
、
市
の
諮
問
会

議
に
参
加
し
て
の
L
R
T
導
入
の
訴
え

(広
島
)、
中

学
生
向
け
の
講
演
会
活
動

(長
崎
)
な
ど
が
紹
介
さ
れ

た
。
次
回
の
サ
ミ
ッ
ト
は
二
〇
〇
三
年
に
函
館
市
、
そ

の
次
は
二
〇
〇
四
年
に
高
知
市
で
開
催
と
決
め
、
新
た

に
二
市
民
団
体

(岐
阜
、
高
岡
)
の
加
入
を
承
認
し
た
。

○
関
連
イ
ベ
ン
ト

①

ア
ジ
ア
留
学
生
交
通
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

(26
日
)

熊
本
大
学
へ
の
ア
ジ
ア
か
ら
の
留
学
生
が
、
自
国

の
交
通
事
情
と
問
題
点
、
熊
本
の
交
通
へ
の
感
想
な
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ど
を
発
表
。

②

市
民
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム

(27
日
)

エ
コ
ロ
ジ
ス
ト
松
本
英
揮
氏
が

｢環
境
未
来
都
市

め
ざ
し
て
/
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
｣
の
演
題
で

ス
ラ
イ
ド
を
交
え
講
演
。
五
〇
人
の
参
加
者
全
員
が

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
交
通
問
題
に
つ
い
て
理
想
や
課
題

等
で
意
見
交
換
。

③

夜
な
べ
討
論

(27
日
)

行
政
、
商
業
関
係
者
、
交
通
事
業
者
、
県
と
熊
本

市
の
議
員
、
市
民
団
体
代
表
ら
が

｢ク
ル
マ
で
は
な

写真4 旧型の連接電車を貸し切ってのリフォーム着物
のファッションショー。 車内に穏やかな空気が流ア

O

フ

る
の
れ

く
、
人
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
｣
を
テ
ー
マ
に
、
公

共
交
通
主
体
の
街
に
な
る
た
め
の
課
題
や
手
法
を
夜

一
〇
時
か
ら
午
前
二
時
ま
で
徹
底
討
論
。

④

着
物
リ
フ
ォ
ー
ム
ふ
あ
っ
し
ょ
ん
抄

(28
日
)

(写
真
4
)

タ
ン
ス
に
眠
っ
て
い
る
着
物
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て

使
う
精
神
と
、路
面
電
車
を
愛
す
る
気
持
ち
は
同
じ
、

と
い
う
心
意
気
で
電
車
を
貸
し
切
り
シ
ョ
ー
。
こ
れ

に
先
立
ち
都
市
交
通
会
議
代
表
の
鳥
飼
香
代
子
熊
大

教
授
が

｢電
車
で
楽
し
く
な
る
城
下
町
｣
の
演
題
で

講
演
。

⑮

地
球
大
好
き
パ
レ
ー
ド

市
民
約
五
〇
人
が
段
ボ
ー
ル
で
作
っ
た
電
車
を
先

頭
に
、
熊
本
市
の
ア
ー
ケ
ー
ド
街
を
パ
レ
ー
ド
。
ク

ル
マ
の
代
わ
り
に
公
共
交
通
を
使
い
、
地
球
温
暖
化

に
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と
訴
え
る
チ
ラ
シ
を
配
っ

た
。

◎

展
示
会

(写
真
5
)

サ
ミ
ッ
ト
メ
ー
ン
会
場
と
な
っ
た
国
際
交
流
会
館

ロ
ビ
ー
で
、
ボ
ン
バ
ル
デ
ィ
エ
、
ジ
ー
メ
ン
ス
、
ア

ル
ス
ト
ム
の
三
社
が
ポ
ス
タ
ー
や
車
両
模
型
を
展

示
。
地
元
の
障
害
者
団
体
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
熊
本
制
作
に
よ
る
ビ
デ
オ

｢公
共
交
通
で
変
わ
っ

た
!

障
害
を
持
つ
私
た
ち
の
暮
ら
し
｣
も
放
映
。

写真 5 欧州メーカー 3社が路面電車の写真パネルや模型を展示。
ファンの注目を集めた

路
面
電
車
サ
ミ
ッ
ト

全
国
の
路
面
電
車
愛
好
支
援
団
体
と
路
面
電
車
事
業
者

の
交
流
に
よ
る
路
面
電
車
事
業
の
支
援
を
目
的
に
、
九
三

年
、
札
幌
市
で
第
一
回
を
開
催
。
以
後
、
一
年
置
き
に
広

島
、
岡
山
、
豊
橋
と
引
き
継
が
れ
、
ま
ち
づ
く
り
に
生
か

す
路
面
電
車
の
重
要
性
等
を
訴
え
て
い
る
。
主
催
は
全
国

路
面
電
車
愛
好
支
援
団
体
協
議
会

(熊
本
サ
ミ
ッ
ト
で
二

団
体
が
加
盟
し
、
現
在
一
三
団
体
で
構
成
)
加
盟
の
各
地

の
市
民
団
体
。

ノ6 道行セ 200 u 2
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麟
圓
鬮
圓
圓

特
集
/
路
面
電
車
-
活
性
化
へ
の
取
組
み
-

鬮
鬮
圓
鬮
鬮
鬮
鬮
鬮
鬮
鬮
鬮
鬮
圓
圓
鬮
枦

“

略
画
電
薹
⑭
延
伸
構
想
鱸
し
た
嚢
週
襁
暮
襞
験

岡
山
市
都
市
整
備
局
都
市
開
発
部
交
通
政
策
課

一

は
じ
め
に

岡
山
市
は
中
四
国
の
広
域
交
通
の
ク
ロ
ス
ポ
イ
ン
ト
に

位
置
し
、
面
積
五
一
三
船
、
人
口
六
三
万
人
を
有
す
る
中

核
市
で
あ
る
が
、
他
の
多
く
の
地
方
都
市
と
同
様
に
市
街

地
の
外
延
化
が
進
み
、
市
民
の
居
住
や
活
動
が
郊
外
に
移

る
こ
と
に
伴
っ
て
、
都
市
の
顔
と
し
て
社
会
的
、
経
済
的
、

文
化
･
歴
史
的
に
極
め
て
重
要
な
役
割
を
担
う
べ
き
中
心

市
街
地
の
空
洞
化
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
都
市
構
造
の
変
化
に
は
、
自
動
車
の
利
便

性
を
重
視
し
た
市
民
の
ニ
ー
ズ
と
そ
れ
に
応
え
て
き
た
都

市
整
備
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

結
果
、
主
に
中
心
市
街
地
の
緑
辺
部
に
お
け
る
日
常
的
な

交
通
渋
滞
の
発
生
、
自
動
車
の
集
中
す
る
中
心
市
街
地
に

お
け
る
大
気
汚
染
な
ど
の
環
境
悪
化
、
自
動
車
の
保
有
台

数
と
そ
の
利
用
率
の
増
加
に
伴
う
公
共
交
通
の
衰
退
な
ど

多
く
の
弊
害
が
生
じ
て
き
て
い
る
。

二

交
通
体
系
構
築
の
方
針

(交
通
基
本
計
画
よ
り
)

広
大
な
市
域
を
有
す
る
本
市
で
は
、
中
心
市
街
地
と
郊

外
で
は
地
域
特
性
、交
通
特
性
が
全
く
異
な
る
こ
と
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
に
分
け
て
交
通
体
系
構
築
の
方
針
を
立
て
て
い

る
。郊

外
に
お
け
る
交
通
体
系
は
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
促
進
な
ど
自
動
車
利
用
の
利
便
性
を
高
め
る
こ
と
を

主
体
と
し
、
中
心
市
街
地
と
の
間
の
交
通
体
系
は
自
動
車

と
公
共
交
通
、
公
共
交
通
相
互
の
連
携
を
図
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
。

ま
た
、
中
心
市
街
地
の
交
通
体
系
は
多
く
の
道
路
や
駐

車
場
が
必
要
と
な
る
自
動
車
利
用
を
中
心
と
す
る
に
は
限

界
が
あ
る
た
め
、
限
ら
れ
た
空
間
を
効
率
的
･
効
果
的
に

活
用
し
た
公
共
交
通
を
中
心
に
、
歩
行
や
自
転
車
利
用
を

主
体
と
す
る
歩
い
て
楽
し
い
街
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

る
。三

岡
山
の
路
面
電
車

岡
山
に
お
け
る
路
面
電
車
の
歴
史
は
古
く
、
明
治
四
五

年
に
岡
山
電
気
軌
道
㈱
に
よ
っ
て
、
岡
山
駅
前
~
城
下
~

後
楽
園
前
間
約
一
･
四
m
で
開
業
し
、
そ
の
後
大
正
三
一

年
に
東
山
線
、昭
和
二
一
年
に
清
輝
橋
線
が
開
通
し
た
が
、

昭
和
四
三
年
に
番
町
線
○
･
九
皿
が
廃
止
さ
れ
現
在
に
至

っ
て
い
る

(図
1
)。

路
線
延
長
と
し
て
は
、
我
が
国
の
路
面
電
車
の
中
で
も

特
に
短
く
、
営
業
キ
ロ
五
･
一
如
、
停
留
所
一
五
箇
所
、



所
有
車
両
数
二
一
面
で
主
と
し
て
中
心
市
街
地
内
の
短
距

離
ト
リ
ッ
プ
交
通
を
受
け
持
っ
て
い
る

(写
真
1
)。

.･＼
＼、

　
　

/
/

……■-‐"■“■･･◎*

四

路
面
電
車
の
延
伸
構
想

路
面
電
車
の
延
伸
構
想
は
古
く
か
ら
あ
っ
た
も
の
の
、

岡
山
商
工
会
議
所
都
市
委
員
会
が
平
成
三
年
に
路
面
電
車

の
環
状
化
構
想
を
示
し
、
さ
ら
に
平
成
六
年
に

｢人
と
緑

の
都
心
一
畑
ス
ク
エ
ア
構
想
｣
を
発
表
し
た
こ
と
か
ら
具

体
化
が
進
ん
だ
。

平
成
九
年
五
月
に
は
全
国
路
面
電
車
愛
好
団
体
連
絡
協

議
会
主
催
の

｢路
面
電
車
サ
ミ
ッ
ト
｣
が
岡
山
市
に
お
い

て
開
催
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
路
面
電
車
延
伸
に
消
極
的
だ
っ

た
岡
山
電
気
軌
道
㈱
が
全
体
会
議
の
席
上
で

｢岡
山
駅
前

広
場
へ
の
乗
り
入
れ
と
市
役
所
ま
で
の
延
伸
に
向
け
取
り

組
み
た
い
｣
と
積
極
的
な
姿
勢
に
転
じ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

車電

2

　
　

山

セ

　

　

輝 橋 線

図 1 路面電車の現況路線



本
市
の
路
面
電
車
延
伸
構
想
は
市
民
の
自
主
的
な
活
動
か

ら
始
ま
っ
た
。

一
方
、
行
政
サ
イ
ド
と
し
て
は
岡
山
県
南
広
域
都
市
圏

の
都
市
交
通
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
平
成
八
年
に
策
定
さ

れ
、
そ
の
中
で
、
路
面
電
車
の
環
状
化
構
想
と
整
合
の
と

れ
た
南
部
方
面
、
大
元
方
面
へ
の
新
た
な
公
共
交
通
シ
ス

テ
ム
導
入
の
検
討
の
必
要
性
が
提
言
さ
れ
た
。
こ
の
プ
ラ

ン
を
踏
ま
え
、
路
面
電
車
延
伸
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討

す
る
た
め
、
平
成
九
年
度
か
ら

｢ま
ち
づ
く
り
交
通
計
画

調
査
｣
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
早
稲
田
大
学
の
浅
野
教

授
を
委
員
長
に
関
係
行
政
機
関
、
民
間
団
体
、
岡
山
電
気

軌
道
㈱
な
ど
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
る
検
討
委
員
会
を

組
織
し
て
、
そ
こ
で
の
議
論
を
中
心
に
検
討
を
行
い
、
平

成
一
二
年
二
月
に
最
終
提
言
が
ま
と
め
ら
れ
た
。

塾
讓

衝
肉纐
戸

･ミ
響
溪
高
湯
ご
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ーi
i

辺
嶺輩
箪
専門
薄
白
い群
れ崎
なべ鉾鬘癰稀
薄
溢図 生活交流都心まちづくり構想図

る
。

1

基
本
計
画
に
つ
い
て

将
来
の
路
面
電
車
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
は
郊
外
へ

の
延
伸
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
当
面
の
整
備
目
標
で
あ
る

基
本
路
線
と
し
て
図
2
に
示
す
よ
う
な
一
如
ス
ク
エ
ア
の

環
状
化
と
J
R
大
元
駅
へ
の
延
伸
が
提
言
さ
れ
た
。
こ
れ

は
岡
山
市
の
都
心
部
が
一
如
ス
ク
エ
ア
の
広
幅
員
道
路
の

沿
道
と
そ
の
内
部
に
よ
り
概
ね
構
成
さ
れ
る
こ
と
と
、
そ

の
一
皿
ス
ク
エ
ア
の
四
隅
の
拠
点

(図
3
)
を
結
ぶ
も
の

で
あ
る
こ
と
、
併
せ
て
岡
山
駅
以
外
の
J
R
駅
と
も
接
点

を
設
け
結
節
性
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ

2

第
一
期
整
備
計
画
に
つ
い
て

第
一
期
整
備
路
線
と
し
て
は
、
現
在
の
岡
山
駅
前
電
停

で
既
存
の
路
線
と
接
続
し
、
岡
山
駅
前
交
差
点
か
ら
市
役

所
を
経
由
し
岡
山
大
学
付
属
病
院
に
至
る
約
一
･
六
如
の

延
伸
が
提
言
さ
れ
た

(図
2
)。

こ
の
う
ち
岡
山
大
学
付
属
病
院
に
つ
い
て
は
基
本
路
線

か
ら
は
ず
れ
る
が
、
自
動
車
に
代
わ
る
公
共
交
通
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
路
面
電
車

(L
R
T
)
へ
の
理
解
を
高
め
る
た

め
に
は
、
最
初
の
段
階
に
お
い
て
新
し
い
公
共
交
通
の
利

便
性
や
重
要
性
を
多
く
の
市
民
に
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点

で
あ
る
市
役
所
や
広
域
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
で
あ
る
大
学
病

院
を
ま
ず
最
初
に
結
び
つ
け
る
べ
き
と
判
断
さ
れ
た
た
め

で
あ
る
。

3

市
役
所
筋
へ
の
軌
道
敷
設
位
置
に
つ
い
て

我
が
国
の
路
面
電
車
の
軌
道
は
ほ
と
ん
ど
が
道
路
中
央

に
敷
設
さ
れ
て
い
る
が
、
岡
山
駅
か
ら
市
役
所
ま
で
の
市

役
所
筋
に
つ
い
て
は
、
図
4
に
示
す
よ
う
に
東
側
歩
道
寄

り
に
片
寄
せ
で
敷
設
す
る
と
い
う
特
徴
的
な
道
路
断
面
構

成
が
提
言
さ
れ
た
。
こ
れ
は
利
用
者
に
対
す
る
利
便
性
が

高
く
、
ま
た
沿
道
と
一
体
と
な
っ
た
多
目
的
な
空
間
の
有

効
利
用
に
よ
り
新
た
な
街
づ
く
り
の
演
出
が
期
待
で
き
る

な
ど
の
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

道々テセ 2001.12 ノ9



五

交
通
社
会
実
験

路
面
電
車
の
軌
道
新
設
に
当
た
っ
て
は
自
動
車
利
用
の

た
め
の
道
路
空
間
を
削
減
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
自

動
車
交
通
へ
の
影
響
が
想
定
さ
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
自

動
車
へ
の
依
存
度
の
高
い
岡
山
市
に
お
い
て
は
市
民
の
最

も
危
惧
す
る
点
の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
軌
道
を
敷
設
す

る
側
の
路
側
に
は
車
の
駐
停
車
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
か

ら
荷
さ
ば
き
を
は
じ
め
と
す
る
沿
道
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影
響

も
懸
念
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
路
面
電
車
の
延
伸
は
自
動
車
利
用
者
や
新

た
な
路
線
の
沿
道
事
業
者
･
居
住
者
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
事
前
に
目
に
見
え

る
形
で
影
響
を
把
握
し
、
机
上
で
は
得
ら
れ
な
い
デ
ー
タ

を
得
る
と
と
も
に
新
た
な
交
通
体
系
を
市
民
に
体
感
し
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
交
通
社
会
実
験
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
た
。

実
験
に
当
た
っ
て
は
、
岡
山
大
学
副
学
長
の
千
葉
教
授

図 5 実験 ･調査の概要

を
委
員
長
と
し
、
学
識
経
験
者
、
地
元
四
学
区
の
連
合
町

内
会
長
、
岡
山
商
工
会
議
所
、
バ
ス
･
タ
ク
シ
ー
･
ト
ラ

ッ
ク
協
会
、
市
民
団
体
、
行
政
機
関
等
で
構
成
す
る

｢岡

山
市
交
通
社
会
実
験
実
行
委
員
会
｣
を
組
織
し
、
関
係
者

が
協
力
し
調
整
し
な
が
ら
実
施
し
た
。

1

実
験
概
要

実
験
及
び
調
査
の
概
要
は
図
5
に
示
す
と
お
り
で
あ

る
。○

実
験
区
間

市
役
所
筋
(岡
山
駅
前
交
差
点
~
大
供
交
差
点
)
約
一
皿

②

実
験
期
間

平
成
一
三
年
二
月
一
七
日
(土
)
~
二
〇
日
(火
)
の

四
日
間

③

車
線
数
の
削
減

現
況
六
車
線
を
路
面
電
車
を
延
伸
し
た
場
合
と
同
じ
車

線
数

(四
車
線
で
交
差
点
手
前
で
は
右
折
車
線
確
保
)
に

し

(図
6
･
写
真
2
)、
交
通
量
の
変
化
や
車
の
流
れ
に

与
え
る
影
響
な
ど
を
調
査
し
た
。

④

荷
さ
ば
き
場
の
変
更

路
面
電
車
を
片
寄
せ
で
延
伸
し
た
場
合
、
軌
道
敷
設
側

の
沿
道
で
は
荷
物
の
積
み
卸
し
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
か

ら
、
共
同
の
荷
さ
ば
き
場
を
設
け
て

(写
真
3
)
荷
物
の

積
み
卸
し
を
行
い
利
用
実
態
を
調
査
し
た
。
な
お
、
こ
の

実
験
は
市
役
所
筋
に
面
し
て
荷
さ
ば
き
場
が
確
保
で
き
る

南
寄
り
の
四
〇
0
m
区
間
で
実
施
し
た
。
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2

交
通
影
響
調
査
結
果

○

断
面
交
通
量

市
役
所
筋
の
車
線
削
減
に
伴
い
他
の
道
路
へ
の
迂
回
交

通
等
が
発
生
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
証
す
る
た
め
、

市
役
所
筋
を
含
む
南
北
方
向
の
主
要
な
道
路
五
路
線
の
六

箇
所
で
断
面
交
通
量
の
観
測
を
行
っ
た
。

実
験
期
間
中
、
市
役
所
筋
で
は
交
通
量
が
減
少
し
、
五

路
線
全
体
で
も
や
や
減
少
す
る
傾
向
に
あ
っ
た

(表
1
)

が
、
併
せ
て
観
測
し
た
主
要
交
差
点
の
方
向
別
交
通
量
か

ら
も
迂
回
交
通
の
発
生
な
ど
車
の
流
れ
に
大
き
な
変
化
は

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

1 断面交通量 (6時~ 22時 16時間交通量)

調査路線

実験期間中 (台)
(A)

実験期間外 (台)
(B) A /B (“%う)

2月18日 (日) 2月25日 (日)

市役所筋
北 27

,
438 30

,
274 90

.
6

南 28
,
939 32

,
596 88

,
8

城下筋 蹴 邸 臨
柳川筋 鸚 幼 郷
西川筋 縦 “ 捌

青江津島筋 蹴 郷 滯
計

嗽 螺 鰡

[平日]

調査路線

実験期間中 (台)
(A)

実験期間外 (台)
(B) A /B (9%う)

2月20日 (火) 2月27日 (火)

市役所筋
北 34

,
283 37

,
357 918

南 38
,
955 41

,
328 94

.
3

城下筋

璃 鰔 鰕
柳川筋 鯖 緘 *
西川筋 饅15 鱒 硼

青江津島筋 鱒 猟 蹴
計

蹴 邸 螂

⑭

交
差
点
渋
滞
長

市
役
所
筋
内
の
交
差
点
で
の
混
雑
に
つ
い
て
検
証
す
る

た
め
、
五
箇
所
の
交
差
点
で
渋
滞
長
観
測
を
実
施
し
た
が
、

そ
の
う
ち
主
要
な
二
交
差
点
で
の
結
果
を
図
7
に
示
す
。

岡
山
駅
前
交
差
点
で
は
実
験
期
間
中
の
平
日
に
北
行
き

方
向
の
渋
滞
長
が
延
び
た
。
こ
れ
は
現
況
二
車
線
あ
る
右

折
レ
ー
ン
を
路
面
電
車
の
延
伸
を
想
定
し
て
一
車
線
に
絞

っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
り
、
交
差
点
計
画
や
信

号
現
示
な
ど
に
対
す
る
今
後
の
検
討
課
題
と
な
っ
た
。
な

お
、他
の
交
差
点
に
つ
い
て
は
大
き
な
影
響
は
な
か
っ
た
。

道行セ 2001.12 2 !

写真 2 車線数の削減状況 図6 実験時の道路平面図

薄

写真 3 臨時荷さばき駐車場の設置状況



平日

図 7 交差点渋滞長 (6時~ 22時 平均渋滞長)

③

所
要
時
間

(岡
山
駅
前
交
差
点
j
大
供
交
差
点
)

市
役
所
筋
の
車
の
流
動
を
検
証
す
る
た
め
、
市
役
所
筋

両
端
の
岡
山
駅
前
交
差
点
と
大
供
交
差
点
の
間
を
毎
正
時

に
自
動
車
走
行
に
よ
る
所
要
時
間
を
測
定
し
た

(図
8
)。

平
日
の
一
四
時
か
ら
一
九
時
ま
で
北
行
き
方
向
の
所
要

時
間
が
実
験
期
間
中
長
く
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
、
こ
れ
は

岡
山
駅
前
交
差
点
で
の
北
行
き
方
向
の
渋
滞
長
が
延
び
た

こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

平
日
の
他
の
時
間
帯
や
休
日
で
は
大
き
な
変
化
は
見
ら

れ
ず
、
周
辺
の
南
北
道
路
で
も
同
様
の
調
査
を
行
っ
た
が

大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

3

荷
さ
ば
き
場
変
更
実
験
結
果

臨
時
荷
さ
ば
き
駐
車
場
を
利
用
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の

[岡山駅前交差点]

　
　

　

　

日
詫

“

日

休

休

　南

日平

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
約
七
四
%
が
荷
物
の
搬
出
入
先
ま

で
の
距
離
や
道
路
の
段
差
な
ど
を
理
由
に

｢不
便
｣
と
答

え
て
お
り
低
い
評
価
と
な
っ
て
い
る

(図
9
)
が
、
常
設

の
荷
さ
ば
き
場
設
置
に
つ
い
て
は

｢路
上
で
の
荷
さ
ば
き

は
安
全
上
問
題
が
あ
る
｣
な
ど
の
理
由
で
約
六
六
%
の
ド

ラ
イ
バ
ー
が
必
要
性
を
感
じ
て
い
る

(図
妙

こ
と
が
わ

か
っ
た
。

4

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

○

ア
ン
ケ
ー
ト
有
効
回
収
数

･
来
街
者

(市
役
所
筋
)
聞
き
取
り
調
査
/
-
、
三
八

〇
票

･
中
心
市
街
地
居
住
者

(全
戸
配
布
、
郵
送
に
よ
り
回

収
)
/
-
、
五
一
一
票

(回
収
率
二
八
･
六
%
)

便利であコた 駐車スペースが
不便であった フ4.3

荷さばき蠅周辺が
　　　　　　　　

20 40 60 日o 100(% ) そ の

図 9 実験中の臨時荷割ゴき場の利便性

武ゞ、勿中、3中、群掌や
や
、6仲や辞、6仲、g津が

伐りが

北行き方向

]

ゞ
③

　

　
鮴
認
8
8
4
2
0

0
B
8
4
2
0
が

野

8
B
4
8

い小“律、s謀、ム或は
中
、6桝、絆も武、霜砂企のび

剛実験期岡中 ◎実験期閨外

。く分) 南行を方向

　 　 　　　 　　　 　　

が増がダダ、認、･或凄も冲、譜、認、認“飜、霊、凌が載のが

図 8 所要時間 (岡山駅前交差点~ 大供交差点)

…壗･"@‘◆認珍,.~@◆〆

北行機方向

[荷さばき煽が必要な理由敷獨我回答)

路上での荷さ を 安 岡堕 51,4
、帰士鱒"トレハ ノ

ノ l 理 由 響趣く%)1教れ““ ノー i l は 金上 I ,･
I H I l･ f その他 l = .4 l

泌霞性を顧じている 65,7
翳上での萄さはきは交邉渋湛の原因 37謹
聴状では高翔の雛出入に不便 3l,4

0 20 40 60 80 10歛%)

図10 荷さばき場設置の必要性
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･
中
心
市
街
地
内
事
業
所
･
店
舗

(全
戸
配
布
、
郵
送

に
よ
り
回
収
)
/
-
、
一
七
人
票

(回
収
率
一
九
･

六
%
)

②

周
辺
道
路
の
渋
滞
状
況

自
宅
周
辺
、
事
業
所
･
店
舗
周
辺
の
道
路
が
渋
滞
し
た

か
ど
う
か
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、
図
椚
に
示
す
と
お

り
、
多
く
の
人
が

｢渋
滞
し
な
か
っ
た
｣
と
回
答
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
事
業
所
･
店
舗
の
人
は

｢渋
滞
し
た
｣
と

回
答
し
て
い
る
割
合
が
高
く
、
そ
の
原
因
は
車
の
利
用
に

よ
る
業
務
が
多
い
た
め
と
考
え
ら
れ
、
他
の
質
問
項
目
で

も
自
動
車
利
用
の
制
限
に
対
し
て
厳
し
い
見
方
を
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

8 0604 0

図判 周辺道路の渋滞状況

鬮 腹郡しなかった 口 渋瑚した 圓 無回答

2穆.○

100 (% )

者
辺

所
辺

　　

　　

　
　

　
　

③

今
後
の
望
ま
し
い
中
心
市
街
地
内
の
交
通
の
イ
メ
ー
ジ

本
市
の
新
し
い
交
通
基
本
計
画
の
中
に
盛
り
込
ん
だ

｢中
心
市
街
地
で
は
不
要
不
急
の
自
動
車
を
抑
制
し
、
公

共
交
通
や
歩
行
者
･
自
転
車
を
優
先
し
た
交
通
と
す
る
｣

考
え
に
対
し
て
高
い
支
持
が
得
ら
れ
た

(図
g
。

圏来街者□部D酬擶 圓郡D事寮所店舗

5

ア
ン
ケ
ー
ト
の
自
由
意
見
の
分
析

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
路
面
電
車
延
伸
の
賛
否
を
問
う

た
め
に
実
施
し
た
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
中
心
市
街
地
の

一
部
の
区
域
に
限
定
し
て
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
市
民
の
意

　

　
　
　

′‐、.′′‐、

Q

O

O

O

O

O

　　

　

　

　
　

　

構
成
比

(a ) 現在の獨心交通で十分であり、特に改善する藤霊億ない.
(b) マイカーや禦騎用目働車の利便性を故醤し、寓艷車中□④都心交遼とする.
(D)郊外から都心部への自駐車の荊灘性は改響するが、都心では不腰不急の富副

車利用を抑制し、公共変遷や歩行者･自転騨を優先した都心交逓とする.
くd)鰤毛部も富めて岡山市全体で目贓囃利用を印翻した交遠体系とする。
(a ) その他
くり 無回答

図12 今後の望ましい中心市街地内の交通のイメージ

様自由嗽見の内害は庸縦して
凄かれているものが多いた
め、意見熱総数睡露入茜搬よ
り多い.

向
が
十
分
反
映
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
自
由
意
見
欄

を
通
じ
て
路
面
電
車
延
伸
に
関
す
る
数
多
く
の
意
見
が
寄

2

せ
ら
れ
た
の
で
そ
の
分
析
を
行
っ
た
。

○

自
由
意
見
の
内
容

中
心
市
街
地
内
の
居
住
者
及
び
事
業
所
･店
舗
か
ら
国

費

答
さ
れ
た
二
、
六
八
九
票
の
う
ち
、
自
由
意
見
欄
に
は
一
、

道

0
三
一票
の
記
入
が
あ
り
、
そ
の
中
で
路
面
電
車
の
延
伸
に

関
し
四
人
五
票
も
の
賛
否
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
(図
態
。

[自由意見の内容内訳][アンケート回収数]

図13 アンケート回収数と自由意見



②

路
面
電
車
延
伸
に
関
す
る
賛
否
の
集
計
結
果

路
面
電
車
延
伸
に
関
し
て
賛
否
の
記
入
が
あ
っ
た
中
で

は
反
対
意
見
が
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た

(図
妙
。

③

今
後
の
望
ま
し
い
中
心
市
街
地
内
の
交
通
の
イ
メ
ー

ジ
と
路
面
電
車
延
伸
の
賛
否
と
の
関
係

中
心
市
街
地
に
お
い
て
は
自
動
車
を
抑
制
し
て
い
く
こ

と
が
支
持
さ
れ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
が
必
ず
し
も
路
面
電

32 -

　4 0

　　　　　　
都途蕊環状化に賛成

路面電車郊外延伸に賛成

図14 路面電車延伸の賛否

　
　
　
　
　

嚇
機
敏
螂
廳

廳
皺
穰
鱗
巍

　
　
　　
　

市

潴

車
の
延
伸
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た

(図

修
)。ま

た
、
別
の
分
析
か
ら
路
面
電
車
延
伸
の
具
体
的
な
内

[都心居住者]

0 60 10 0 160 2 00 2 50 (人) 0 5 0 I00 150 200 25 0 (所)

図15 今後の望ましい中心市街地内の交通のイメージと路面電車延伸の賛否との関連性

鬮 延伸酋感 □ 延伸反対 圏 延伸無回答

[都心事業所 ･店舗]

館
44
60

轄

回

制
支

無

抑
の

‐

　　
　

　
　

容
を
知
っ
て
い
る
人
は
、
知
ら
な
い
人
に
比
べ
て
賛
成
す

る
割
合
が
大
き
い
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

六

お
わ
り
に

今
回
の
交
通
社
会
実
験
の
結
果
、
市
役
所
筋
の
車
線
数

を
削
減
し
て
も
自
動
車
交
通
に
対
し
て
大
き
な
影
響
が
出

な
い
こ
と
が
検
証
さ
れ
た
が
、
実
験
を
通
じ
て
交
通
問
題

に
つ
い
て
市
民
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た

点
も
大
き
な
成
果
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
削
減
す

る
車
線
の
位
置
が
延
伸
構
想
と
違
う
、
し
た
が
っ
て
実
験

結
果
の
妥
当
性
に
疑
問
が
あ
る
、
実
施
期
間
が
短
す
ぎ
る

な
ど
実
験
の
内
容
や
方
法
に
疑
問
が
あ
る
と
の
意
見
も

多
々
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
市
民
か
ら
の
疑
問
の
声
に
応

え
る
た
め
で
き
る
だ
け
延
伸
構
想
に
近
い
形
で
再
度
補
完

的
な
実
験
を
し
、
市
民
が
よ
り
的
確
に
判
断
で
き
る
材
料

を
提
供
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
加
え

て
、
路
面
電
車
延
伸
の
具
体
的
な
内
容
が
市
民
に
十
分
理

解
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
延
伸
に
つ
い
て
の
賛
同
が
得

ら
れ
な
い
傾
向
に
あ
る
と
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
分
析
も

踏
ま
え
、
地
元
住
民
は
も
と
よ
り
広
く
一
般
市
民
に
対
し

行
政
の
持
っ
て
い
る
様
々
な
情
報
に
つ
い
て
提
供
し
説
明

2

す
る
場
を
設
け
、
意
見
を
聞
く
と
と
も
に
議
論
を
深
め
て

の

い
く
こ
と
が
岡
山
市
の
目
指
す
市
民
協
働
の
街
づ
く
り
に

セ

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
o

断　　
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麟
鬮
鬮
1
1

特
集
/
路
面
電
車
-
活
性
化
へ
の
取
組
み
j

鬮
圓
鬮
圓
圓
鬮
圓
圓
圓
鬮
圓
圓
圓
鬮
奪
が

5

曄
心
市
街
地
の
活
性
化
に
向
け
た

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
毛
ー
ル
篭
櫨
強
襲
験

福
井
市
都
市
政
策
部
都
市
整
備
推
進
室

は
じ
め
に

福
井
市
は
人
口
三
五
万
人
の
県
都
と
し
て
、
日
本
列
島
の

ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
近
畿
圏
や
中
部
圏
と
鉄
道
や
高
速
道
路

で
結
ば
れ
、
北
陸
の
玄
関
口
と
な
っ
て
い
る
。

福
井
市
の
中
心
市
街
地
は
、
一
〇
〇
臘
余
り
の
区
域
の
中

に
県
庁
を
は
じ
め
と
し
た
官
公
庁
や
事
業
所
、
福
井
駅
前
商

店
街
等
の
数
多
く
の
商
店
街
に
よ
り
形
成
さ
れ
、
県
郡
の
玄

関
口
で
あ
る
。
J
R
福
井
駅
を
中
心
に
私
鉄
電
車
や
路
線
バ

ス
が
集
中
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
古
く
か
ら
多
く
の
人
や
も

の
、
情
報
が
行
き
交
い
、
地
域
独
自
の
生
活
文
化
を
育
む
場

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

し
か
し
、
自
動
車
社
会
の
到
来
に
伴
い
自
動
車
交
通
量
の

増
大
が
進
み
、
中
心
市
街
地
へ
の
流
入
部
に
お
け
る
渋
滞
や

駐
車
場
不
足
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
の
低
下
が
進
ん
で
い
る
。

ま
た
、
中
心
商
業
地
で
あ
る
中
央
一
丁
目
に
お
い
て
は
、

違
法
駐
車
が
多
く
歩
行
者
の
通
行
に
支
障
を
き
た
し
て
い

る
。あ

わ
せ
て
、
大
型
商
業
施
設
･
公
共
公
益
施
設
の
郊
外

立
地
が
進
み
、中
心
市
街
地
の
魅
力
の
低
下
に
と
も
な
い
、

そ
の
活
性
化
が
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

福
井
市
で
は
、
平
成
三

年
に
中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画
(対
象
区
域
面
積

一
〇
五
･
四
m
)
を
策
定
し
、

｢プ
ラ
ス
一
時
間
楽
し
む
ま
ち
｣
を
目
標
に
、
当
面
重
点

的
に
整
備
す
る
地
区
と
し
て
連
続
立
体
交
差
事
業
等
が
進

む
福
井
駅
周
辺
と
と
も
に
、
中
央
一
丁
目
周
辺
を
位
置
付

け
て
い
る

(図
1
)。

賑
わ
い
の
道
づ
く
り
事
業

こ
れ
を
受
け
、
中
央
一
丁
目
地
区
に
お
い
て
、
平
成
一

二
年
度
か
ら
国
土
交
通
省
の
補
助
を
受
け
て

｢賑
わ
い
の

あ
る
道
づ
く
り
事
業
｣
に
着
手
し
、
五
年
間
に
わ
た
り
市

道
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
化
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
電
線

類
の
地
中
化
、
舗
装
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
等
を
進
め
る
予

定
で
あ
る

(図
2
)。

路
面
電
車

福
井
市
の
路
面
電
車
は
、
民
間
の
福
井
鉄
道
㈱
が
運
営

主
体
で
福
井
市
と
武
生
市
を
結
ぶ
総
延
長
二
一
･
四
畑
の

う
ち
田
原
町
~
福
井
新
聞
の
三
･
三
皿
が
軌
道
区
間
で
あ

り
、
市
役
所
前
~
福
井
駅
前
間
約
三
〇
0
m
が
枝
線
と
な

っ
て
お
り
、
福
井
市
の
代
表
的
な
中
心
商
業
地
を
通
る
特

徴
的
な
路
線
形
態
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
枝
線
に
つ
い
て
は
、
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
化
が

昭
和
六
一
年
に
策
定
さ
れ
た
福
井
駅
周
辺
整
備
構
想
で
初
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図 1 中心市街地活性化事業予定配置図

主要地方道福井停車場線

主要地方道福井加賀線

図 2 賑わいの道づくり事業整備計画図 (H 12 ~ H 16)
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県
道
福
井
轄
江
線

め
て
提
案
さ
れ
て
以
来
、
昭
和
六
三
年
に
は
、
地
元
の
駅

前
商
店
街
振
興
組
合
に
よ
る
福
井
駅
前
商
店
街
活
性
化
モ

デ
ル
事
業
で
も
提
案
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
様
々
な
計
画
で

提
案
さ
れ
て
お
り
、
最
近
で
は
、
福
井
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い
て
も
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
整
備

を
提
案
し
て
い
る
。



社
会
実
験
に
向
け
て

賑
わ
い
の
道
づ
く
り
事
業
に
よ
る
駅
前
電
車
通
り

(市

道
中
央
一
ー
三
三
〇
号
線
)
の
整
備
は
、
平
成
一
五
年
度

に
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
路
面
電
車
の
将
来
の

あ
り
方
が
定
ま
っ
て
い
な
い
状
況
で
は
、
そ
の
整
備
形
態

を
定
め
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
福
井
市
で
は
、
路
面
電
車
の
将
来
の
あ
り
方

を
見
据
え
た
道
路
空
間
利
用
の
あ
り
方
を
検
証
す
る
た

め
、
社
会
実
験
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

平
成
一
二
年
一
一
月
に
、
学
識
経
験
者
、
地
元
商
店
街

代
表
、
民
間
団
体
代
表
、
一
般
市
民
代
表
、
交
通
事
業
者
、

国
、
県
、
市
の
関
係
機
関
等
二
七
名
で
構
成
す
る
、
ふ
く

い
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
社
会
実
験
協
議
会

容
云長
"
本

多
義
明
福
井
大
学
教
授
)
を
設
置
し
た
。

実
験
実
施
ま
で
に
四
回
の
協
議
会
を
開
催
し
、
実
験
に

向
け
た
協
議
調
整
や
実
施
計
画
を
策
定
し
て
き
た
が
、
同

時
に
、
地
元
商
店
街
や
鉄
道
事
業
者
、
警
察
関
係
と
の
個

別
協
議
も
進
め
て
き
た
。

特
に
、
地
元
商
店
街
と
は
十
数
回
に
の
ぼ
る
協
議
を
重

ね
て
お
り
、
当
初
か
ら
実
験
に
つ
い
て
は
協
力
す
る
と
い

う
こ
と
で
、
多
少
実
施
時
期
等
に
関
し
て
反
対
意
見
も
あ

っ
た
が
、
比
較
的
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
交
通
規
制
に
関
し
て

は
、
道
路
交
通
法
上
の
規
定
に
よ
り
、
当
初
は
、
歩
行
者

専
用
道
路
に
路
面
電
車
を
通
す
こ
と
に
関
し
て
軌
道
部
分

と
歩
行
空
間
を
物
理
的
に
分
離
す
る
よ
う
指
導
さ
れ
た

が
、
最
終
的
に
は
、
プ
ラ
ン
タ
ー
等
を
配
置
す
る
形
態
で

ソ
フ
ト
な
イ
メ
ー
ジ
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
社
会
実
験
に
向
け
て
、
市
民
の
意
識
啓
発
を
図

る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
福
井
㈱

(T
M
O
)
の
協
力
を
得

て
、
平
成
一
二
年
七
月
か
ら
三
回
に
わ
た
り

｢路
面
電
車

と
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
｣
を
開
催
し
た
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通
し
て
、
公
共
交
通
機
関
と
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
る
気
運
が
高
ま
り
、
今
年
二
月
に

｢ふ
くージ図

図 3 中心市街地の活性化に向けたトランジットモール等

い
路
面
電
車
と
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
会

(通
称
…
R
O

B
A
の
会
)｣
と
い
う
市
民
グ
ル
ー
プ
が
誕
生
し
た
。

こ
の
R
O
B
A
の
会
は
、
実
験
に
向
け
て
の
準
備
段
階

か
ら
、
積
極
的
に
参
画
し
、
実
験
中
に
お
い
て
も
、
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
に
よ
り
賑
わ
い
創
出
の
一
翼
を
担
っ
た
。

実
験
概
要

実
験
は
、
今
年
一
〇
月
三
一日

(金
)
か
ら
三

月
四

日

(日
)
ま
で
の
二
四
日
間
に
わ
た
り
、
主
に
次
の
よ
う

な
内
容
で
行
っ
た
。

①

路
面
電
車
を
活
用
し
て
市
道
中
央
一
ー
三
三
〇
号
線

(通
称

｢駅
前
電
車
通
り
｣)
を
次
の
二
パ
タ
ー
ン
で
実

施
し
、
こ
の
路
線
を
中
心
と
し
た
歩
行
空
間
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク

(ぶ
ら
っ
と
モ
ー
ル
)
を
構
築
す
る

(図
4
)
。

【ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
】
(10
月
12
日
ー
28
日
)

約
二
〇
0
m
の
区
間
を
車
両
通
行
止
め
と
し
、
路
面

電
車
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
み
の
通
行
を
認
め
、
歩

行
者
と
電
車
、
バ
ス
の
共
存
道
路
と
す
る

(図
5
)。

【セ
ミ
モ
ー
ル
】
(10
月
29
日
~
11
月
4
日
)

歩
道
幅
員
を
拡
幅
し
て
歩
行
空
間
の
確
保
を
行
い
、

車
両
の
速
度
を
抑
え
、
歩
行
者
優
先
の
道
路
空
間
と
す

る

(図
6
)。

②

福
井
鉄
道
沿
線
四
駅

(田
原
町
駅
、
ベ
ル
前
駅
、
ハ

ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
駅
、
浅
水
駅
)
を
対
象
に
パ
ー
ク
ア

ン
ド
ラ
イ
ド
を
実
施
す
る
。

③

福
井
鉄
道
の
現
行
ダ
イ
ヤ
に
路
面
専
用
車
両
に
よ
る
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トランジットモール時の概念図
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図 4 駅前電車通り (市街中央 1一330号線) 平面計画図

･午前lo時~午後8時までは単両通行止め
･ただし緊急車両及び ｢すまいる号｣は軌道敷上を通行可能
･午後8時~午前lo時の夜間は商圏青草に限り通行可能
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シ
ャ
ト
ル
便
を
田
原
町
駅
~
福
井
駅
前
駅
、
福
井
新
駅

~
福
井
駅
前
駅
に
各
一
両
ず
つ
三
〇
分
間
隔
で
連
行
す

る 5 シ

( 福 ャ

料 井 ト
金 駅 ル

( 福
料 井
金 駅

前
ー 駅
回 に
- 各
○ 両
巴 ず

図 5 モール区間の断面構成 (トランジットモール時)

･午前約陦~午後8篇までは車両通行止め
･ただし緊急離間及び｢すまいる号｣は勃山道籤汝上を通行可能
･午後8時~芻前0時の夜間は荷捌き車に限り通行指す能

北
側　 　 　
覇

　 　
由医密との rバリアフリ-化 □い俳鷁簾野 立bAy ｢バリアフリ‐化 隠匿没との
共有スペースJ 鰄狂騒南｣ 筥箋議面｣ 族芻スベ-ス｣

図 6 モール区間の断面構成 (セミモール時)
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中央1丁目地区の概念図

図 7図 8
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写真 1 トランジットモール区間中央から
東側の様子
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集
め
る
た
め
、
事
前
に

ヂ

ゞ

か
、
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
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し
か
し
、
当
初
は
p

写真 3 横断箇所の様子

プランター等による境界の様子

実
験
状
況

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
に
お
け
る
軌
道
部
分
と
歩
行
空

間
と
の
分
離
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
ン
タ
ー
、
駐
輪
ラ
ッ
ク

等
に
よ
り
行
っ
た
が
、
横
断
箇
所
を
五
箇
所
設
け
て
南
北

の
横
断
に
つ
い
て
は
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
で
あ
っ
た
よ
う
で

あ
る
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
横
断
箇
所
に
は
、
警
備
員
を
配
置

し
た
こ
と
に
よ
り
歩
行
者
の
安
全
は
確
保
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る

(写
真
1
;
3
)。

周
辺
道
路
の
混
雑
が
発
生
し
た
り
、
人
出
が
少
な
か
っ
た

り
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
実
験
期
間
が
長
か
っ
た
こ
と
に

よ
り
少
し
ず
つ
浸
透
し
て
、
一
週
間
後
ぐ
ら
い
か
ら
周
辺

道
路
へ
の
影
響
も
少
な
く
な
り
、
人
手
も
多
く
な
っ
た
よ

う
で
あ
る
。

実
験
後
半
に
は
、
写
真
4
の
よ
う
に
テ
ー
ブ
ル
と
イ
ス

を
設
置
し
た
こ
と
に
よ
り
、
人
々
が
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
す

様
子
も
う
か
が
わ
れ
た
。

一
方
、
実
験
後
半
に
は
セ
ミ
モ
ー
ル
も
実
施
し
た
が
、

基
本
的
に
は
現
状
の
車
線
を
絞
り
、
そ
の
分
歩
道
を
広
げ

た
こ
と
以
外
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
が
、
歩
道
の
拡
幅
部 　

　

床

物
幽
婉

新盤



写真 5 セミモール時の様子

分
に
駐
輪
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し
た
こ
と
に
よ
り
歩
行
空
間

は
広
く
な
り
歩
行
空
間
の
確
保
は
で
き
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
自
動
車
の
速
度
を
抑
え
る
た
め
に
軌
道
区
域
と

の
境
界
に
カ
ラ
ー
コ
ー
ン
を
設
置
し
た
と
こ
ろ
、
一
定
の

効
果
が
現
れ
た
よ
う
で
あ
る

(写
真
5
)。

ま
た
、
シ
ャ
ト
ル
電
車
の
運
行
に
つ
い
て
は
、
新
型
車

両
の
運
行
も
あ
り
一
日
平
均
六
〇
〇
人
近
く
の
利
用
者
が

あ
り
一
定
の
評
価
は
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
電

車
を
利
用
し
た
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
に
つ
い
て
は
、
P

R
不
足
も
あ
り
利
用
者
が
少
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
田
原
町
駅
で
シ
ャ
ト
ル
電
車
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
田

原
駐
車
場
に
お
い
て
は
、
休
日
を
中
心
に
三
○
~
五
〇
台

の
利
用
が
あ
り
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
時
の
ア
ク
セ
ス
方

法
の
一
つ
と
し
て
評
価
で
き
る
も
の
で
あ
る

(写
真
6
)。

今
回
の
社
会
実
験
に
お
い
て
は
、
実
験
前
と
実
験
中
の

休
日
と
平
日
に
周
辺
道
路
の
自
動
車
交
通
量
や
ト
ラ
ン
ジ

ッ
ト
モ
ー
ル
区
間
を
含
む
ぶ
ら
っ
と
モ
ー
ル
内
の
歩
行
者

通
行
量
を
調
査
し
た
ほ
か
、
来
街
者
や
地
元
商
店
街
、
電

車
利
用
者
等
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
は
、
現
在
集
計
中
で
あ
り
、
今
後

詳
細
な
分
析
を
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
歩
行
者
通
行
量
に

つ
い
て
は
平
日
休
日
と
も
一
割
か
ら
二
割
程
度
の
増
加
が

あ
っ
た
。

実
験
を
終
え
て

実
験
期
間
中
の
一
〇
月
二
六
日
に
開
催
し
た
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
中
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
ト
ラ
ン
ジ

ッ
ト
モ
ー
ル
に
関
し
て
一
般
市
民
代
表
の
肯
定
的
な
意
見

に
対
し
、
地
元
商
店
街
代
表
は
否
定
的
な
意
見
で
あ
っ
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
お
い
て
も
そ
の
よ
う
な
傾
向
に
あ

る
と
予
想
さ
れ
る
が
、
今
回
の
社
会
実
験
に
よ
り
多
く
の

県
民
市
民
が
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
を
持
ち
、
様
々
な
立
場

か
ら
の
意
見
が
出
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

今
後
は
、
こ
の
実
験
が
道
路
空
間
の
利
用
形
態
を
決
定

す
る
た
め
の
大
き
な
契
機
に
な
り
、
活
発
な
議
論
が
展
開

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

福
井
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
議
論
を
踏
ま
え
、
ふ
く
い
ト

ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
社
会
実
験
協
議
会
に
お
い
て
、
道
路

空
間
利
用
形
態
の
方
針
案
を
定
め
て
い
た
だ
き
、
そ
の
方

針
に
基
づ
き
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
向
け
た
賑
わ
い
の

道
づ
く
り
事
業
に
よ
る
道
路
整
備
を
進
め
る
予
定
で
あ

る
oな

お
、
実
験
の
詳
細
な
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
福
井
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

合
評
□
"
"
"
者
b
R
て
甘
言
-甘
言
こ
せ
＼
審
封
癆
く
町
こ
の目
＼
町
N

D
ミ
g
B
滝
の宮
日
･

最
後
に
、
今
回
の
実
験
に
際
し
て
、
様
々
な
関
係
者
、

関
係
機
関
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
無
事
終
了
し
た
こ

と
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
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麟
鬮
圓
鬮
圓

特
集
/
路
面
電
車
-
活
性
化
へ
の
取
組
み
!

鬮
鬮
鬮
鬮
鬮
圓
圓
鬮
鬮
鬮
圓
圓
鬮
圓
鬮
序
翔

二
◎世
紀
の
衞
に
鬮
治
⑭
汽
章
が
走
る
衞

伊
予
鉄
道
㈱
施
設
課

一

市
内
電
車
の
走
る
街
松
山

松
山
市
は
、
人
口
四
七
万
人
、
西
方
は
、
瀬
戸
内
海
に

面
し
、
北
東
部
に
は
石
鎚
山
系
が
そ
び
え
る
温
暖
な
街
で

す
。
そ
の
中
で
松
山
城
が
市
街
地
の
真
中
に
そ
び
え
る
城

下
町
で
、
正
岡
子
規
や
夏
目
漱
石
ら
多
く
の
文
豪
ゆ
か
り

の
地
で
あ
り
、
市
街
地
の
北
東
に
は
、
日
本
最
古
の
温
泉

と
い
わ
れ
る
道
後
温
泉
が
あ
り
、
歴
史
と
文
学
の
薫
り
漂

う
落
ち
着
い
た
地
方
都
市
で
す
。

こ
の
松
山
の
地
に
お
い
て
、
地
元
市
民
や
観
光
客
が
手

軽
に
利
用
で
き
る
交
通
機
関
が
、
｢市
内
電
車
｣
で
す
。

こ
の
市
内
電
車
は
、
松
山
城
の
周
囲
を
循
環
す
る
環
状
線
、

道
後
温
泉
と
松
山
市
駅
を
結
ぶ
市
駅
線
、
道
後
温
泉
と
J

R
松
山
駅
を
結
ぶ
松
山
駅
前
線
、
道
後
温
泉
と
本
町
六
丁

目
を
結
ぶ
本
町
線
の
四
系
統
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
四

系
統
の
総
延
長
は
九
･
六
m
で
、
松
山
城
を
取
り
囲
む
よ

う
に
、
松
山
市
駅
、
J
R
松
山
駅
、
愛
媛
県
庁
、
松
山
市

役
所
、
道
後
温
泉
と
市
街
地
の
主
な
と
こ
ろ
は
ほ
と
ん
ど

カ
バ
ー
し
て
お
り
、
観
光
客
は
も
ち
ろ
ん
市
民
の
足
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

二

路
面
電
車
の
歴
史

当
社
の
歴
史
は
、
明
治
二
〇
年
の
創
立
、
翌
二
一
年
に

松
山
~
三
滓
間
の
営
業
を
開
始
し
、民
営
鉄
道
と
し
て
は
、

南
海
電
鉄
に
次
い
で
、
我
が
国
二
番
目
の
古
い
歴
史
を
持

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
免
許
は
あ
く
ま
で
、

鉄
道
線
と
し
て
の
免
許
で
あ
り
、
松
山
の
地
に
初
め
て
軌

道
線
が
走
っ
た
の
は
、
明
治
四
四
年
に
松
山
電
気
軌
道
会

社
が
三
津
浜
町
江
ノ
ロ
を
起
点
と
し
て
、
松
山
市
街
地
を

経
て
道
後
に
至
る
延
長
約
一
〇
如
の
電
気
軌
道
を
走
ら
せ

た
の
が
始
ま
り
で
す
。

伊
予
鉄
道
は
、
明
治
三
三
年
に
吸
収
合
併
を
し
て
い
た

道
後
鉄
道
の
道
後
線

(古
町
~
道
後
…
一
番
町
)
を
明
治

四
四
年
に
電
化
、
松
山
電
気
軌
道
の
開
通
に
先
立
つ
こ
と

約
一
ヵ
月
前
に
電
車
運
行
を
開
始
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ

れ
は
あ
く
ま
で
鉄
道
線
で
あ
り
、
路
面
電
車
と
は
ち
が
い

ま
す
。

そ
の
後
、
伊
予
鉄
道
は
大
正
一
〇
年
に
松
山
電
気
軌
道

を
吸
収
合
併
し
て
、
現
在
の
軌
道
路
線
の
基
礎
が
形
づ
く

ら
れ
ま
し
た
が
、
同
時
に
松
山
電
気
軌
道
の
合
併
に
よ
っ

て
、
松
山
市
を
中
心
と
す
る
鉄
道
･
軌
道
の
交
通
網
の
統

一
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
大
正
一
〇
年
、
路
線
の
重
複
を
避
け
る
た
め
旧

松
山
電
気
軌
道
の
一
番
町
~
道
後
間
の
運
転
を
休
止
し

て
、
縁
日
そ
の
他
人
出
の
多
い
場
合
に
限
り
臨
時
運
転
を



す
る
こ
と
と
し
、
常
時
は
鉄
道
電
車
線
の
み
を
運
転
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
鉄
道
線
と
軌
道
線
の

乗
り
継
ぎ
が
、
一
番
町
で
新
た
に
発
生
い
た
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
旧
松
山
電
気
軌
道
の
軌
間

(
一
、
四
三
五
臓
)

を
伊
予
鉄
道
の
軌
間

(
一
、
0
六
七
皿
)
に
改
軌
し
、
大

正
三

年
に
は
、
道
後
~
江
ノ
ロ
間
の
線
路
を
統
一
し
、

三
津
か
ら
道
後
へ
の
電
車
の
直
通
運
転
が
可
能
と
な
り
、

利
便
性
は
、
一
層
向
上
致
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
同
一
四

年
に
は
道
後
5
一
番
町
間
の
道
路
改
修
工
事
に
並
行
し

て
、
軌
道
を
複
線
化
し
、
従
来
の
道
後
~
一
番
町
間
の
鉄

道
線
を
廃
止
致
し
ま
し
た
。

一
方
、
松
山
城
の
北
側
を
走
る
古
町
~
道
後
間
の
鉄
道

線
は
、
地
元
住
民
の
利
便
性
を
図
る
た
め
に
、
昭
和
二
年

に
路
線
変
更

(古
町
か
ら
住
宅
街
を
経
由
し
て
上
一
万
へ

結
ぶ
)
を
行
い
、
こ
の
結
果
、
軌
道
線
と
と
も
に
、
松
山

城
を
中
心
と
し
て
環
状
に
取
り
巻
く
こ
と
と
な
り
、
軌
道

電
車
線
は
城
南
線
、
鉄
道
電
車
線
は
城
北
線
と
名
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
城
北
線
は
、
現
在
も
鉄
道
事
業

法
に
基
づ
く
鉄
道
で
あ
り
、
特
別
認
可
に
よ
り
、
軌
道
線

を
連
行
す
る
列
車
が
そ
の
ま
ま
入
線
し
、
連
行
し
て
お
り

ま
す
。
昭
和
二
年
に
国
鉄
予
讃
線
の
開
業
に
伴
い
、
｢松

山
駅
｣
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
(当
初
松
山
駅
は
、
伊
予

鉄
道
が
使
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
国
鉄
が
松
山
ま
で
延
伸

し
て
き
た
際
に
、
駅
名
使
用
問
題
が
発
生
し
、
｢松
山
駅
｣

を
国
鉄
に
譲
り
、
｢松
山
市
駅
｣
に
改
称
し
た
も
の
で
す
。)

旅
客
の
利
便
を
図
る
た
め
に
ま
ず
、
古
町
駅
か
ら
松
山
駅

写真 1 大手町平面交差

間
に
線
路
を
敷
設
、
さ
ら
に
高
浜
線

(当
社
鉄
道
線
)
と

軌
道
線
と
の
連
絡
を
図
る
た
め
、
軌
道
線
･
萱
町
~
古
町

間
に
軌
道
を
敷
設
す
る
と
と
も
に
、
軌
道
線
･
江
ノ
ロ
i

萱
町
間
は
、
営
業
の
必
要
性
が
薄
く
な
っ
た
た
め
、
廃
止
、

そ
し
て
高
浜
線
の
電
化
、
既
存
軌
道
線
の
一
部
複
線
化
と

相
ま
っ
て
、
松
山
駅
~
西
堀
端
間
の
軌
道
敷
設
を
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
大
手
町
で
、
鉄
道
線
と
軌
道
線
の

平
面
交
差
が
誕
生
し
、
現
在
全
国
で

唯
一
の
鉄

･
軌
道
の
平
面
交
差
と
し

後

て
現
存
し
て
い
ま
す

(写
真
1
)
。

道

こ
の
場
所
で
は
、
軌
道
線
が
踏
切
前

で
停
止
し
て
鉄
道
線
の
通
過
を
待
っ

鰤

巌

フ
o
4

鰤

糎
廳
"

洗

堂

町

道
〃
道

磁

桷
;

番
嚇
畑執

~

n[鯛

-
.
"

鑄

“

蘂*蹴
巍

治

町
･-!
--

明

豊

-

浜

町

鶉
彫
‘

叩
隙
献

饑

7
0
0

/

穰
癖
"

博
覊積

笠三一
都

P
O
P

繊コ

野
“

騨
"

時

＼

‘

線

線
鉄
線

競
銃
麓
魂

帥
髯
町

,

鰹

鰤

〆
短
4

、

山
前

℃、
繭

覇
繊
g
m
田

卿
帥
面

饑
…

o
o
o

5

騨
鬘
〃

,

綿

線
鉄
線

時

＼、

方

‘‘‘
‘

縦
〃
隨
圃
趾

年

メ
上

茂

尋
一薊瑚可

7

…

n門鋤

}
“
ー
1
一

繍

~

へ節

昭

~

*

端

、

′

識
市
駅
前
裾

西
堀
端

、

山
前

へ
都

松
駅

…

‐

路線の変還

て
い
ま
す
。

路
線
の
変
遷
は
、
そ
の
後
、
戦
災
を
経
て
松
山
市
の
復

興
計
画
の
中
で
松
山
駅
と
松
山
市
駅
を
結
ぶ
た
め
松
山
市

駅
前
~
南
堀
端
間
の
路
線
敷
設
な
ど
局
部
的
な
進
展
、
変

更
が
行
わ
れ
、
昭
和
三
〇
年
代
後
半
に
は
現
在
の
姿
と
な

り
ま
し
た

(図
)
。
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三

路
線
の
特
性

伊
予
鉄
道
の
路
線
の
特
性
と
し
て
、
ま
ず
上
げ
ら
れ
る

の
が
、
松
山
城
を
中
心
と
し
た
環
状
化
が
完
成
し
て
い
る

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
同
業
局
社
の
札
幌
市
交
通
局
や

岡
山
電
気
軌
道
㈱
が
路
線
の
環
状
化
を
計
画
し
て
い
る
よ

う
に
、
松
山
城
と
い
う
シ
ン
ボ
ル
が
中
心
に
あ
る
中
で
、

利
用
者
に
と
っ
て
、大
変
便
利
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

松
山
城
の
南
側
に
位
置
す
る
松
山
市
駅
、
大
街
道

(
一
番

町
)
界
隈
は
、
市
内
で
最
も
賑
や
か
な
繁
華
街
、
官
庁
街

で
、
同
時
に
大
街
道
は
松
山
城
へ
の
登
山
ル
ー
ト
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
松
山
市
駅
は
、
鉄
道
線
三
線
の
タ
ー

ミ
ナ
ル
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
東
側
に
は
、
J
R
松
山

駅
が
あ
り
、
通
勤
客
、
買
い
物
客
を
は
じ
め
、
県
外
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ン
や
観
光
客
に
至
る
ま
で
多
種
多
様
な
人
々
の
輸

送
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
松
山
城
の
北
側
は
、
鉄
砲

町
や
木
屋
町
な
ど
町
名
か
ら
も
歴
史
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う

に
、
商
人
町
の
名
残
を
留
め
る
住
宅
街
と
愛
媛
大
学
や
松

山
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
学
生
街
、
さ
ら
に
北
側
の
寺
院

が
集
中
す
る
地
区
に
は
子
規
や
山
頭
火
を
は
じ
め
多
く
の

句
碑
が
点
在
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
上
一
万
に
て
分

岐
し
て
北
東
へ
向
か
う
と
日
本
最
古
の
温
泉
と
し
て
あ
げ

ら
れ
る
道
後
温
泉
駅
が
あ
り
ま
す
。
道
後
温
泉
の
玄
関
口

に
位
置
す
る
道
後
温
泉
駅
は
、
路
面
電
車
の
駅
舎
と
し
て

は
一
風
変
わ
っ
た
駅
舎
を
も
っ
て
お
り
、
明
治
時
代
の
雰

囲
気
を
伝
え
る
洋
風
の
駅
舎
は
、
坊
っ
ち
ゃ
ん
、
マ
ド
ン

ナ
と
い
っ
た
レ
ト
ロ
調
の
ム
ー
ド
に
ぴ
っ
た
り
で
観
光
客

の
写
真
撮
影
も
絶
え
間
が
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
、
あ
と
で

ご
説
明
い
た
し
ま
す
が
、
｢坊
っ
ち
ゃ
ん
列
車
｣
を
復
活

さ
せ
る
に
あ
た
り
、
道
後
温
泉
駅
の
駅
前
に
留
置
線
を
引

き
伸
ば
し
、
昼
間
連
行
時
の
留
置
時
と
夜
間
留
置
時
に
、

停
車
さ
せ
、
観
光
客
の
写
真
撮
影
の
た
め
に
配
慮
し
て
お

り
ま
す

(写
真
2
)
。
な
お
、
夜
間
は
道
後
温
泉
駅
、
坊

っ
ち
ゃ
ん
列
車
と
も
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
一
層
映
え

た
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
現
在
の
駅
舎
は
、

当
社
の
創
立
百
周
年
事
業
と
し
て
老
朽
化
が
進
ん
で
い
た

旧
駅
舎
を
建
替
え
た
も
の
で
、
当
社
の
百
周
年
に
あ
た
る

昭
和
六
一
年
の
竣
工
と
な
っ
て
い
ま
す
。
鉄
骨
造
り
で
は

あ
る
も
の
の
、
外
観
は
旧
駅
舎
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
物
に
再

現
し
ま
し
た
。
旧
駅
舎
は
、
明
治
四
四
年
に
建
設
さ
れ
た

写真 2 道後温泉駅の坊っちゃん列車

も
の
で
し
た
が
、
新
駅
舎
は
、
可
能
な
限
り
建
設
時
の
姿

を
残
す
こ
と
に
重
点
が
お
か
れ
、
屋
根
は
天
然
ス
レ
ー
ト

葺
き
、
天
井
板
の
飾
り
鉄
板
に
は
旧
駅
舎
の
も
の
を
使
い
、

電
灯
か
ら
ト
イ
レ
の
表
示
に
至
る
ま
で
明
治
の
ア
ン
テ
ィ

ー
ク
調
で
統
一
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
明
治
調
の
雰
囲

気
を
再
現
す
る
た
め
、
駅
前
広
場
に
は
赤
レ
ン
ガ
を
敷
き

詰
め
、
街
灯
は
ガ
ス
灯
を
模
し
た
イ
タ
リ
ア
製
、
ベ
ン
チ

も
時
代
色
が
出
る
重
厚
な
木
製
に
し
た
ほ
か
、
記
念
写
真

を
撮
る
人
の
た
め
に
広
告
類
も
出
さ
な
い
ほ
ど
配
慮
い
た

し
ま
し
た
。

四

坊
っ
ち
ゃ
ん
列
車
の
連
行
開
始

｢坊
っ
ち
ゃ
ん
列
車
｣
(写
真
3
)
は
、
夏
目
漱
石
の

小
説

｢坊
っ
ち
ゃ
ん
｣
に
由
来
し
て
い
ま
す
。
主
人
公
の

坊
っ
ち
ゃ
ん
が

｢
マ
ッ
チ
箱
の
よ
う
な
｣
小
さ
な
汽
車
に

乗
っ
て
赴
任
先
の
中
学
校
に
向
か
う
場
面
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
｢
!

停
車
場
は
す
ぐ
に
知
れ
た
。
切
符
も

訳
な
く
買
っ
た
。
乗
り
込
ん
で
見
る
と
マ
ッ
チ
箱
の
よ
う

な
汽
車
だ
。
ご
ろ
ご
ろ
と
五
分
ば
か
り
動
い
た
と
思
っ
た

ら
、
も
う
降
り
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
道
理
で
切
符
が
安

い
と
思
っ
た
。
た
っ
た
三
銭
で
あ
る
。｣
(小
説

｢坊
っ
ち

ゃ
ん
｣
よ
り
)
と
記
さ
れ
て
お
り
、
や
が
て
こ
の
小
説
が

人
気
を
呼
ぶ
に
つ
れ
て
こ
の
汽
車
は
｢坊
っ
ち
ゃ
ん
列
車
｣

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
｢坂
の
上
の
雲
｣
を

軸
と
し
て
、
｢
日
本

一
｣
の
街
づ
く
り
を
目
指
す
松
山
市
、

松
山
市
観
光
協
会
等
と
協
力
し
て
、
｢道
後
温
泉
｣
｢松
山
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城
｣
に
続
く
観
光
資
源
と
し
て
、
坊
っ
ち
ゃ
ん
列
車
の
復

元
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。
く
し
く
も
、
本
年
は
正
岡
子
規

没
後
一
〇
〇
周
年
、
ま
た
、
来
年
は
松
山
城
築
城
四
〇
〇

周
年
に
あ
た
り
ま
す
。
坊
っ
ち
ゃ
ん
列
車
は
、
動
力
を
、

従
来
の
蒸
気
よ
り
デ
ィ
ー
ゼ
ル
に
変
更
。
燃
料
も
低
硫
黄

の
環
境
に
配
慮
し
た
も
の
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
寸
法
、

定
員
等
は
、
で
き
る
か
ぎ
り
明
治
二
一
年
連
行
開
始
時
に

あ
わ
せ
て
い
ま
す
。
な
お
、
二
両
編
成
の
客
車
の
定
員
は
、

三
六
名

(内
座
席
二
四
名
)
と
な
っ
て
い
ま
す
。
料
金
は
、

坊
っ
ち
ゃ
ん
列
車
乗
車
券
十
一
日
フ
リ
ー
乗
車
券

(当
日

の
市
内
電
車
と
市
内
循
環
バ
ス
乗
り
放
題
)
+
記
念
グ
ッ

ズ
で
一
乗
車
区
間
一
、
○
○
0
円
で
あ
り
ま
す
。
連
行
区

間
は
、
道
後
温
泉
~
大
街
道
~
松
山
市
駅
前
~
J
R
松
山

駅
~
古
町
の
各
区
間
を
一
乗
車
区
間
と
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
及
び
電
話
に
て
ご
予
約
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
ち
な
み
に
、
従
来
の
路
面
電
車
は
、
前
後
に

運
転
席
が
あ
り
、方
向
転
換
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

坊
っ
ち
ゃ
ん
列
車
の
機
関
車
の
場
合
は
、
前
方
が
固
定
さ

れ
て
い
る
た
め
機
関
車
を
回
転
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、
用

地
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
等
で
、
タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
の
設
置
は

困
難
な
た
め
、
機
関
車
自
身
に
ジ
ャ
ッ
キ
ア
ッ
プ
装
置
を

設
け
折
り
返
し
点
に
て
機
関
車
を
持
ち
上
げ
反
転
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
煙
は
、
煤
煙
を
市
内
で
撒
き
散
ら
す
わ

け
に
も
い
か
ず
、
舞
台
装
置
で
使
用
す
る
特
殊
な
煙
を
排

出
し
て
お
り
ま
す
。
子
規
や
漱
石
、
多
く
の
人
た
ち
を
乗

せ
て
明
治
の
昔
か
ら
昭
和
半
ば
ま
で
松
山
平
野
を
走
り
つ

づ
け
た
坊
っ
ち
ゃ
ん
列
車
が
二
一
世
紀
の
城
下
町
に
蘇
り

ま
し
た
。
一
度
お
乗
り
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

五

電
車
運
賃

ま
ず
、
伊
予
鉄
道
の
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
は
、
名
前
を

｢
い
~
カ
ー
ド
｣
と
い
い
ま
す
。
一
番
目
の
特
色
と
し
て

は
、
電
車
･
バ
ス
共
通
乗
車
券
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
電

車
に
お
い
て
は
、
鉄
道
線
で
は
切
符
を
購
入
す
る
際
に
券

売
機
が
使
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
路
面
電
車
で
は
、
全
路

面
電
車
に

｢
い
~
カ
ー
ド
｣
の
使
用
で
き
る
運
賃
箱
が
設

置
し
て
あ
り
ま
す
。
二
番
目
に
そ
の
割
引
率
の
高
さ
に
あ

り
ま
す
。
一
、
○
○
0
円
で
一
〇
〇
円
分
、
三
、
○
○
○

円
な
ら
四
〇
〇
円
分
、
五
、
○
○
0
円
な
ら
八
〇
〇
円
分

お
徳
に
な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
、
運
賃
面
で
の
施
策
と
し
て
、
伊
予
鉄
道
始
ま
っ

て
以
来
初
め
て
実
施
し
た
、
｢運
賃
値
下
げ
｣
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
毎
年
減
少
し
て
い
く
利
用
客
に
歯
止
め
を

か
け
る
べ
く
、
平
成
一
三
年
四
月
一
六
日
よ
り

｢電
車
･

バ
ス
を
も
っ
と
身
近
な
交
通
機
関
に
し
た
い
｣
を
キ
ー
ワ

ー
ド
に
、
電
車
･
バ
ス
運
賃
値
下
げ
、
バ
ス
路
線
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
、
利
便
性
の
高
い
電
車

･
バ
ス
の
乗
車
制
度
、

環
境
･
高
齢
福
祉
問
題
へ
の
取
組
み
等
の
施
策
を
実
施
し

ま
し
た
。
具
体
的
な
電
車
に
関
す
る
施
策
と
し
て
電
車
･

バ
ス
が
最
低
一
五
〇
円

(市
内
電
車
旧
一
七
〇
円
)
最
高

六
〇
〇
円
に
値
下
げ
。
市
内
電
車
･
ル
ー
プ
バ
ス
L
D
a

y
チ
ケ
ッ
ト
三
〇
〇
円

(市
内
電
車
旧
一
日
乗
車
券
四
八

〇
円
)
の
導
入
。
六
五
歳
以
上
の
方
が
一
日
一
〇
〇
円
で

バ
ス
･
電
車
に
乗
れ
る
シ
ル
バ
ー
定
期
券
の
導
入
。
定
期

券
所
持
者
と
同
居
家
族
に
メ
リ
ッ
ト
の
環
境
定
期
券
導

入
。
一
枚
の
定
期
券
で
、
電
車
･
バ
ス
乗
り
換
え
O
K
。

等
々
で
あ
り
ま
す
。
続
い
て
、
第
二
段
と
し
て
、
一
〇
月

一
日
よ
り
、
電
車
･
バ
ス
の
運
賃
を
五
〇
円
刻
み
に
値
下

げ
、
デ
パ
ー
ト
の
増
床
オ
ー
プ
ン
に
併
せ
て
、
最
終
便
の

延
長
、
デ
パ
ー
ト
と
の
セ
ッ
ト
券
の
導
入
等
々
、
利
用
客

の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
、
ま
た
利
用
し
や
す
い
電
車
を
目
指

し
て

｢サ
ー
ビ
ス
向
上
宣
言
｣
の
施
策
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
実
施
後
、
期
間
が
短
い
た
め
、
ま
だ
結
果
は
で
て

お
り
ま
せ
ん
が
、
前
年
ま
で
の
減
少
率
に
歯
止
め
が
で
て

お
り
ま
す
。
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六

高
齢
化
等
へ
の
対
応

路
面
電
車
の
今
後
を
考
え
る
上
で
、
避
け
て
通
れ
な
い

の
が
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
問
題
で
す
。
ま
ず
第
一
に
、
L

R
V

(低
床
式
路
面
電
車
)
の
導
入
で
す
。
現
在
、
松
山

市
は

｢地
球
に
や
さ
し
い
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
｣
を
目

指
す
中
、
国
際
姉
妹
都
市
で
環
境
先
進
地
で
あ
る
ド
イ

ツ
･
フ
ラ
イ
ブ
ル
グ
市
の
影
響
も
あ
り
、
環
境
に
や
さ
し

い
交
通
手
段
･
路
面
電
車
を
核
と
し
た
都
市
交
通
整
備
の

確
立
に
向
け
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
中
で
、
平
成
一
四
年
三
月
を
目
途

と
し
て
、
L
R
V
二
両
の
導
入
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
全
国
で
、
L
R
V
を
導
入
し
て
い
る
の
は
、
広
島

電
鉄
、
熊
本
市
交
通
局
、
名
古
屋
鉄
道
が
あ
げ
ら
れ
ま
す

が
、
当
社
は
、
路
線
の
都
合
上
、
初
め
て
単
車
で
の
低
床

電
車
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
国
土
交
通
省
の

公
共
交
通
移
動
円
滑
化
設
備
整
備
費
補
助
金
の
う
ち
低
床

式
路
面
電
車
シ
ス
テ
ム

(L
R
T
)
整
備
事
業
を
利
用
す

る
も
の
で
す
。
ま
た
、
安
全
地
帯
の
整
備
の
際
に
は
、
上

屋
の
設
置
･
ス
ロ
ー
プ
の
新
設
等
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
配
慮

し
、
整
備
を
し
て
お
り
ま
す
。

七

路
面
電
車
の
今
後
の
課
題

電
車
の
最
大
の
使
命
と
し
て
、
｢安
全
連
行
｣
、
｢定
時

運
行
｣
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
当
社
の
併
用
軌
道
区
間
は
、

全
区
間
が
諸
車
通
行
不
可
と
な
っ
て
お
り
、
他
社
に
比
べ

南町~ 道後温泉間 軌道移説工事

て
恵
ま
れ
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
南
町
~

道
後
温
泉
間
の
道
路
拡
幅
に
伴
う
軌
道
移
設
工
事
を
行
っ

て
お
り

(写
真
4
)、
平
成
一
六
年
ま
で
に
道
後
温
泉
ま

で
の
拡
幅
工
事
が
全
て
終
了
し
、
全
て
の
併
用
軌
道
区
間

の
道
路
が
片
側
二
車
線
以
上
と
な
り
、
一
層
電
車
と
自
動

車
交
通
が
分
離
で
き
、安
全
性
の
確
保
が
期
待
出
来
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、昨
今
の
自
動
車
交
通
量
の
増
大
に
伴
い
、

接
触
事
故
が
増
大
し
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
り
、
一
層
の

防
衛
運
転
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
安
全
な

施
設
の
維
持
･
管
理
の
た
め
、
限
ら
れ
た
経
費
を
効
率
的

に
運
用
し
、
ま
た
、
国
土
交
通
省
等
の
補
助
制
度
を
利
用

し
、
施
設
の
改
良
及
び
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
設
備
の
拡
充
等

一
層
サ
ー
ビ
ス
改
善
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
そ
れ
に
よ
り
、
利
用
客
の
回
復
も
望
ま
れ
る
と
思
い

ま
す
。

最
後
に
一
度
、
松
山
へ
来
ら
れ
て
、
｢坊
っ
ち
ゃ
ん
列

車
｣
に
乗
り
明
治
時
代
へ
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
漱
石
の

気
分
を
味
あ
わ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す

(写
真
5
)。
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道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室
長

渡
邊

伸
司

コロラド州 交通省

は
じ
め
に

道
路
は
一
般
交
通
の
用
に
供
す
る
も
の
と
し
て
建
設
さ

れ
る
公
共
財
産
で
あ
る
が
、
あ
わ
せ
て
電
線
、
通
信
ケ
ー
ブ

ル
、
ガ
ス
管
、
水
道
管
な
ど
公
益
事
業
の
施
設
を
収
容
す
る

公
共
的
空
間
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

近
年
、
①｣
Pb
p口
重
点
計
画

(平
成
一
三
年
三
月
)
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
特
に
I
T
社
会
の
早
期
構
築
が
国
家

戦
略
と
し
て
設
定
さ
れ
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
等
の
高
速
通
信

網
の
整
備
が
喫
緊
の
課
題
と
さ
れ
る
中
で
、
道
路
が
河
川

な
ど
と
並
ん
で
光
フ
ァ
イ
バ
ー
等
を
収
容
す
る
た
め
の
重

要
な
公
共
空
間
と
し
て
注
目
さ
れ
、
そ
の
利
用
の
仕
方
に

つ
い
て
、
内
外
か
ら
様
々
な
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
道
路
局
路
政
課
に
お
い

て
は
、
今
後
の
政
策
展
開
に
資
す
る
た
め
、
道
路
大
国
で

あ
り
、
I
T
先
進
国
で
も
あ
る
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
道
路

の
公
共
的
空
間
と
し
て
の
使
用
の
実
態
を
｢線
路
敷
設
権
｣

(匹
m
耳

丸

者
Pて
)
を
中
心
に
三
一年
度
に
引
き
続
き

調
査
を
行
っ
た
。

こ
の
調
査
は
、

連
邦
交
通
省
道
路
庁

イ
リ
ノ
イ
州

州
政
府
交
通
省
、
シ
カ
ゴ
市
交
通
局

コ
ロ
ラ
ド
州

州
政
府
交
通
省
、

デ
ン
バ
ー
市
公
共
事
業
局

A
T
&
T
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
社

に
対
し
、
訪
問
し
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

一
ア
メ
リ
カ
の
道
路
に
つ
い
て

○

道
路
の
管
轄

米
国
連
邦
道
路
庁
命
①Q①[巴

臨
害
鶏
Pて

>
ぬ
g
g
)

　　
　

　　
　

　　
　

、
鬮贓
%

.
　　　

　
　

　　　
　

　　　
　　

　

　
　

　
　
　
　

　

　
　　
　　
　

　　

　

　

　
　

　
　

　
　
　

の
資
料
に
よ
る
と
、
ア
メ
リ
カ
の
道
路
は
、
全
長
三
九
二

万
マ
イ
ル

(六
二
七
万
キ
ロ
)
で
あ
り
、
都
市
部
が
一
三

六
万
キ
ロ
、
地
方
が
四
九

一
万
キ
ロ
と
な
っ
て
い
る
。
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道
路
は
、
連
邦
管
理
の
も
の
、
州
管
理
の
も
の
、
地
方

政
府

(町
8
"
□

市
目
で
ま
た
は
郡
8
自
噴
)
管
理
の
も

の
に
大
別
さ
れ
る
。
連
邦
が
管
理
す
る
の
は
、
国
有
林
、

国
立
公
園
、
イ
ン
デ
ア
ン
居
留
地
な
ど
連
邦
直
轄
の
土
地

の
道
路
の
み
で
あ
り
、
距
離
的
に
は
全
体
の
三
･
一
%
に

す
ぎ
な
い
。
州
政
府
管
理
の
も
の
一
九
･
七
%
、
地
方
政

府
管
理
の
も
の
が
七
七
･
二
%
と
な
っ
て
い
る
。

②

該
曳
け
コ
匹

工
冶
ゴ
≦
D
て

の
く
れ
の
ヨ
｣

ア
メ
リ
カ
の
幹
線
道
路
網
と
し
て

｢Z
P
口
0
口
巴

出
超
け
"
“
《

の
誘
お
B

｣
(N
H
S
)
が
存
在
す
る
。
N

H
S
は
、
連
邦
議
会
に
承
認
さ
れ
た
国
家
的
に
重
要
な
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
り
、
一
九
九
五
年
に
指
定
さ
れ
た
。

N
H
S
は
、
甘
言
Hの付
言

(州
際
道
路
)
及
び
そ
の
他
州

管
理
の
道
路
の
う
ち
重
要
な
も
の
か
ら
な
る
。
N
H
S
は
、

距
離
的
に
は
一
六
万
マ
イ
ル
で
全
国
の
道
路
全
体
の
四
･

一
%
で
あ
る
が
、
交
通
量
四
四
%
を
運
ん
で
い
る
。
こ
の

う
ち
、
-□
[円
熟
芝
の
は
、
距
離
で

一
･
二
%
、
交
通
量
で

二
三

･
九
%
を
占
め
て
い
る
。

③

道
路
財
源
と
道
路
管
理
に
お
け
る
連
邦
の
役
割

前
述
の
よ
う
に
、
連
邦
が
直
接
管
理
す
る
道
路
の
距
離

は
限
ら
れ
て
い
る
が
、
連
邦
は
、
｢連
邦
補
助
道
路
｣
へ

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
等
を
通
じ
て
道
路
管
理
の
指
導
的
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。

米
国
で
は
、
ガ
ソ
リ
ン
税
を
主
な
財
源
と
し
た

｢可
の
Q
①尺巴

書
沿
け
"
"
で
弓
NG
柊

切
に
口
Q
(連
邦
道
路
信
託

資
金
)｣
が
あ
り
、
道
路
財
源
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
外
に
も
ガ
ソ
リ
ン
税
が
あ
り
、
こ
れ
も
道

路
建
設
に
使
わ
れ
る
。

連
邦
道
路
資
金
は
、
連
邦
直
轄
道
路
に
も
用
い
ら
れ
る

が
、
大
部
分
は
、
N
H
S
や
そ
の
他
州
が
重
要
と
主
張
す

る
州
道
、
地
方
道
へ
の
補
助

(建
設
費
の
八
~
九
割
)
に

使
わ
れ
て
い
る
。
連
邦
が
補
助
す
る
道
路
に
つ
い
て
は
、

そ
の
規
格
や
管
理
の
仕
方
に
つ
い
て
基
準
を
定
め
て
お

り
、
各
州
や
地
方
政
府
は
、
こ
れ
に
従
っ
た
上
で
さ
ら
に

自
ら
の
方
針
を
立
て
て
道
路
を
建
設
管
理
し
て
い
る
。

二

道
路
占
用
制
度

○

わ
が
国
の
道
路
占
用
制
度
に
相
当
す
る
仕
組
み

米
国
で
は
、
二
三
C
F
R

(6
O
Q
①

0
片

切
の
O
R
巴

刃
諸
口
言
g
B
)
-
.
二
三
で
、
書
信
け
考
Pて
(幹
線
道
路
。

こ
こ
で
は
連
邦
補
助
道
路
)
上

(上
空
、
地
下
を
含
む
)

に
、
建
物
、
物
件
、
施
設
を
一
時
的
ま
た
は
永
久
に
設
置

す
る
こ
と
は
、
公
共
の
利
益
に
か
な
い
、
自
由
で
安
全
な

道
路
交
通
に
支
障
が
な
い
場
合
に
は
道
路
管
理
者
が
許
可

し
う
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
二
三
C
F
R
六
四
五

で
、
ハ
イ
ウ
エ
イ
上
の
宝
白
雪

(公
益
物
件
=
電
気
、
ガ

ス
、
水
道
、
下
水
道
、
電
話
等
)
の
収
容
の
さ
せ
方
に
つ

い
て
規
定
を
置
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
連
邦
は
、
窪
田
町

野
呂
尺“日

の
こ
五
のを
出
し
て
お
り
、
州
や
地
方
政
府
に

と
っ
て
の
指
針
と
な
っ
て
い
る
。

道
路
上
に
物
件
の
収
容
を
ど
う
認
め
る
か
は
、
道
路
管

理
者

(各
州
や
地
方
政
府
等
)
の
権
限
で
あ
り
、
道
路
の

占
用
に
つ
い
て
□
①日
暮

(許
可
)
を
与
え
た
も
の
の
み
認

め
て
い
る
。

事
前
に
道
路
管
理
者
と
公
益
事
業
者
と
の
間
で
敷
設
の

ア
グ
リ
ー
メ
ン
ト
を
結
ん
だ
上
で
、
個
別
の
道
路
工
事
に

つ
い
て
許
可
を
受
け
る
こ
と
を
求
め
る
ケ
ー
ス

(シ
カ
ゴ

市
な
ど
)
と
、
個
別
の
許
可
だ
け
で
工
事
と
道
路
の
占
用

と
を
あ
わ
せ
て
認
め
る
ケ
ー
ス
(コ
ロ
ラ
ド
州
)
が
あ
る
。

デ
ン
バ
ー
市
で
は
、
道
路
の
占
用
に
か
か
る

｢法
的
許

可
｣、
｢道
路
工
事
許
可
｣
｢建
設
許
可
｣
の
三
つ
に
分
け

て
許
可
を
し
て
お
り
、
法
的
許
可
は
物
件
の
所
有
者
に
対

す
る
も
の
、
あ
と
二
つ
は
実
際
の
作
業
を
行
う
者

含
0口
町
斜自
白
=
契
約
業
者
ま
た
は
所
有
者
自
身
)
に
対

す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
ア
メ
リ
カ
で
は

｢民
地
優
先
｣
の
考
え
方
は
見

ら
れ
な
い
。

⑭

い
わ
ゆ
る
義
務
占
用
制
度
に
相
当
す
る
制
度
の
有
無

公
益
物
件
の
収
容
に
つ
い
て
は
、
そ
の
条
件
を
含
め
州

の
権
限
で
あ
る
。
た
だ
し
、
連
邦
補
助
道
路
へ
の
収
容
方

針
を
策
定
し
て
連
邦
道
路
庁
の
承
認
を
う
け
る
こ
と
が
必

要
。
ま
た
、
連
邦
道
路
庁
は
、
州
が
道
路
上
の
占
用
を
認

め
る
場
合
に
は
、
そ
の
条
件
に
つ
い
て
文
書
で
明
ら
か
に

す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
こ
の
文
書
は
通
常
□
①門B
拌
で

あ
る
が
、
少
四
8
B
の已
そ
の
他
の
形
態
で
も
よ
い
。

公
益
事
業
に
対
し
て
、
日
本
の
義
務
占
用
の
よ
う
に
特

に
収
容
を
認
め
る
要
件
を
緩
和
し
て
い
る
と
説
明
し
た
と

こ
ろ
は
な
か
っ
た
が
、
イ
リ
ノ
イ
州
で
は
原
則
公
益
事
業
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に
し
か
道
路
の
占
用
を
認
め
な
い
、
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

電
気
、
ガ
ス
、
水
道
、
電
話
と
い
っ
た
公
益
事
業
に
つ
い

て
は
、
道
路
占
用
の
料
金
を
取
ら
な
い
、
と
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
多
い
。
(イ
リ
ノ
イ
州
、
コ
ロ
ラ
ド
州
)

何
が
公
益
事
業
に
該
当
す
る
か
は
、
連
邦
の
規
則
は
あ

る
が
、
最
終
的
に
州
に
任
さ
れ
て
い
る
。

⑩

い
わ
ゆ
る
二
次
占
用
の
場
合
の
手
続

連
邦
レ
ベ
ル
の
規
定
は
な
い
。

二
次
占
用
者
も
許
可
が
必
要

(イ
リ
ノ
イ
州
)
ケ
ー
ス
、

新
た
に
物
件
を
設
置
す
る
場
合
に
は
許
可
が
必
要
で
あ
る

が
、
単
に
既
設
の
物
件
を
借
り
受
け
な
ど
で
使
用
す
る
場

合
に
は
届
出
で
よ
い
ケ
ー
ス

(コ
ロ
ラ
ド
州
)
や
何
も
し

な
く
て
よ
い

(デ
ン
バ
ー
市
)
が
あ
る
。

◎

異
な
る
道
路
管
理
者
に
対
す
る
占
用
許
可
申
請
の
受

け
付
け
方
法

道
路
管
理
者
が
異
な
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に

申
請
を
し
、
許
可
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
。
道
路
管
理
者

の
主
体
と
し
て
は
同
じ
で
管
轄
が
異
な
る
場
合
を
含
め
、

申
請
が
一
度
で
す
む
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
。

連
邦
で
は
、
管
轄
権
の
問
題
を
ク
リ
ア
す
る
よ
う
注
意
を

促
し
て
い
る
。

⑯

占
用
料
制
度
と
占
用
物
件
の
額

(た
と
え
ば
地
下
埋

設
電
線
)

道
路
の
占
用
に
際
し
て
料
金
を
徴
収
す
る
の
か
、
い
く

ら
徴
収
す
る
の
か
は
、
道
路
管
理
者
の
権
限
。
州
法
に
基

づ
い
て
州
や
地
方
政
府
が
決
め
て
い
る
。州
に
よ
っ
て
は
、

占
用
に
対
し
課
税
も
あ
る
。
シ
カ
ゴ
市
で
は
、
公
益
事
業

者
に
対
し
年
間
収
入
の
一
定
割
合
を
徴
収
し
て
い
る
。

(通
信
事
業
者
の
場
合
収
入
の
二
%
、
電
力
は
三
~
四
%
、

ガ
ス
は
八
%
)

コ
ロ
ラ
ド
州
は
、
九
七
年
の
州
法
で
、
公
益
事
業
へ
の

課
金
を
禁
止
し
た
。
イ
リ
ノ
イ
州
で
も
公
益
事
業
か
ら
は

占
用
料
金
は
徴
収
し
て
い
な
い
が
、
橋
へ
の
共
架
と

中
①①"
Pて
へ
の
収
容
に
対
し
て
は
例
外
と
し
て
課
金
し
て

い
る
。

占
用
料
と
は
別
に
、
道
路
の
占
用
に
対
し
許
可
手
数
料

命
①①)
を
徴
収
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

た
と
え
ば
コ
ロ
ラ
ド
州
で
は
一
件
に
つ
い
て
一
〇
〇
ド

ル
徴
収
。
(公
益
事
業
は
免
除
)

シ
カ
ゴ
市
で
は
、
道
路
工
事
ご
と
に
許
可
に
際
し
毎
回

フ
ィ
ー
を
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
通
信
事
業
者
と

電
力
会
社
は
支
払
い
を
免
除
さ
れ
て
い
る
。

⑩

高
速
道
路
の
占
用

(特
に
縦
断
占
用
)

ア
メ
リ
カ
で
も
有
料
道
路
は
存
在
す
る
が
、
そ
れ
ほ
ど

多
く
は
な
い
。
ア
ク
セ
ス
が
制
限
さ
れ
て
い
る

(い
わ
ゆ

る
信
号
と
交
差
点
の
な
い
道
路
)
と
い
う
点
で
日
本
の
高

速
道
路
に
類
似
す
る
も
の
は
中
①①
"
P
て
と
呼
ば
れ
て
お

り
、
自
慰
門の言
言
及
び
幹
線
道
路
の
一
部
な
ど
が
こ
れ
に

属
し
て
い
る
。

フ
リ
ー
ウ
エ
イ
の
縦
断
占
用
に
つ
い
て
は
、
極
め
て
抑

制
的
で
あ
っ
た
が
、
一
九
八
八
年
に
政
策
変
更
が
行
わ
れ
、

基
本
的
な
方
針
に
つ
い
て
は
連
邦
道
路
庁
の
承
認
を
受
け

　
　
　

　　

,榊
選ば

ギ
滋

k

#

‐

-

　　
　
　

　

　　
　

　　　
　　
　
　

　　
ン

ご
壷
熨
ぬ
さ

.

タ

　　
　
　
　

　

　　　　
　
　

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
し
た
が
っ
て
い
る
限

り
個
別
の
案
件
に
つ
い
て
の
承
認
は
不
要
と
な
っ
た
。

連
邦
道
路
庁
に
よ
れ
ば
、
五
二
の
州
と
地
域
の
う
ち
現

在
三
七
で
、
何
ら
か
の
形
で
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
縦
断
占
用

を
認
め
て
お
り
若
干
の
州
で
開
始
さ
れ
る
見
込
み
で
あ

る
。
ま
た
、
イ
リ
ノ
イ
州
で
は
シ
カ
ゴ
市
内
の
イ
ン
タ
ー

ス
テ
ー
ト
敷
地
内
に
市
街
地
と
空
港
を
結
ぶ
鉄
道
が
設
置

さ
れ
て
い
る
。

前
述
の
と
お
り
、
公
益
事
業
者
の
道
路
占
用
そ
の
も
の

に
は
課
金
し
な
い
州
が
多
い
が
、
フ
リ
ー
ウ
エ
イ
の
縦
断

占
用
に
つ
い
て
は
課
金
す
る
州
も
多
い
。
イ
リ
ノ
イ
州
で

は
、
土
地
の
公
正
市
場
価
値
に
基
づ
き
課
金
し
て
い
る
。

(場
所
に
も
よ
る
が
、
お
お
む
ね
五
〇
セ
ン
ト
/
フ
ィ
ー

ト
･
年
。
五
年
ご
と
に
見
直
し
)
同
州
は
、
光
フ
ァ
イ
バ

ー
は
掘
り
返
し
の
必
要
が
な
い
の
で
、
縦
断
占
用
を
認
め

3 8 道イテセ 20ol,12



た
と
の
こ
と
。
コ
ロ
ラ
ド
州
で
は
の
け
聟
の
Q

幻
ゆ
の
O
ロ
ス
の

>
ぬ
門8
B
①日
を
結
ん
で
、
通
信
事
業
者
の
設
置
す
る
光

フ
ァ
イ
バ
ー
の
一
部
を
州
が
譲
り
受
け
る
現
物
対
価
の
形

で
課
金
し
て
い
る
。

フ
リ
ー
ウ
エ
イ
に
収
容
さ
せ
る
場
合
に
は
、
道
路
敷
地

端
か
ら
四
…
五
メ
ー
ト
ル
設
け
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
公

益
事
業
収
容
ス
ペ
ー
ス
を
用
い
る
こ
と
が
多
い
。

昨
年
一
二
月
に
連
邦
道
路
庁
は
F
C
C

(連
邦
通
信
委

員
会
)
と
共
同
で
、
各
州
が
フ
リ
ー
ウ
エ
イ
の
縦
断
占
用

を
認
め
る
際
に
連
邦
通
信
法
と
の
整
合
性
を
と
る
た
め
の

ガ
イ
ダ
ン
ス
を
出
し
た
。

の

わ
が
国
に
お
け
る
共
同
溝
、
電
線
共
同
溝
の
よ
う
な

公
共
的
収
容
空
間
の
有
無

一
般
的
に
は
、
道
路
管
理
者
が
提
供
す
る
共
同
収
容
空

間
は
な
い
。
な
る
べ
く
共
同
で
収
容
す
る
こ
と
を
奨
励
し

て
お
り
、
こ
の
場
合
、
一
社
が
作
っ
て
他
社
に
貸
す
形
態

が
多
い
模
様
。

シ
カ
ゴ
市
で
は
、
フ
レ
ー
ト

ト
ン
ネ
ル

シ
ス
テ
ム

と
い
う
市
が
中
央
ビ
ジ
ネ
ス
地
区
に
設
置
し
た
公
共
地
下

空
間

(全
長
四
七
マ
イ
ル
)
を
一
フ
ィ
ー
ト
当
た
り
四
ド

ル

(年
)
を
取
っ
て
民
間
に
使
用
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、

現
在
再
開
発
中
の
項
目
封
の門

□
慧
<
①と
い
う
中
心
部
の
通

り
に
お
い
て
、
民
間
が
利
用
で
き
る
共
同
管
路
パ
ッ
ケ
ー

ジ
を
建
設
中
で
あ
る
。

⑭

連
邦
通
信
法
1
9
9
6
の
イ
ン
パ
ク
ト

一
九
九
六
年
の
弓
の
言
8
日
日
に
口
召
呂
O□
の

>
6[
(連
邦

通
信
法
)
は
、
通
信
市
場
、
特
に
ロ
ー
カ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト

で
の
公
正
な
競
争
の
促
進
を
目
的
に
制
定
さ
れ
、
広
範
な

規
定
を
置
い
て
い
る
が
、
道
路
の
占
用
に
対
し
て
も
影
響

を
与
え
て
い
る
。

連
邦
通
信
法
二
五
三
条
で
は
、
④
州
と
地
方
政
府
は
、

州
際
州
内
の
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
能
力
を
禁
止
ま

た
は
禁
止
す
る
効
果
を
も
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
さ
れ
て

い
る
。
一
方
、
こ
の
条
項
は
⑲
州
と
地
方
政
府
は
、
競

争
的
に
中
立
的
な
要
件
を
課
す
こ
と
は
禁
じ
る
も
の
で
は

な
い
、
と
さ
れ
、
⑯
州
と
地
方
政
府
の
線
路
敷
設
権
の

管
理
や
、
通
信
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
か
ら
、
公
正
で
競
争
的

に
無
差
別
中
立
的
な
対
価
を
課
金
す
る
能
力
に
影
響
を
与

え
る
も
の
で
は
な
い
、
と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
州
と
地
方
政
府
は
、
通
信
事
業
者
か
ら

デンバー市の道路工事 (ケーブル関係)
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の
道
路
の
占
用
申
し
込
み
に
対
し
無
差
別
公
平
な
取
り
扱

い
を
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
(正
当
な
理
由
な

く
断
る
こ
と
は
で
き
な
い
)

連
邦
通
信
法
に
つ
い
て
、
通
信
事
業
者
の
側
で
は
、
州

や
地
方
政
府
は
、
道
路
の
占
用
そ
の
も
の
に
対
し
課
金
す

る
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
て
い
る

(行
政
実
費
だ
け
は
取
る
こ

と
が
可
能
)
と
解
釈
し
て
い
る
が
、
道
路
管
理
者
側
で
は
、

地
主
と
し
て
正
当
に
課
金
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
な

い
と
解
釈
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
結
論
は
出
て
い
な
い
。

通
信
事
業
者
の
立
場
か
ら
は
、
連
邦
や
州
は
I
T
の
も

つ
社
会
経
済
的
な
プ
ラ
ス
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
理
解
し
て
通

信
産
業
に
好
意
的
な
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
地
方
政
府
に
な

る
と
抑
制
的
に
な
る
と
こ
ろ
も
多
く
、
線
路
敷
設
に
関
し

て
は
、
市
や
郡
等
の
地
方
政
府
対
応
が
課
題
に
な
っ
て
い

る
と
の
認
識
。
各
地
方
政
府
が
様
々
な
基
準
、
方
針
を
持

っ
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
社
会
の
宿
命
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ



に
適
合
さ
せ
る
た
め
、
手
続
が
複
雑
、
コ
ス
ト
が
割
高
の

原
因
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

一
方
、
一
部
の
道
路
管
理
者
は
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
は
金

儲
け
の
手
段
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
の
見
方
か
ら
、
従

来
の
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
な
ど
と
い
っ
た
公
益
事
業
と
は

性
質
が
異
な
る
と
感
じ
て
い
る
。
通
信
法
を
踏
ま
え
た
ア

メ
リ
カ
の
通
信
関
係
の
線
路
敷
設
権
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、
行
政
実
例
や
司
法
判
断
に
お
い
て
今
後
の
積
み
重
ね

が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三

道
路
工
事
に
関
す
る
規
制
等

○

掘
削
に
関
す
る
規
制

連
邦
レ
ベ
ル
の
規
制
は
な
い
。
州
や
市
の
レ
ベ
ル
で
、

道
路
の
交
通
量
や
地
域
に
よ
り
夜
間
や
ピ
ー
ク
時
等
の
工

事
禁
止
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
。

ま
た
、
舗
装
工
事
後
の
一
定
期
間
工
事
の
制
限
を
設
け

　　
　

　　　
　　

　

　

　
　
　
　　
　、ン

る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
た
。
(た
と
え
ば
シ
カ
ゴ
市
で
は
舗

装
後
五
年
、
再
建
設
後
一
〇
年
は
工
事
禁
止
。
デ
ン
バ
ー

市
で
は
二
〇
〇
〇
年
秋
か
ら
、
舗
装
後
の
工
事
規
制
を
二

年
か
ら
三
年
に
延
長
し
た
)。

工
事
の
た
め
の
ガ
ー
ド
マ
ン
は
不
要
だ
が
、
交
通
整
理

の
人
間
は
必
要
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い

(イ
リ
ノ
イ

州
、
コ
ロ
ラ
ド
州
)
。
ま
た
、
警
察
の
許
可
が
必
要
と
し

て
い
る
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
。

②

ケ
ー
ブ
ル
を
管
路
に
収
容
し
な
い
で
直
接
埋
設
す
る

こ
と
へ
の
規
制

連
邦
レ
ベ
ル
の
規
制
は
な
い
。
州
や
地
方
政
府
で
も
特

に
規
制
は
設
け
て
い
る
と
こ
ろ
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
が
、

シ
カ
ゴ
市
は
、
ケ
ー
ブ
ル
類
は
す
べ
て
と
う
道
に
収
容
し
、

電
気
線
路
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ケ
ー
ス
に
収
容
す
る
よ
う
勧

告
し
て
い
る
。

◎

道
路
工
事
調
整
会
議
の
よ
う
な
仕
組
み

州
や
地
方
政
府
で
道
路
関
連
工
事
に
つ
い
て
何
ら
か
の

調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
設
け
て
い
る
。
シ
カ
ゴ
市
や
デ
ン
バ

ー
市
で
は
毎
年
、
年
間
計
画
と
三
~
五
年
の
長
期
計
画
を

調
整
し
、
毎
月
の
調
整
も
行
っ
て
い
る
。
イ
リ
ノ
イ
州
は

今
年
八
月
か
ら
九
つ
の
地
区
ご
と
に
工
事
調
整
の
仕
組
み

を
作
っ
た
。

四

事
業
者
に
対
す
る
情
報
提
供

の

公
共
事
業
の
修
繕
計
画

州
や
地
方
政
府
は
、
公
益
事
業
調
整
委
員
会
で
建
設
計

画
を
公
益
事
業
者
に
提
供
す
る
機
会
が
あ
る
ほ
か
、
前
述

の
工
事
調
整
の
場
で
も
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

②

各
事
業
者
の
管
路
の
敷
設
状
況

一
般
的
に
は
あ
ま
り
い
い
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
存
在
し
な

い
よ
う
で
あ
る
。
コ
ロ
ラ
ド
州
で
は
三
日
司

Z
O詩
容
鑓ロ
o
b

魚
o
a
o攝
号
と
い
う
組
織
が
、
収
容
情
報
の
提
供
を
行
っ

て
い
る
。

シ
カ
ゴ
市
で
は
、
道
路
占
用
希
望
者
は
、
既
設
の
収
容

空
間
の
情
報
を
市
の
地
下
敷
調
整
室
に
提
出
す
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
こ
の
情
報
に
基
づ
い
て
、
各
希
望
者
は
で

き
る
限
り
既
設
の
空
間
を
利
用
し
た
計
画
を
策
定
し
、
市

の
承
認
を
う
け
る
o

こ
れ
ら
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
シ
カ
ゴ
市
の
よ
う
に
電

子
化
に
取
組
み
を
は
じ
め
た
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
一
般
的

に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
は
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
申
請
の

電
子
化
も
一
部
で
は
導
入
さ
れ
て
い
る
も
の
の
こ
れ
か
ら

と
い
っ
た
と
こ
ろ
。

⑩

道
路
管
理
者
が
管
理
す
る
収
容
空
間
の
空
き
状
況

シ
カ
ゴ
市
で
は
公
共
空
間
を
設
け
て
い
た
が
、
一
般
的

に
は
道
路
管
理
者
は
日
本
の
情
報
ボ
ッ
ク
ス
の
よ
う
な
公

共
空
間
を
持
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
自

ら
敷
設
し
て
他
に
貸
し
出
す
余
裕
分
を
も
っ
て
い
る
と
こ

ろ
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
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道路璽R テイトの開講について

道路局企画課道路経済調査室

U 1u /hはP :// w w W .m lit.g o.iP /road/ir

I 毛
R

を
平
成
一
三
年
一
〇
月
一
日
に
開
設
し
ま
し
た

(図
1
･

I
R

(官
報
盟
0
門

刃
の言
旨
□
の)
と
は
、
企
業
が
株
主

…- -…~{'.'- - ｣…‐- --｢ '--- - - -み- ---.し“.--一三.鬮
熟、硴 講で量ゞ 巍滋養 ゞ '＼

^

ゴー“!!"'げびれ

道路局ホームページ ー (参考)民間企業ホームページ

情報現状ミ興
、

驫斐莢鸚
鬱擁護鱗翔 E.基綾データ

交通難小讓区分の明搬 鍋 郷 錢麦鞏雙““……暑釀騨酷 震開議翼“趨
く迪瀦 @他

新親日 ト ッ プ ペ ー ジ = 新造銘蝋五箇年計團 解離褻‐魔
C,道路行政の遂行体制 審顔会箏

情報

企業理念、遂

行体制、経営

指標、市場情
報など

A IRについて E.基綾データ

情報区分の明確化と詳細 B.道路行政の様裂 交通難
平成 = 年度鯨界襞求(道
路局、囮十心"薫省) 渋滞状況
平成 13年度予算(迪瀦
局、国土交通省) F,その他

新進錦整備五箇年計画 記者発表一覧
C,道路行政の遂行体制 審顔会箏
道路局の組織 大臣会見

D.道路行政の評価
道路政策･事繋の評価
渋滞対策(取り組みと鱒価)
梵邊鐙安全螂轢く眼′雑グ¥塩翻固
環境施策(取り組みと評価)
道路特定財源

国
土
交
通
省
道
路
局
、
都
市
･
地
域
整
備
局
で
は
、
事

業
評
価
の
結
果
や
関
係
公
団
の
財
務
諸
表
等
を
わ
か
り
易

く
公
表
す
る
道
路
行
政
評
価
サ
イ
ト
(道
路
I
R
サ
イ
ト
)

図 1 道路-Rサイトの概要
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や
投
資
家
に
対
し
、
財
務
状
況
な
ど
投
資
の
判
断
に
必
要

な
情
報
を
提
供
し
て
い
く
活
動
全
般
を
指
し
ま
す
。
企
業

は
I
R
活
動
を
通
じ
て
株
主
、
投
資
家
、
顧
客
な
ど
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
で
、
お
互
い
の
理
解

を
深
め
、
信
頼
関
係
を
構
築
し
、
資
本
市
場
で
の
評
価
を

総
　
　　　　

ぬに
か

得
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
外
部
か
ら
の
厳
し
い

評
価
を
受
け
る
こ
と
で
、
経
営
の
質
を
高
め
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
最
近
で
は
、
株
主
や
投
資
家
に
対
す
る
だ
け
で

な
く
顧
客
や
地
域
社
会
等
に
対
し
て
も
経
営
方
針
や
活
動

成
果
を
伝
え
、
企
業
活
動
の
先
進
性
･
信
頼
性
の
認
知
を

今楡の予定

　　

　　

　
　
　
　
　　
　　

　
　

る

く、‘

、.

　　　
新
富
金

イ
.

　
　
　

得
る
こ
と
に
よ
っ
て
企
業
ブ
ラ
ン
ド
の
価
値
を
高
め
る
こ

と
も
I
R
の
ね
ら
い
の
一
つ
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
I
R
活
動
の
一
環
と
し
て
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
に
I
R
専
用
の
サ
イ
ト
を
設
け
る
企
業
が
増
え

て
い
ま
す
。

最終更新日2001/12/6

I
R
は
本
来
民
間
の
手
法
で
あ
り
、
行
政

が
こ
の
名
称
を
用
い
る
こ
と
は
必
ず
し
も
正

確
で
は
な
い
の
で
す
が
、
行
政
の

｢イ
ン
ベ

ス
タ
ー

(投
資
家
)｣
で
あ
る
納
税
者
の
皆

さ
ま
に
民
間
企
業
と
同
様
に
情
報
を
提
供

し
、
適
切
な
評
価
を
い
た
だ
く
こ
と
を
通
じ

て
行
政
運
営
の
質
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
、
サ
イ
ト
名
に
こ
の
名
称
を
用

い
｢道
路
I
R
サ
イ
ト
｣
と
し
た
も
の
で
す
。

な
お
、
こ
の
よ
う
な
取
組
み
は
省
庁
と
し
て

は
は
じ
め
て
の
取
組
み
で
す
。

ジ

道
路
I
R
サ
イ
ト
で
は
、
こ
れ
ま
で
同
一

一べ

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
提
供
し
て
い
た
開
通

ガ
予
定
や
路
上
工
事
情
報
等
の
サ
ー
ビ
ス
情
報

ト
ーの

と
、
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
等
の
運
営
情
報
を
分
離

在
す
る
と
と
も
に
、
運
営
情
報
に
関
係
公
団
の

尉
財
務
諸
表
や
交
通
量
デ
ー
タ
、
事
業
評
価
の

鰯
結
果
な
ど
を
加
え
、
そ
の
内
容
の
充
実
を
図

っ
て
い
ま
す
。

2図

主
な
コ
ン
テ
ン
ツ
と
そ
の
概
要
は
次
の
通

り
で
す
。

孕2 道々テセ 2001,12

道路特定財源を中心と
や使途などについて誘

酒田局トップへ

儀のための財源についてゞ その制度概要
でいます6′

AI-箆超h燧柁攪rYedoo鰍-gMの)2001lハ髄idryofL薊d臍frostructure蟷dTrmGpbrt

軽湛と自国通報別邸
　　　　

朧更新屈脛
、^ 主な拠醇困麗う
^ 　　　　　　　　　　　　　　

よくある賞用日匡 - -



趨礬斜鰡翼團ざ隻遂箋滋“忘溌滋湧きぬる望ミネぬき巡遊ふ総ぬききざでふきミ逆数選もも藪鬱血凝議讓̂掌瀞麓を、翻
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

道
路
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
ま
で
の
過
程
と
各
過
程

で
実
施
し
て
い
る
評
価
の
仕
組
み
を
わ
か
り
易
く
説
明
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
西
大
宮
バ
イ
パ
ス
に
お
け
る
事
後
評

価
な
ど
実
際
の
事
業
評
価
の
事
例
に
つ
い
て
も
写
真
や
デ

ー
タ
等
を
交
え
て
わ
か
り
易
く
表
示
し
て
い
ま
す
(図
3
)。

事態潴鑓台,日の童盪
蠅がバイパス(転轢き【立敷地ぬれムー兀寿さ態璧堕邊 鑽轤脈い駐･]を爵賤費楓爺筈l執れたことなどによって、

事彌
l

懇燃離 乳 嚢 ]
･ ^

‐ ‐ !

のよう事西大宮バイバ
見込まないまず"仁

;ス聽範事業によって、

議錢馨れ撫騎理事
と琢蝋蹴皺 艘親火熱敢醤 '

鰊
翌
]

′ -̂ 、リーベ′ r k J- -′ K岱糾ド蠕冬ぼ…彰慥篝瀦艶藷燕春謠奈》ビ

図 3 道路事業の評価例

　　　 　　　　 　　　　　　 　　 　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　
＼ 錮聾ミノ ＼ ′"

　　　　　　　　　　
　

　　 　
　　　

　　　
　　　　　 　　　　　　　

甕癪競べ、
　　　　　　
　　　　

　　　　 　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　 　　　　

図 4 道路渋滞 3 D マップ

わが鰹の趙腱鑿覊迭無軌ご進めるため,石毬リフ円をf噂"猷欝定団澤雑費‘もげ十事カー淺雫(ず昶贓.≠)
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全
国
の
主
要
な
都
市
に
お
け
る
渋
滞
損
失

(額
)
を
地

図
上
に
棒
グ
ラ
フ
で
示
し
た
渋
滞
3
D
マ
ッ
プ
に
よ
り
、

そ
の
都
市
の
渋
滞
の
概
況
を
一
目
で
把
握
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
都
道
府
県
の
道
路
一
如
あ
た

り
渋
滞
損
失
額
の
順
位
表
も
掲
載
し
て
い
ま
す

(図
4
)。



京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
･
本
州
四
国
連
絡
道
路
の
交
通
量
に

つ
い
て
も
表
示
し
て
い
ま
す

(図
6
)。

過
年
度
に
行
わ
れ
た
道
路
審
議
会
の
関
係
資
料
な
ど
を

掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
高
速
自
動
車
国
道
の
整
備
の
あ
り

方
検
討
委
員
会
や
道
路
計
画
合
意
形
成
研
究
会
な
ど
各
種

委
員
会
等
の
関
連
情
報
を
速
や
か
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
二
月
よ
り
全
国
の
主
要
な
国
道
事
務
所
等
に

お
い
て
も
同
様
の
サ
イ
ト
を
開
設
し
、
管
内
の
道
路
事
業

　　

　
　　

　
　　
　

　

　

　
　
　
　
　　
　

て
ミ
＼
＼
き
ち
いさ
さ
で
ハ.

　

　
　
　　
　　　
　　　
　　　
　　　

図 5 .道路整備財源の現況

の
評
価
結
果
や
工
事
の
入
札
契
約
結
果
等
に
つ
い
て
順
次

情
報
を
提
携
し
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、
国
土
交
通
本
省
の

道
路
I
R
サ
イ
ト
に
つ
い
て
も
、
事
業
所
等
が
提
供
す
る

情
報
に
地
図
や
一
覧
表
を
介
し
て
わ
か
り
や
す
く
リ
ン
ク

を
張
り
ア
ク
セ
ス
性
を
高
め
る
ほ
か
質
問
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
す
る
な
ど
内
容
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
今

後
は
、
過
去
の
渋
滞
状
況
や
沿
道
窒
素
酸
化
物
濃
度
に
関

す
る
デ
ー
タ
等
に
つ
い
て
も
公
表
す
る
な
ど
内
容
を
順
次

充
実
さ
せ
、
継
続
的
に
責
任
向
上
の
取
組
み
を
進
め
て
い

く
予
定
で
す
。

道
路
特
定
財
源
を
中
心
と
し
た
道
路
整
備
の
た
め
の
財

源
に
つ
い
て
、
そ
の
制
度
概
要
や
現
況
、
使
途
な
ど
に
つ

い
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
ま
す

(図
5
)。

道
路
関
係
公
団
の
決
算
概
要
や
収
支
状
況
な
ど
の
財
務

関
連
情
報
を
詳
し
く
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
道
路
関

係
公
団
が
民
間
企
業
と
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
仮
定

し
た
場
合
の
財
務
書
類
で
あ
る
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
や
東

キ

ー
一 三

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Lmtて密翌窃うん固い擬す(幇定規求め、.軽主己hrいます8
通跡瀞飜五鰯年館面にあ-)怯て辱度きれてきた&蒋翻向Hの橇溌酸里嚇す鋤-職笙げ淀膿務たねっていすす,

　　　　　　　　　 　 　
(寧賤"a年度幽靱)
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『平
成
一
三
年
度
東
京
都
区
部
略
止
止
事

縮
減
謝
鬮
』
◎
策
蒄
に
つ
い
て

関
東
地
方
整
備
局
東
京
国
道
工
事
事
務
所

は
じ
め
に

道
路
上
で
行
わ
れ
る
工
事

(以
下
、
｢路
上
工
事
｣
と

い
う
)
に
は
道
路
の
整
備
や
構
造
の
保
全
の
た
め
の
道
路

工
事
と
道
路
空
間
を
活
用
し
て
い
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
整

備
や
維
持
管
理
な
ど
の
た
め
の
占
用
工
事
が
あ
る
。
こ
れ

ら
の
工
事
は
国
民
生
活
の
維
持
向
上
に
不
可
欠
な
も
の
で

あ
る
一
方
、
路
上
工
事
が
交
通
渋
滞
の
要
因
の
一
つ
に
な

っ
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。

こ
の
た
め
交
通
渋
滞
の
要
因
で
あ
る
路
上
工
事
の
大
幅

な
縮
減
を
め
ざ
し
て
、
平
成
一
〇
年
に

｢東
京
都
区
部
路

上
工
事
縮
減
五
箇
年
計
画
｣
を
策
定
し
路
上
工
事
の
縮
減

を
図
る
な
か
で
、
平
成
一
三
年
度
路
上
工
事
縮
減
計
画
を

策
定
し
た
の
で
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

一

路
上
工
事
と
交
通
渋
滞

○

交
通
渋
滞
の
要
因
の
一
つ
で
あ
る
路
上
工
事

日
常
の
交
通
事
情
の
な
か
で
交
通
渋
滞
が
発
生
す
る
要

因
と
し
て
、
｢朝
夕
の
通
勤

･
通
学
な
ど
交
通
が
集
中
す

る
こ
と
｣
｢道
路
の
車
線
数
減
少
･
線
形
不
良
な
ど
道
路

の
構
造
｣
｢交
通
事
故

･
路
上
工
事
な
ど
人
為
的
原
因
｣

の
三
つ
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
中
の
工
事
渋
滞
は
、
道
路

上
で
行
わ
れ
る
工
事
の
た
め
、
車
線
の
一
部
で
通
行
が
規

制
さ
れ
た
場
合
に
生
じ
る
渋
滞
で
あ
る
。

⑭

安
全
で
快
適
な
都
市
機
能
を
守
る
路
上
工
事

道
路
に
は
、
国
民
生
活
に
不
可
欠
な
電
気
･
電
話
･
ガ

ス
･
上
下
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
地
下
鉄
な
ど
が

多
く
埋
設
さ
れ
て
い
る
。
一
例
と
し
て
東
京
都
区
部
の
直

轄
国
道
に
収
容
さ
れ
て
い
る
公
益
物
件
等
は
平
均
約
三
五

道路占用延長 対道路延長比

通信線 2
,
831k m 17

.
6倍

電力線 1
,
860k m 11

,
5倍

ガス管

癒 鰭
上水道 蝿366 結
下水道 蹴309 婿
計 師鰔 給蘂

※東京国道管理延長 :16u【m

本
の
公
益
事
業
用
管
路
が
埋
設
さ
れ
て
い
る

(表
1
)。

こ
れ
ら
の
管
路
等
の
需
要
増
大
に
対
す
る
新
設
、
老
朽

化
に
よ
る
更
新
等
の
た
め
に
必
要
と
な
る
い
わ
ゆ
る
占
用

工
事
は
、
路
上
工
事
の
約
3
/
4
を
占
め
て
お
り
、
残
り

の
約
1
/
4
が
道
路
管
理
者
が
行
う
道
路
整
備
や
維
持
修

繕
の
た
め
の
道
路
工
事
で
あ
る

(図
1
)。

表 1 東京都区部の直轄国道下
の埋設管延長

H 13.3.31現在
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幹
線
道
路
で
の
路
上
工
事
は
、
突
発
的
に
緊
急
を
要
す

る
も
の
を
除
い
て
、
予
想
さ
れ
る
交
通
渋
滞
が
で
き
る
だ

け
少
な
く
な
る
よ
う
考
慮
し
、
工
事
時
期
や
工
事
方
法
の

選
定
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。

二

都
市
の
生
活
を
支
え
る
路
上
工
事
縮
減
の

背
景

第
虹
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画

(以
下
、
｢11
次
五
計
｣

と
い
う
)
に
お
い
て
、
大
都
市
部
等
の
路
上
工
事
件
数
を

平
成
四
年
度
を
基
準
と
し
て
九
年
度
ま
で
に
三
割
、
長
期

的
に
は
五
割
の
縮
減
目
標
が
策
定
さ
れ
た
。

具
体
的
に
は
、
共
同
溝
の
整
備
、
共
同
施
工
を
行
う
ほ

か
縮
減
の
た
め
の
工
法
や
制
度
等
総
合
的
な
施
策
を
検
討

す
る
こ
と
と
し
た
。

こ
れ
を
う
け
、
東
京
都
区
部
で
は
、
公
益
事
業
者
の
占

用
工
事
は
平
成
八
年
度
ま
で
に
対
四
年
度
比
で
概
ね
三
割

の
縮
減
と
な
っ
た
が
、
阪
神
･
淡
路
大
震
災
を
契
機
と
し

て
道
路
、
占
用
物
件
の
耐
震
性
強
化
の
工
事
が
緊
急
的
に

実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
道
路
工

事
に
つ
い
て
は
同
じ
期
間
で
ほ
と
ん
ど
縮
減
さ
れ
て
お
ら

ず
、
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
東
京
都
区
部
の
路
上
工
事
縮
減
に
関
し
て
、

道
路
管
理
者

(国
土
交
通
省
、
東
京
都
)
と
警
視
庁
、
公

益
事
業
者

(電
気
･
ガ
ス
･
水
道
な
ど
の
事
業
者
)
で
構

成
す
る

｢東
京
都
道
路
工
事
調
整
協
議
会
｣
(昭
和
三
一

年
発
足
)
で
は
、
平
成
九
年
度
に
従
来
の
一
二
月
下
旬
と

三
月
に
ス
ポ
ッ
ト
的
に
実
施
し
て
い
た
工
事
抑
制
を
四
ヶ

月
の
連
続
す
る
期
間
に
拡
大
し
た
。

こ
の
計
画
で
は
、
東
京
国
道
工
事
事
務
所
が
管
理
し
て

い
る
直
轄
国
道
に
お
い
て
共
同
溝
、
地
下
鉄
工
事
、
首
都

高
速
な
ど
の
環
状
道
路
建
設
、
及
び
耐
震
補
強
工
事
な
ど

ご
く
一
部
を
除
き
全
面
抑
制
と
し
た
。
ま
た
、
東
京
都
が

管
理
す
る
都
道
等
に
お
い
て
も
、
直
轄
国
道
と
同
様
に
工

事
を
大
幅

(お
お
む
ね
対
前
年
比
で
半
減
)
に
抑
制
す
る

こ
と
と
し
た
。

こ
の
結
果
、
平
成
九
年
度
の
路
上
工
事
件
数
は
大
幅
に

縮
減
さ
れ
、
冬
期
間
の
工
事
渋
滞
は
工
事
抑
制
前
の
三

月
と
比
較
し
て
交
通
渋
滞
は
緩
和
さ
れ
て
、
交
通
量
が
増

加
ま
た
は
ほ
ぼ
同
程
度
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
工
事
渋
滞
長

は
約
五
割
減
少
し
、
旅
行
速
度
は
約
一
割
上
昇
し
た
。

三

路
上
工
事
縮
減
計
画
を
策
定

○

計
画
の
概
要

平
成
一
〇
年
五
月
に
策
定
さ
れ
た

｢新
た
な
道
路
整
備

五
箇
年
計
画
｣
(計
画
期
間
平
成
一
0
~
一
四
年
度
)
(以

下
、
｢新
道
路
五
計
｣
と
い
う
)
で
は
、
11
次
五
計
に
引

き
続
き
路
上
工
事
の
大
幅
な
縮
減
に
よ
る
都
市
圏
の
交
通

の
円
滑
化
の
推
進
を
図
る
た
め
に
、
共
同
溝
の
整
備
を
進

め
る
ほ
か
、
年
末
･
年
度
末
の
抑
制
期
間
の
拡
大
、
年
間

路
上
工
事
件
数
の
総
量
規
制
の
実
施
、
工
事
期
間
の
短
縮

等
を
促
進
す
る
方
策
な
ど
に
よ
り
、
三
大
都
市
の
路
上
工

事
を
計
画
期
間
内
に
四
年
度
比
で
五
0
%
、
長
期
に
は
さ

ら
に
縮
減
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

こ
の
た
め
、
東
京
都
道
路
工
事
調
整
協
議
会
で
は
、
平

成
一
〇
年
三

月
に
東
京
都
区
部
の
国
道
･
都
道
を
対
象

と
し
新
道
路
五
計
の
計
画
期
間
に
合
わ
せ
た

｢東
京
都
区

部
路
上
工
事
縮
減
五
箇
年
計
画
｣
及
び
こ
れ
を
受
け
た
毎

年
度
の
｢東
京
都
区
部
路
上
工
事
縮
減
計
画
｣
を
策
定
し
、

新
道
路
五
計
の
目
標
の
達
成
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

そ
の
結
果
、
東
京
都
区
部
に
お
け
る
国
道
･
都
道

(約

一
、
一
〇
〇
皿
)
の
路
上
工
事
件
数
は
、
四
年
度
の
約
一

六
、
0
0
0
件
･
月
か
ら
縮
減
施
策
の
実
施
に
よ
り
漸
減

し
、
三
一年
度
に
は
約
七
、
五
〇
〇
件
･
月
と
な
り
、
現

在
、
四
年
度
と
比
較
し
五
割
減
を
達
成
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る

(図
2
)。

今
後
も
、
工
事
時
期
及
び
工
事
方
法
に
つ
い
て
、
計
画

多6 道行セ 2001.12
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工
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月
)

的
か
つ
合
理
的
な
工
事
調
整
を
行
い
路
上
工
事
の
年
間
目

標
件
数
を
定
め
た
上
で
、
時
期
ご
と
の
交
通
特
性
を
踏
ま

え
て
特
定
の
時
期
に
工
事
が
集
中
し
な
い
よ
う
平
準
化
に

努
め
て
ま
い
り
た
い

(図
3
)
。

⑭

計
画
達
成
に
向
け
て
の
取
組
み
状
況

渋
滞
緩
和
や
災
害
対
策
に
有
効
な
共
同
溝
整
備
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
路
上
工
事
の
工
期
の
短
縮
を
図
る
様
々

な
施
策
を
実
施
し
、
道
路
交
通
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ

う
配
慮
し
て
い
る

(図
4
)。

路
上
工
事
の
縮
減
を
進
め
る
に
は
、
従
来
に
も
増
し
て

新
し
い
取
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
東
京
都
区

部
の
道
路
管
理
者
、
公
益
企
業
者
等
が
現
在
進
め
て
い
る

取
組
み
状
況
の
主
な
も
の
を
紹
介
す
る
。

①

長
期
間
を
対
象
と
し
た
道
路
工
事
調
整

従
来
は
、
一
年
間
に
計
画
さ
れ
て
い
る
工
事
を
中

心
に
道
路
工
事
調
整
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
共
同
施

工
や
集
中
的
な
工
事
の
本
格
的
な
実
施
に
向
け
て
五

年
程
度
の
期
間
を
対
象
と
す
る
長
期
道
路
工
事
調
整

を
実
施
し
て
い
る
。

②

工
事
の
集
約
化
や
埋
設
物
件
の
浅
層
化

電
気
･
電
話
･
ガ
ス
･
上
下
水
道
な
ど
の
各
企
業

が
話
し
合
い
、
工
事
時
期
な
ど
の
調
整
を
し
て
共
同

施
工
を
行
う
こ
と
で
、
工
期
の
短
縮
や
何
度
も
同
じ

場
所
を
掘
り
返
さ
ず
に
す
む
よ
う
に
し
て
い
る
。
ま

た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
埋
め
る
深
さ
を
従
来
よ
り
浅
く

し
、
掘
っ
た
り
埋
め
た
り
す
る
工
事
時
間
を
短
縮
し

が

セ

月

事

行

工の

道

刎
件

道行セ 2001.12 4 7

※工事件数は各自ごとに実施されている工事の件数であり、 例えば 1件の工事が

数ヶ月連続する場合は各自それぞれ 1件としてカウントしている。
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て
い
る

(図
5
)。

③

工
事
作
業
規
模
の
拡
大

交
通
管
理
者
と
一
緒
に
、
作
業
帯
の
長
さ
の
拡
大

(五
0
m
か
ら
一
〇
0
m
)
や
作
業
時
間
を
拡
大
す

　

　

4
12

博

±
★



浅く埋めることにより

　　
　

　
　

坤
5図

る
な
ど
平
成
一
一
年
に
改
正
さ
れ
た
道
路
使
用
許
可

基
準

酋
目視
庁
)
に
よ
り
引
き
続
き
工
事
期
間
の
効

率
化
を
図
っ
て
い
く
。

④

路
線
ご
と
の
集
中
化
モ
デ
ル
工
事

高
速
道
路
な
ど
の
自
動
車
専
用
道
路
で
は
、
一
定

期
間
通
行
止
め
や
大
幅
に
車
線
を
規
制
し
て
道
路
工

事
を
行
う
集
中
工
事
が
数
多
く
実
施
さ
れ
て
い
る
。

一
般
道
路
の
場
合
に
は
、
道
路
が
沿
道
の
活
動
と
密

接
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
高
速
道
路
と
同
様

な
手
法
は
採
用
で
き
に
く
い
事
情
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
一
般
道
路
に
適
用
で
き
る
集
中
工
事

の
実
施
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
、
一
二
年
度
に
は
、

路
線
･
区
間
･
期
間
を
限
定
し
た
集
中
化
モ
デ
ル
工

ライフラインが
バラバラに地中に

いままでは
深く埋めていました

共同溝整備後

図 4 共同溝の整備

写真 集中工事の歩道橋横断幕

表 2 路線ごとの集中化モデル工事の効果

路 線 区 間 滕蹴
工 事 内 容
工 事 期 間

集中化による規制緩和項目

集中化による効果 (工事日数)

国道 1 号 販
前
西訟

駆
清
品
1

溌
~
田

制獅
槻

2

/ ~夜
続

件
金
連

16
(

夜

事

日

昼

工

休

)

用
月
朝

古
【
11
月
"

続連

)

間

小

縮

時
縞
短

斑
隔
%

(
難
“

長

･
(

延

大

日

間
拡
22

時
帯

一

業

業

日

作
作

錠

国道1号
品川区西五反田1

~ 戸越 3 制
m
規

啄
ん 間

件
夜

4
▲
nH]

事
平

ェ用

月
占
め

小
縮

縮
短

隔
%

離
節

大

日

拡
物

絲
静

作

"

国道15号
品川区鈴ヶ森

~ 大田区大森東 制
m
規

啄
ん

褶
鵺

坤
陥

胡
明

小
縮

縮
短

隔
%

離
@

大

日

拡
19

辯
博

作

即

事
を
三
ヵ
所
で
実
施
し
た
。作
業
帯
の
長
さ
の
拡
大
、

離
隔
距
離
の
縮
小
、
作
業
時
間
の
延
長
に
よ
り
、
複

数
の
工
事
を
ま
と
め
て
連
続
的
に
実
施
し
た
結
果
、

対
象
区
間
に
お
け
る
工
事
日
数
が
お
お
む
ね
半
分
に

短
縮
で
き
、
工
事
渋
滞
解
消
に
効
果
が
あ
っ
た

(表

2
、
写
真
)。
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⑤

路
上
工
事
情
報
の
提
供

道
路
管
理
者
と
占
用
企
業
者
が
一
体
と
な
り
、
平

成
九
年
か
ら
東
京
都
区
部
の
主
要
幹
線
道
路
に
つ
い

て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
工
事
情
報
を
地
図
表
示
で
提
供

し
て
い
る
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
工
事
情
報

･
国
土
交
通
省
東
京
国
道
工
事
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ

　
　
　

ざ
汗
□
ミ
＼"
｣"
名
匠
自
己
一什
m
B
□
＼
ぢ
こ
げ
封

･
東
京
都
建
設
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

耳
甘
ミ
＼
名
君
増
炭
①
□
の
象
の
F
B
の
町
o
h
o
財
で
0
｣
せ
＼

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
ラ
ジ
オ
に
よ
る
当
日
の
工
事

情
報

四

新
た
な
路
上
工
事
縮
減
に
向
け
た
展
開

道
路
管
理
に
対
す
る
国
民
の
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
な

か
で
、
依
然
と
し
て
路
上
工
事
が
交
通
渋
滞
の
要
因
の
一

つ
に
な
っ
て
い
る
現
状
で
は
、
路
上
工
事
に
起
因
す
る
渋

滞
を
極
力
少
な
く
す
る
工
夫
が
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、

路
上
工
事
に
対
す
る
国
民
の
理
解
を
広
く
求
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

0

面
的
な
集
中
化
モ
デ
ル
工
事

新
道
路
五
計
に
お
い
て
、
都
市
圏
の
交
通
円
滑
化
を
推

進
す
る
た
め
、
路
上
工
事
の
縮
減
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
各
道
路
管
理
者
が
一
体
と
な

っ
て
、
工
事
区
域
と
時
期
を
調
整
し
、
面
的
な
集
中
化
モ

デ
ル
工
事
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
効
果
的
な

路
上
工
事
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

実
施
地
域
に
つ
い
て
は
、
路
上
工
事
が
多
数
予
定
さ
れ

て
い
る
地
域
で
さ
ら
に
迂
回
交
通
流
が
確
保
で
き
る
地
域

を
選
定
し
、
そ
の
地
域
で
工
事
期
間
が
異
な
る
種
々
な
工

事
を
一
定
期
間
に
ま
と
め
て
集
中
的
に
実
施
す
る
。

①

集
中
化
モ
デ
ル
工
事
の
イ
メ
ー
ジ

(図
6
)

･
区
域
内
の
集
中
工
事

(主
に
昼
間
時
)

幹
線
道
路
に
囲
ま
れ
た
区
域
の
区
道
等
を
対
象
に

集
中
工
事
を
実
施
し
、
区
道
等
で
の
工
事
の
効
率
化

を
図
る
。
広
報
等
に
よ
り
地
区
内
へ
の
交
通
流
入
を

抑
制
す
る
と
と
も
に
、
周
辺
幹
線
道
路
で
の
信
号
調

整
や
違
法
駐
車
の
排
除
等
に
よ
り
、
周
辺
幹
線
道
路

で
の
交
通
混
雑
の
緩
和
を
図
り
、
区
域
内
へ
の
迂
回

交
通
の
進
入
を
抑
止
す
る
。

･
区
域
を
囲
む
幹
線
道
路
上
の
集
中
工
事
(夜
間
時
)

区
域
を
囲
む
幹
線
道
路
を
対
象
に
集
中
工
事
を
実

施
す
る
。
幹
線
道
路
の
周
辺
に
迂
回
路
を
設
定
し
、

迂
回
路
で
の
信
号
調
整
や
違
法
駐
車
の
排
除
等
に
よ

り
、
円
滑
な
交
通
流
を
確
保
す
る
。
さ
ら
に
、
事
前

広
報
や
工
事
迂
回
路
情
報
の
提
供
等
に
よ
り
、
交
通

混
雑
の
緩
和
を
図
る
。

②

本
モ
デ
ル
工
事
の
具
体
的
施
策
に
つ
い
て
は
、

･
工
事
時
の
周
辺
の
信
号
調
整
や
路
上
駐
車
の
排
除

に
よ
る
安
全
で
円
滑
な
交
通
流
の
確
保

･
事
前
の
広
報
や
工
事
･
迂
回
路
情
報
の
充
実
を
図

1 新機器･工法導入
l による効率化

集
中
化

鑿
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り
、
工
事
区
間
の
交
通
需
要
の
調
整

･
新
技
術
、
新
工
法
を
実
験
的
に
導
入
し
て
の
新
た

な
縮
減
、
効
率
的
施
策
の
実
施

･
区
道
へ
の
施
策
の
展
開
を
図
り
、
路
上
工
事
縮
減

施
策
の
拡
大

･
沿
道
の
ア
ク
セ
ス
確
保
や
工
事
に
伴
う
騒
音
･
振

動
の
低
減
に
資
す
る
新
技
術
の
実
験
的
導
入
に
よ
る

沿
道
住
民
の
生
活
環
境
に
対
す
る
施
策

を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

③

効
果
と
今
後
の
展
開

一
定
期
間
、
複
数
の
路
上
工
事
を
ま
と
め
て
実
施

す
る
こ
と
か
ら
作
業
効
率
の
向
上
が
期
待
で
き
、
工

事
期
間
の
短
縮
が
図
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
工
事
に
伴

う
渋
滞
や
騒
音
振
動
等
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。
特
に
今
回
は
、
区
道
を
含
め
た
工
事
調
整
に
よ

る
工
事
の
集
中
化
を
図
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
以
上
に

交
通
の
円
滑
化
等
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

れ
ま
で
個
々
に
工
事
を
実
施
し
た
場
合
と
比
較
し
て

総
工
事
日
数
を
約
三
割
短
縮
で
き
、
路
上
工
事
に
伴

う
渋
滞
が
緩
和
で
き
る
。

今
回
の
面
的
な
集
中
化
モ
デ
ル
工
事
と
昨
年
度
に

行
っ
た
路
線
ご
と
の
モ
デ
ル
工
事
の
実
施
結
果
を
踏

ま
え
て
、
平
成
一
四
年
度
、
本
格
的
な
集
中
化
工
事

施
策
が
実
施
で
き
る
よ
う
検
討
を
行
な
い
、
実
施
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

②

｢共
同
施
工
の
工
事
指
針
｣
を
策
定

平
成
三

年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る
共
同
施
工
モ
デ
ル

工
事
の
結
果
を
踏
ま
え
、
掘
削
箇
所
が
重
複
す
る
工
事
に

つ
い
て
の
｢共
同
施
工
の
工
事
指
針
｣
を
取
り
ま
と
め
て
、

共
同
施
工
の
本
格
的
な
実
施
に
向
け
た
準
備
体
制
を
整
え

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る

(図
7
)
。

　
　　
　

獺

-

　

　

　　

　
　

お
わ
り
に

都
市
の
交
通
渋
滞
の
直
接
的
な
原
因
と
し
て
は
、年
末
、

年
度
末
な
ど
に
お
け
る
交
通
量
の
増
加
や
、
多
数
の
路
上

駐
車
、
路
上
工
事
の
た
め
の
車
線
制
限
な
ど
、
多
く
の
条

件
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
お
り
、
総
合
的
な
対
策
が
必
要

と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
基
本
的
に
は
、
首
都
圏
に
お
け
る
道
路
交
通
の

円
滑
化
の
た
め
に
は
環
状
道
路
と
放
射
道
路
の
バ
ラ
ン
ス

確
保
の
た
め
の
環
状
道
路
の
整
備
や
遅
れ
て
い
る
都
市
計

画
道
路
の
整
備
な
ど
の
施
設
整
備
、
交
差
点
改
良
、
立
体

化
、
交
通
の
運
用
改
善
に
よ
る
交
通
容
量
の
拡
大
、
及
び

利
用
の
仕
方
に
工
夫
を
求
め
る
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
ま
と
め

て
収
容
し
、
掘
り
返
し
を
な
く
す
共
同
溝
や
電
線
共
同
溝

の
整
備
が
不
可
欠
で
あ
る
。

一
方
、
路
上
工
事
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
路
上
工
事
に

対
す
る
道
路
利
用
者
の
批
判
は
、
大
別
す
る
と
、
①
工
事

の
一
定
時
期
へ
の
集
中
、
②
道
路
の
掘
り
返
し
に
よ
る
無

駄
、
③
工
事
情
報
の
不
足
の
三
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
対

し
て
、
今
回
計
画
さ
れ
た
事
項
は
昭
和
三
〇
年
代
か
ら

度
々
改
善
が
求
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
や
通
信
技
術
の
急
速
な
発
展
に
よ
る
高
度
情
報
化
社

会
の
到
来
を
迎
え
、
｢日
本
型
I
T
社
会
｣
の
実
現
に
向

け
光
ケ
ー
ブ
ル
網
の
整
備
が
緊
急
の
課
題
と
さ
れ
て
お

り
、
今
後
こ
の
計
画
が
実
施
さ
れ
れ
ば
、
路
上
工
事
に
起

因
す
る
交
通
渋
滞
の
縮
減
に
大
き
く
寄
与
す
る
と
考
え
ら

れ
る
。
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(道
路
局
路
政
課
の
A
係
長
と
新
人
B
係
員
の
夕
方
の
一
時
)

B
…
そ
う
言
え
ば
、
地
方
分
権
を
担
当
し
て
い
る
C
さ
ん

の
と
こ
ろ
に
、
地
方
公
共
団
体
か
ら
通
達
の
拘
束
力
に

関
す
る
問
合
せ
が
よ
く
来
て
い
る
み
た
い
で
す
ね
。

で
も
、
通
達
っ
て
国
が
法
令
の
解
釈
や
運
用
を
定
め

た
も
の
で
あ
っ
て
、
地
方
公
共
団
体
は
守
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
は
な
い
の
で
す
か
。

A
…
ま
だ
ま
だ
勉
強
が
足
り
な
い
よ
う
だ
ね
、
B
君
。
君

は
地
方
分
権
に
つ
い
て
間
い
た
事
が
あ
る
か
な
。

B

…
え
え
と
、
国
の
機
関
委
任
事
務
が
廃
止
さ
れ
た
と
い

う
話
は
大
学
の
講
義
で
間
い
た
事
が
あ
り
ま
す

"＼

。

主力

,
･
.
･

A
…
そ
う
だ
ね
。
地
方
分
権
一
括
法
が
平
成
一
二
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
り
国
の
機
関
委
任
事

務
が
廃
止
さ
れ
、
地
方
公
共
団
体
の
事
務
は
法
定
受
託

事
務
と
自
治
事
務
に
再
編
成
さ
れ
た
の
だ
よ
。

B
…
な
ぜ
機
関
委
任
事
務
を
廃
止
し
た
の
で
す
か
。

A
…
機
関
委
任
事
務
と
は
地
方
公
共
団
体
の
長
等
を
国
の

事
務
を
行
う
出
先
機
関
と
扱
う
わ
け
だ
か
ら
、
国
と
地

方
公
共
団
体
は
対
等
だ
と
い
う
地
方
分
権
の
理
念
に
反

す
る
か
ら
だ
よ
。
だ
か
ら
廃
止
し
て
、
国
が
本
来
果
た

す
べ
き
事
務
を
対
等
の
立
場
で
地
方
公
共
団
体
に
委
託

す
る
法
定
受
託
事
務
を
作
り
出
し
た
の
だ
よ
。

B

…
道
路
法
に
基
づ
く
事
務
の
場
合
、
何
が
法
定
受
託
事

務
で
何
が
自
治
事
務
に
な
る
の
で
す
か
。

A

"
大
ま
か
に
言
っ
て
地
方
公
共
団
体
が
行
う
事
務
の
う

ち
、
指
定
区
間
外
国
道
の
道
路
管
理
者
と
し
て
の
事
務

が
法
定
受
託
事
務
で
、
そ
れ
以
外
が
自
治
事
務
だ
よ
。

B

…
自
治
事
務
と
機
関
委
任
事
務
で
は
通
達
の
扱
い
が
違

う
の
で
す
か
。

A

"
そ
う
な
の
だ
よ
。
ま
ず
自
治
事
務
に
対
し
て
は
、
そ

の
法
律
の
解
釈
や
運
用
に
つ
い
て
の
国
の
通
達
は
一
般

的
な
技
術
的
助
言
、
つ
ま
り
客
観
的
に
妥
当
な
行
い
を

す
る
よ
う
に
促
し
た
り
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
事
柄
を

示
し
た
り
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
原
則
と
し
て
地
方
公

共
団
体
を
拘
束
し
な
い
の
だ
よ
。

B

"
そ
れ
は
な
ぜ
な
の
で
す
か
。

A
…
も
し
法
律
の
具
体
的
な
解
釈
や
運
用
に
つ
い
て
地
方

公
共
団
体
を
拘
束
す
る
よ
う
な
通
達
を
出
せ
る
と
し
た

ら
、
地
方
公
共
団
体
と
国
は
対
等
だ
と
い
う
原
則
に
反

す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
だ
よ
。

B

…
確
か
に
そ
う
で
す
ね
。
で
は
、
法
定
受
託
事
務
に
対

し
て
は
ど
う
な
の
で
す
か
。

A
…
法
定
受
託
事
務
に
対
し
て
は
自
治
事
務
と
違
っ
て
、

地
方
公
共
団
体
が
事
務
処
理
を
行
う
際
の
法
令
の
具
体

的
な
解
釈
や
運
用
と
し
て

｢処
理
基
準
｣
を
定
め
る
こ

と
が
で
き
、
原
則
と
し
て
地
方
公
共
団
体
は
そ
れ
に
従

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
よ
。

B
…
あ
れ
、
お
か
し
い
で
す
ね
。
さ
っ
き
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
し
た
が
、
地
方
公
共
団
体
と
国
と
は
対
等
の
は
ず

で
す
よ
ね
。

A
…
確
か
に
地
方
公
共
団
体
と
国
と
は
対
等
だ
と
い
う
原

則
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
法
定
受
託
事
務
を
行
う
の
は
本

来
国
等
の
役
割
だ
よ
ね
。
そ
れ
を
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
か

ら
法
律
に
基
づ
い
て
地
方
公
共
団
体
に
委
託
し
て
い
る

わ
け
だ
か
ら
、
事
務
処
理
の
た
め
の
処
理
基
準
を
定
め

て
地
方
公
共
団
体
を
拘
束
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ

よ
。
で
も
、
あ
く
ま
で
も
必
要
最
低
限
の
範
囲
で
地
方

公
共
団
体
の
自
主
性
を
尊
重
し
て
定
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
だ
よ
。

B
…
そ
う
だ
っ
た
の
で
す
か
。
と
こ
ろ
で
道
路
法
に
基
づ

く
法
定
受
託
事
務
の
処
理
基
準
は
も
う
出
来
て
い
る
の

で
す
か
。
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地
方
分
権
に
伴
う
通
達
の
取
扱
い



A
…
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
三
年
二
月
二
一
日
付
け

A
"
お
っ
、
終
業
の
チ
ャ
イ
ム
だ
。
そ
う
言
え
ば
今
日
は

が
い
る
の
で
す
よ
。
仕
事
は
確
か
占
用
の
担
当
で
し
た

通
知
で
従
来
の
通
達
等
の
う
ち
処
理
基
準
と
す
る
も
の

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
だ
っ
た
ね
。
近
く
の
工
事
事
務
所
の

か
ね
。
よ
ー
し
、
い
い
ス
コ
ア
を
出
し
て
、
か
っ
こ
い

を
定
め
て
い
る
よ
。
ほ
ら
、
見
て
ご
ら
ん

(資
料
1
参

人
達
も
一
緒
に
参
加
す
る
の
だ
っ
た
っ
け
。

い
と
こ
ろ
を
見
せ
る
ぞ
。

照
)。

B
…
は
い
。
そ
こ
に
坂
上
さ
ん
っ
て
か
わ
い
い
同
期
の
子

B
…
な
る
ほ
ど
、
こ
こ
に
載
っ
て
い
る
通
達
が
処
理
基
準

と
し
て
扱
わ
れ
る
の
で
す
ね
。
そ
れ
以
外
の
も
の
は
ど

の
よ
う
な
扱
い
に
な
る
の
で
す
か
。

A

…
従
来
の
通
達
等
の
う
ち
処
理
基
準
と
し
て
定
め
た
以

外
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
技
術
的
助
言
で
あ
っ
て
、
拘

束
力
を
持
た
な
い
も
の
と
し
て
取
り
扱
う
の
だ
よ
。

B
…
な
る
ほ
ど
、
分
か
り
ま
し
た
。
た
だ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

通
達
を
見
た
だ
け
で
は
そ
れ
が
処
理
基
準
か
そ
れ
以
外

か
分
か
ら
な
い
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
紛
ら
わ
し
い
場
合
が

あ
る
様
な
気
が
し
ま
す
ね
。

A

"
確
か
に
そ
の
き
ら
い
は
あ
る
ね
。
処
理
基
準
以
外
の

通
達
の
中
に
法
令
に
基
づ
か
な
い
国
の
関
与
や
事
務
の

義
務
づ
け
を
定
め
た
規
定
等
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
、

技
術
的
助
言
と
し
て
取
り
扱
う
わ
け
だ
か
ら
拘
束
力
は

な
い
け
れ
ど
も
、
事
務
処
理
を
行
う
と
き
に
紛
ら
わ
し

く
は
あ
る
よ
ね
。
だ
か
ら
地
方
公
共
団
体
か
ら
、
形
式

的
に
も
通
達
を
廃
止
ま
た
は
改
正
し
て
欲
し
い
と
い
う

声
が
挙
が
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
の
だ
よ
。
例
え
ば
地

下
街
に
関
す
る
関
連
通
達
は
こ
う
い
っ
た
状
況
を
受

け
、
関
係
省
庁
で
検
討
を
行
い
本
年
六
月
一
日
付
け
で

廃
止
さ
れ
た
の
だ
よ
。

料

(キ
ー
ン
コ
ー
ン
カ
ー
ン
コ
ー
ン
)

資

○平成13年2月21日国道政第8号道路局長通知 (抄)

1 処理基準の策定について
地方自治法 (昭和22年法律第67号) 第245条の 9の規定に基づき、 道路法 (昭和27年法

律第180号) 第97条第 1項において都道府県又は指定市等が第 1号法定受託事務として行

うこととされた指定区間外国道の管理等の事務につき、道路の構造強度や道路標識の案

内内容等に関して一般国道に係る一定の水準を確保するため都道府県又は指定市等が法

定受託事務を処理するに当たりよるべき基準を (別紙) のように定めたので、 今後の法

定受託事務の処理に当たっては、 当該基準に拠ることとされたい。
2 従前の通達等の取扱いについて

上記 1 . により処理基準として定めた以外の通達等については、 文言の如何にかかわ

らず、 地方自治法第245条の4の規定に基づく技術的助言として取り扱っているところで

ある。
なお、 これらの通達等のうち、 法令に基づかない関与又は事務の義務付け等の規定が

あるものについては、 当該部分の効力は失効しており、普通地方公共団体を拘束するも

のではないので、 ご了知願いたい。
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処理基準とするべき通達等
No.
1

名称 発番 発出者 宛先 発出年月日 処理基準とすべき箇所 根拗け瀞炉
、首[か…“ ~1 道雄故=･I基準 道発第七四号 道路局長 地、県 S37,3,2 道路技術基準 道蹄ニナマナ-ソ季.第13条
①③、第“条①②、第
45条、第86条

2 道路工事現場における標示施設等
の設置基準について

道発第三七二号 道路局長 地、県、五大市、
他

S37.8,30 道路工事現場における標示施設等の
設置基準

道路法第捻条、第13条
①③、第17条①②、第
45条、箱RR条

3 路側壯卑笏取哩基準(案)について道発弟五ニ二号 道路局長 地、県、五大市、
他

S38.11,8 路側壯早搦蔽旦基準(案) 道路法第12条、第17条
①②、第85条

4 道路トンネルにおける非常用施設の
精一漕伴觴☆ついて

道企発第五四号 企画課長 地、県、指、他 S42,8翁 道路トンネルにおける非常用施設の 道路法第12条、第17条
①②

5 道デ箋ニニ、区画緑及び道路を泉州｣
関する命令の一部を改正する命令
の施行について

道教発常人三号 道路局長 地、県、指、他 S42.11,16 記2~ 4 道路法第12条、第17条
①②、第45条

6 道路トンネルにおける非常用施設
(皆 }の標準比様について

道企発第一〇六 企画課長 地、県、指、他 S43,12,7 道路トンネルにおける非常用施設の 道路法第12条、第17条
①②

7

8

道路標識、脛園縁及び迫骼標不に
関する命令の一部を改正する命令
の施行について

道政発第一二二 道路局長 地、県、指、他 S46,12,1

2

記第3(4(4)及び7を除く。) 道路法第12条、第17条
①②、第45条

8

9

に関する命令の一部を改正する命
令の施行について｣(建設省道路局
寿滴遣}の取り扱いについて

道企発第八七号 企霜三のロ

命爾曾田旦

地、県、指、他 S46,12,15

S47,9.27

記 道路法節“条.第17条
①②、第45条

9

10

逼-白濱蝉声一碧二“'三飴について

迫埒県児r□‐仝鈍才しめの 蒲地U-/

道企発寿五二号

卸溌L兆州囚四ロ

命爾曾田旦

。 沽

地、県、指、他

地 九大

S47,9.27

S494-10

道席筒餅非 --→“祝怜

清勝摺;古霧仝のん父ず[言 の
①②、第86条

10

11

取得及び管理に関する基準につい道政発第三〇号 局長 他
S494-10

R4q 11?q

得及び管理に関する基準
道馨斗筥12条、第
①②

11自転魁逗等“頭谷i廿漱“ついて

ひ 置 ′ 、
道企発第九一号

都市局霧.道路
局長

、県、指、他 R4q 11?q 白 寸〉川板前基準 道路渋滞19条.第17条
①②

12 区画稼の収直｢求A Iについて
道企発第九九号

簡貽課長、企画
課長

地、県、九大市、
他

S49,12,26 表及び(注) 道熊を討12条、弟1′条
①②、第45条

13 迫m m履物の基礎について 道企発第五二号 企画課長 地、県、九大市、
他

S50,7,15 記,1~ 4 道路法第12条、第17条
①②、第85条

14

15

河川区域内の土地に自転車歩行者
専用道路を設置する場合の取扱い
について

道企発第七七号 企画課長 地、県、九大市 S60.12,10

S53.3,22

(別紙)河川区域内の土地に自転車
歩行者専用道路を設置する場合の取
扱要領
(｢堤防と道路との兼用工作物管理協
定(準則)について｣(S47.6.19 河政
発第57号,道政発第49号)の箇所は除

道路法第12条、第17条
①②

15
標識設置基準について 道企発第一四号

都市局長、
局長

地、県、指、他 S53.3,22
(｢建設工事公衆災害防止対策要綱
の制定について｣(H6,L12 経建発第
1号)、｢建設工事に伴う騒音振動対策
技術指針｣(S62.3,30 緩機発第58号)
の箇所は除く。)

道鷲曲箱辺条.第13条
①③、第17条①②

16

17

道路交通法等の一部改正に伴う道
路管理上の措置等について

道交発第一〇二
号

道路局長 地、県、措、他 S53.12,1

S53.12,1

記{= (2)
(｢道路の維持修繕等管理要領等に
ついて｣(S37.8,28 道発第368号)の
箇所は除く。)

道路法第13条①③、第
17条①②

17

18

｢迫路父適法等の一部改正に伴う道
路管理上の措置について｣の取り扱
いについて

道企発第五九号 面課長 地、県、九大市、
他

S53.12,1

RRR久97

記 道路法第12条、第17条
①②、第45条

18 着略解面熱熊特需其準の改訂Lつ
いて

部阿れ第 0号、
道企発第九号

都南局将.道路
局長

地、県、十六市、
他

RRR久97 べ二,]′ Pnmuhvnv n‐r撚 〕÷¥÷12条、笙1端
①③、第17条①②、第
85条

19

20

道路トンネル非常用施設設置基準 都街発第一四号、
道企発第一四号

都市局長、道路
局長

地、県、十大市、
他

S66,4.21

CEQワリ

道路トンネル非常用施設設置基準 道路法第12条、第13条
①⑧、第17条①②.

20 橋、高架の道路等ず･衣mニヤヤつ
いて 今猪第六号 課長

地、県、指、他 CEQワリ
指針(案)

邁□□↓矮12条、第
①②

21

22

視線誘導様設置基準の改訂につい都街発第一五号、
道企発第一六号

都市局長、道路
局長

地、県、指、他 S59,4.16

QAn Rり1

視線誘導標設置基準 道路法第12条、第13条
①③、第17条①②、第
85条

22

23
針について 道全彬埜三九号 課長

地、県、指、他

目

QAnRり1

S61,723

仂亮一、-ロ勧得用ブロック設置箱斜

の ノー、 こ さ
rh爲 第17条①②

23 案内標識の表示地名に関する基準
(案泥こついて

都街発第二〇号、
道企発第四〇号

街路課長、企画
課長

、県、指、“ S61,7,23 案内標識の表示地名に関する基準
(案)

道路法第12条、第17条
①②、第45条

24

26

俎“];,癬【塾團稼及び道路標示に
関する命令の一部を改正する命令
の施行について

迫攻究弟九五号 道路局長 地、県、指、他 S61,11.1

S61.114

第3 迫隣接第l2条、第17条
①②、第45条

26 ,苗政溜‐勃-旦基準“改訂について幼′▲▼〉- - -号、
道企発第五〇号

都市局長、
局長

、県、指、= S61.114 者 旧基準 道路渋窒1?条 箔1R袋
①③、第17条①②、第
45条

26

27

道路トンネル技術基準(一部改正) 都街発第一〇号、着金務箙ごご号
都市局長、道路
局長

地、県、指、他 H1,5,19

H4,6,10

道路トンネル技術基準 道路法第12条、第13条
m爲 第17条m②

27 駐市笏謬酉下施工指針◆-ついて 号 ^- -白･r 、県、指、f H4,6,10 騷" …瓣･施工指針(｢1,3
区整備計画の作成｣を除く。)

道銘汰笛検挙、第駝条

28

29

橋、高架の道路等の技術基準につ 都街発第九三号、
道企発第六一号

都市局長、道路
局長

地、県、指、他 H8,11,1

H10.11,5

道路橋示方書 道路法第12条、第17条
①②

29 襲冊の設置基準の改 逼環莞第二十
号

道路局長 県、指、地、‘ H10.11,5 防護柵の設置基準 道路法第乾条、第13条
①③、第17条①②、第
85条

30

31

車両用防護柵性能確認試験方法に道原発第三十号 道路環境課長 県、指、地、他 H10,11,5

H11,2,16

記1~ 2 道路法第12条、第17条
①②、筥oR冬

31

32

艾縞辞僚準 第四号 Mを□◇" :皆諾三唱彦

道鞘島民

県、指、地“ H11,2,16

日11QワO

單間“…““̂㈹

臟お鮒珸基･ 、)

道路法竺19条.第17条
①②、第86条

32 材ニずる･きれ包奴収匝基準(案※こつい
て

沽合群第二人号 道鞘島民 地、県、指、他 日11QワO 属肥鍵守珸基準(案)
①②、第85条

33 歩道における安全かつ円滑な通行
の確保について

都街発第五七号、
沽金登第七人号

都市局長、道路
局長

地、県、指 H11,9,10 歩道の段差及び勾配等に関する基準道路法第12条、第17条
①②

("-｣紙)

宛先については、地=地方建設局等、県=都道府県知事又は都道府県、指=指定市の長又は指定市、市=市町村、他±その他(公団等)

道行セ 2001.12 53



看
板
類
の
轍
議
と
道
路
占
鸚

(そ
の
2
)

道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室

だ
け
ど
、
参
議
院
比
例
代
表
選
挙
は
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場

の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。
選
挙
運
動
ポ
ス

タ
ー
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が
所
有
し
若
し
く
は
管

理
す
る
も
の
を
除
き
、
建
物
の
塀
等
に
貼
る
こ
と
が
で

き
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
あ
、
話
は
こ
の
く
ら
い
に

し
て
、
現
場
を
見
て
き
て
よ
。｣

坂
上
係
員

坂
上
係
員

(電
話
中
)
｢え
。
選
挙
用
ポ
ス
タ
ー
が
大
量
に
貼
ら

れ
て
い
る
?

分
か
り
ま
し
た
。
直
ち
に
現
場
を
確
認

し
ま
す
。｣

渡
邊
課
長

｢ど
う
し
た
?
｣

坂
上
係
員

｢ま
た
住
民
の
方
か
ら
で
す
が
、
△
△
町
の
道
路
沿
い

に
、
今
度
の
参
議
院
選
挙
の
立
候
補
者
の
ポ
ス
タ
ー
が

大
量
に
設
置
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。｣

渡
邊
課
長

｢選
挙
ポ
ス
タ
ー
か
。
比
例
代
表
選
挙
の
制
度
が
変
わ

っ
た
か
ら
な

!
。｣

坂
上
係
員

｢ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
?
｣

渡
邉
課
長

｢う
ん
。
去
年
、
公
職
選
挙
法
が
改
正
さ
れ
て
、
今
回

の
参
議
院
通
常
選
挙
か
ら
、
比
例
代
表
選
挙
は
従
来
の

拘
束
名
簿
式
か
ら
非
拘
束
名
簿
式
に
変
わ
っ
た
だ
ろ
。｣

坂
上
係
員

｢そ
う
で
し
た
ね
。
比
例
代
表
選
挙
は
、
名
簿
に
記
載

｢そ
う
で
す
ね
。
現
場
を
見
な
い
こ
と
に
は
ど
う
に
も

さ
れ
た
候
補
者
名
を
記
載
す
る
か
、
候
補
者
名
に
代
え

な
り
ま
せ
ん
も
の
ね
。
そ
れ
で
は
行
っ
て
参
り
ま
す
。｣

て
政
党
名
を
記
載
し
て
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。｣

渡
邊
課
長

｢そ
う
。
こ
の
改
正
に
合
わ
せ
て
選
挙
運
動
も
こ
れ
ま

で
の
政
党
に
よ
る
選
挙
運
動
の
ほ
か
、
新
た
に
、
候
補

者
個
人
も
選
挙
運
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
候
補
者

個
人
に
認
め
ら
れ
る
選
挙
運
動
と
し
て
、
選
挙
運
動
用

の
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や
ビ
ラ
の
頒
布
等
が
認
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。｣

坂
上
係
員

｢で
も
、
選
挙
運
動
ポ
ス
タ
ー
は
ど
こ
に
で
も
貼
っ
て

い
い
ん
で
す
か
。
こ
の
間
の
知
事
選
挙
で
は
ポ
ス
タ
ー

掲
示
場
に
貼
ら
れ
て
い
た
と
思
う
ん
で
す
が
。｣

渡
邉
課
長

｢う
ん
。
衆
議
院
小
選
挙
区
、
参
議
院
選
挙
区
、
都
道

府
県
知
事
の
選
挙
に
つ
い
て
は
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
の

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
て
、
こ
れ
ら
の
選
挙
で
は

ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
に
限
り
、掲
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
り
ま
せ
ん
も
の
ね
。
そ
れ
で
は
行
っ
て
参
り
ま
す
。｣

渡
邊
課
長

｢
デ
ジ
カ
メ
忘
れ
る
な
よ
。｣

坂
上
係
員

｢今
度
は
バ
ッ
チ
リ
で
す
。｣

*
*
*
‐
*
"
*
*
‐
*
*
:
*
*
*
*
*
:
*
*
:
*
‐

渡
邊
課
長

｢ど
ん
な
様
子
だ
っ
た
?
し

坂
上
係
員

｢△
△
町
付
近
の
三
〇
号
線
沿
道
一
帯
に
い
ろ
ん
な
候

補
者
の
ポ
ス
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
整
理
し

て
御
報
告
し
ま
す
。｣

*
‐
‘*‐
*
‐
*
‐
*
‐
*
*
‐
*
:
*
‐*
‐
‐*
*
"
*
*
*

坂
上
係
員

｢課
長
、
整
理
終
わ
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
位
置
は
A
交

差
点
~
B
交
差
点
ま
で
の
約
四
〇
0
m
の
区
間
。
街
路

樹
に
直
接
貼
付
し
て
い
る
も
の
や
植
樹
帯
に
プ
ラ
カ
ー

ド
を
立
て
こ
れ
に
ポ
ス
タ
ー
を
貼
付
し
た
も
の
が
あ
り

ま
す
。
数
は
、
街
路
樹
の
も
の
が
一
七
枚
、
プ
ラ
カ
ー
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条
の
二
、
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※
3

同
法
第
一
四
五
条
第
一
項



ド
式
の
も
の
が
三
〇
本
。
他
に
沿
道
の
畑
に
も
プ
ラ
カ

ー
ド
式
の
も
の
が
立
っ
て
ま
し
た
。｣

渡
邉
課
長

｢電
柱
に
は
?
｣

坂
上
係
員

｢電
話
柱
だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ
こ
に
も
六
枚
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
電
話
会
社
に
連
絡
し
た
ほ
う
が
い
い
で

す
よ
ね
。
課
長
、
こ
の
選
挙
運
動
ポ
ス
タ
ー
は
、
屋
外

広
告
物
条
例
に
基
づ
い
て
撤
去
す
る
こ
と
は
で
き
る
ん

で
し
ょ
う
か
?
し

渡
邊
課
長

｢屋
外
広
告
物
法
第
一
五
条
で
は
、
『国
民
の
政
治
活

動
の
自
由
そ
の
他
国
民
の
基
本
的
人
権
を
不
当
に
侵
害

し
な
い
よ
う
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
と
規
定

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
、
条
例
で
は
、
公
職
選
挙

法
に
よ
る
選
挙
運
動
の
た
め
使
用
す
る
ポ
ス
タ
ー
、
立

看
板
等
は
適
用
除
外
と
さ
れ
て
い
る
ん
だ
。｣

坂
上
係
員

｢す
る
と
市
の
都
市
計
画
課
も
対
応
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
か
?

そ
う
な
る
と
何
も
で
き
な
い
?
｣

渡
邊
課
長

｢そ
う
慌
て
な
さ
ん
な
。
さ
っ
き
も
言
っ
た
よ
う
に
、

選
挙
運
動
ポ
ス
タ
ー
は
、
『国
若
し
く
は
地
方
公
共
団

体
が
所
有
し
若
し
く
は
管
理
す
る
も
の
』
に
つ
い
て
は

掲
示
で
き
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
当
然
道
路
は
こ

の
規
定
に
該
当
す
る
。
ま
た
、
公
職
選
挙
法
第
一
四
五

条
第
三
項
で
居
住
者
等
に
お
い
て
撤
去
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
道
路
に
掲
示
さ
れ
て
い
る

選
挙
運
動
ポ
ス
タ
ー
は
公
職
選
挙
法
第
一
四
五
条
第
一

項
違
反
だ
し
、
も
ち
ろ
ん
無
断
で
掲
示
さ
れ
て
い
る
わ

け
だ
か
ら
、
道
路
管
理
者
に
お
い
て
撤
去
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
解
さ
れ
る
。｣

坂
上
係
員

｢
へ
え
。
街
路
樹
は
道
路
附
属
物
だ
か
ら
道
路
に
直
接

掲
示
し
て
ま
す
も
の
ね
。
え
、
で
も
、
プ
ラ
カ
ー
ド
式

の
も
の
は
、
選
挙
運
動
ポ
ス
タ
ー
自
体
を
道
路
に
直
接

掲
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
主
張
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
。
こ
う
い
う
の
っ
て
ど
う
も
慎
重
に

な
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
け
ど
。｣

渡
邊
課
長

｢そ
う
だ
ね
。
屋
外
広
告
物
条
例
で
も
選
挙
に
影
響
を

及
ぼ
す
お
そ
れ
を
考
慮
し
て
、
適
用
除
外
と
し
て
い
る

よ
う
だ
か
ら
ね
。
で
も
、
そ
れ
は
過
去
に
通
達
が
出
て

い
て
、
公
道
利
用
の
実
態
が
同
じ
だ
か
ら
公
職
選
挙
法

第
一
四
五
条
第
一
項
違
反
と
さ
れ
て
い
る
。
心
配
は
な

い
よ
。｣

坂
上
係
員

｢そ
れ
と
、
ポ
ス
タ
ー
の
撤
去
に
関
す
る
公
職
選
挙
法

第
一
四
五
条
第
三
項
は
、
『前
項
の
承
諾
を
得
な
い
で

他
人
の
工
作
物
に
掲
示
さ
れ
た

l
』
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
居
住
者
等
の
承
諾
を
得
な
い
で
掲
示

さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
道
路
に
掲

示
で
き
な
い
と
い
う
の
は
第
一
項
違
反
の
こ
と
だ
か

ら
、
撤
去
規
定
は
直
接
適
用
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
?
｣

渡
邊
課
長

｢何
か
詰
問
調
に
な
っ
て
な
い
か

!
(笑
)
。
こ

の
辺
り
は
解
釈
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
け
ど
、
解
説
書
等

に
も

『公
共
施
設
に
貼
る
こ
と
は
、
そ
の
承
諾
を
得
る

と
否
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
違
反
文
書
と
し
て
撤
去
命
令

が
出
さ
れ
る
し
、
ま
た
、
管
理
者
自
ら
も
撤
去
し
て
よ

い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
』
と
さ
れ
て
い
る
。
問
題
は
な

い
よ
。｣

-※
5

｢参
議
院
選
挙
の
手
引
き
=
選
挙
制
度
研
究
会
漏彎
}

坂
上
係
員

｢心
配
し
過
ぎ
で
す
ね
。
そ
れ
で
は
、
ま
ず
は
選
挙
管

理
委
員
会
に
連
絡
で
す
か
ね
。｣

渡
邊
課
長

｢そ
う
だ
な
。
候
補
者
の
連
絡
先
を
教
え
て
も
ら
う
必

要
も
あ
る
し
、
選
挙
管
理
委
員
会
と
は
打
ち
合
わ
せ
が

必
要
だ
ろ
う
。
そ
れ
か
ら
、
警
察
に
も
言
っ
て
お
く
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。軽
犯
罪
法
に
も
触
れ
る
よ
う
だ
し
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
撤
去
は
道
路
管
理
者
が
主
体
と
な

ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
道
路
管
理
者
だ
け
で
対
応
す
る

よ
り
は
、
選
管
、
警
察
と
連
携
し
て
処
理
す
べ
き
だ
ろ

う
。｣

(こ
の
項
終
わ
り
)
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※
4

｢選
挙
当
日
の
投
票
所
周
辺
に
お
け
る
プ
ラ
カ
ー

ド
式
ポ
ス
タ
ー
の
公
道
上
掲
示
等
に
対
す
る
措
置
に
つ
い

て
｣
(昭
和
五
二
年
七
月
四
日
建
設
省
目
道
発
第
七
号
道

路
局
長
通
知
)。
な
お
、
｢プ
ラ
カ
ー
ド
式
ポ
ス
タ
ー
の
区

道
上
へ
の
掲
示
は
法
第
一
四
五
条
第
一
項
本
文
に
違
反
す

る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
｣
と
の
最
高
裁
判
決
あ
り

(昭
和
五
一
年
一
二
月
二
四
日
)。



買
庫
県
町
道
自
転
車
転
落
損
害
賠
償
請
求
事
件

〔
一
審
判
決
〕
平
成
三
一年
八
月
二
二
日

神
戸
地
方
裁
判
所
豊
岡
支
部

請
求
一
部
認
容
(確
定
)

1

事
件
の
概
要

自
転
車
で
町
道
を
走
行
し
て
い
た
原
告
が
、
交
差
点
で

右
折
し
た
と
こ
ろ
、
右
折
後
進
行
す
べ
き
箇
所
に
水
路
面

が
関
口
し
て
い
た
た
め
、
水
路
に
転
落
し
負
傷
し
た
と
し

て
、道
路
管
理
者
で
あ
る
兵
庫
県
城
崎
郡
香
住
町
に
対
し
、

管
理
上
の
瑕
疵
を
理
由
に
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
事
件

金
謂
求
額
"
四
二
〇
万
四
、
五
七
二
円
)。

2

両
者
の
主
張

①

被
告
の
責
任
に
つ
い
て

イ

原
告
の
主
張

本
件
事
故
当
時
、
原
告
が
通
常
通
行
し
て
い
る
橋

が
工
事
に
よ
り
通
行
禁
止
と
な
っ
て
い
た
た
め
原
告

は
不
慣
れ
な
本
件
道
路
を
通
行
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
が
、
本
件
道
路
は
原
告
の
進
行
方
向
か
ら
は
、
事

故
現
場
で
あ
る
本
件
道
路
右
側
の
水
路
と
左
側
水
路

の
位
置
に
錯
覚
を
起
こ
し
や
す
い
構
造
と
な
っ
て
い

た

(左
側
水
路
が
右
側
水
路
よ
り
手
前
に
ず
れ
て
見

え
る
。)
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
水
路
に
は
柵
も
蓋
も

な
く
、
転
落
を
遮
る
施
設
、
設
備
は
一
切
な
か
っ
た
。

道
路
は
、
道
路
を
通
行
す
る
者
の
う
ち
一
番
の
弱

者
に
合
わ
せ
た
安
全
策
を
と
る
べ
き
で
あ
り
、
通
行

者
が
道
路
の
構
造
等
に
特
段
の
注
意
を
払
わ
な
く
と

も
安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
に
す
る
の
が
道
路
管
理

者
の
基
本
的
義
務
で
あ
る
た
め
、
本
件
の
よ
う
に
転

落
の
危
険
性
の
あ
る
場
所
を
何
ら
の
安
全
策
も
講
じ

ず
に
放
置
す
る
こ
と
は
公
の
営
造
物
の
管
理
上
の
瑕

疵
と
い
え
る
。

よ
っ
て
、
道
路
管
理
者
で
あ
る
被
告
に
は
原
告
の

被
っ
た
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
が
あ
る
。

ロ

原
告
の
主
張
に
対
す
る
被
告
の
認
否

本
件
道
路
左
側
の
水
路
と
右
側
水
路
に
は
ず
れ
が

生
じ
て
い
た
が
、
わ
ず
か
数
一
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

に
す
ぎ
ず
、
ま
た
、
本
件
道
路
上
に
は
原
告
の
進
行

方
向
か
ら
見
て
水
路
手
前
に
自
動
販
売
機
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、
水
路
開
口
部
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
い

た
が
、
原
告
が
道
路
交
通
法
に
規
定
さ
れ
た
通
り
の

方
法
に
よ
り
右
折
し
て
い
れ
ば
、
水
路
開
口
部
の
存

在
は
十
分
確
認
で
き
た
は
ず
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
も

っ
て
本
件
事
故
現
場
が
転
落
事
故
発
生
の
客
観
的
危

険
性
が
高
い
箇
所
と
は
い
え
な
い
。

営
造
物
の
設
置
、
管
理
の
瑕
疵
と
は
、
営
造
物
が

通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
る
こ
と
を
い

い
、
瑕
疵
の
存
否
は
、
当
該
営
造
物
の
構
造
、
用
法
、

場
所
的
環
境
及
び
利
用
状
況
等
諸
般
の
事
情
を
総
合

考
慮
し
て
判
断
す
べ
き
と
こ
ろ
、
本
件
事
故
は
、
原

告
の
道
路
交
通
法
の
規
定
に
反
し
た
、
通
常
予
測
す

る
こ
と
の
で
き
な
い
行
動
に
起
因
し
た
も
の
で
あ

り
、
当
該
営
造
物
の
設
置
、
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

②

過
失
相
殺
に
つ
い
て

イ

被
告
の
主
張

原
告
は
道
路
の
中
央
よ
り
右
側
を
直
進
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
進
路
前
方
に
高
速
で
対
向
し
て
く
る
ト
ラ

ッ
ク
を
認
識
し
、
こ
れ
が
接
近
す
る
前
に
右
折
し
よ

う
と
考
え
、
ペ
ダ
ル
を
踏
み
込
ん
で
自
転
車
の
速
度

を
上
げ
、
急
な
右
折
を
し
た
と
こ
ろ
、
水
路
開
口
部

に
気
付
か
ず
転
落
し
た
も
の
で
あ
り
、
安
全
運
転
義

務
違
反
及
び
右
前
方
の
確
認
義
務
違
反
の
過
失
が
認

め
ら
れ
る
。
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兵
庫
県
酊
逆
自
転
車
嚇
落
損
害
賠
償
請
求
事
器

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
係



よ
っ
て
、
仮
に
本
件
道
路
に
設
置
、
管
理
上
の
瑕

疵
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
原
告
の
過
失
を
掛
酌
し

大
幅
な
過
失
相
殺
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

ロ

原
告
の
主
張

原
告
は
道
路
の
ほ
ぼ
中
央
を
直
進
し
、
本
件
事
故

現
場
付
近
に
さ
し
か
か
っ
た
と
こ
ろ
、
前
方
に
対
向

車
を
発
見
し
た
た
め
、
こ
れ
を
避
け
る
た
め
、
ま
た

当
初
か
ら
の
予
定
進
路
で
あ
っ
た
た
め
、
自
転
車
を

右
に
寄
せ
、
右
折
し
た
と
こ
ろ
、
水
路
に
転
落
し
た

も
の
で
あ
り
、
本
件
道
路
の
具
体
的
状
況
か
ら
し
て

｢通
常
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
｣
右
折
方
法
で

は
な
く
、過
失
相
殺
の
対
象
と
な
る
行
為
で
は
な
い
。

3

判
決
の
概
要

被
告
に
は
道
路
管
理
上
の
瑕
疵
が
あ
る
た
め
原
告
が
被

っ
た
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
が
あ
る
が
、
原
告
に
も
過
失

が
認
め
ら
れ
る
た
め
、
損
害
額
の
四
割
を
減
じ
た
額
が
相

当
で
あ
る
。
(損
害
賠
償
認
容
額
二

六
〇
万
人
、
二
六

五
円
)

れ
に
加
え
、
周
辺
民
家
の
明
か
り
が
乏
し
く
、
事
故
現

場
付
近
を
十
分
認
識
し
て
い
な
い
自
転
車
走
行
者
が
そ

の
位
置
を
認
識
す
る
こ
と
は
と
り
わ
け
困
難
で
あ
り
、

転
落
の
客
観
的
危
険
性
が
高
い
箇
所
で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。
本
件
事
故
で
原
告
が
と
っ
た
経
路
は
通

常
あ
ま
り
利
用
さ
れ
な
い
経
路
で
あ
る
が
、
本
件
事
故

前
か
ら
付
近
の
橋
が
架
け
替
え
工
事
に
よ
り
通
行
禁
止

に
な
っ
て
お
り
、
道
路
管
理
者
で
あ
る
被
告
は
こ
の
結

果
と
し
て
本
件
道
路
の
通
行
量
が
増
加
し
、
ま
た
、
そ

れ
に
伴
い
本
件
事
故
現
場
付
近
で
の
水
路
転
落
の
危
険

性
が
高
ま
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

何
ら
の
転
落
防
止
策
も
講
じ
ず
、
危
険
箇
所
を
放
置
し

た
こ
と
は
管
理
上
の
瑕
疵
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
被
告
に
は
国
家
賠
償
法
第
二
条
第
一

項
に
基
づ
く
責
任
が
あ
り
、
原
告
に
生
じ
た
損
害
を
賠

償
す
る
義
務
が
あ
る
。

の
傷
害
を
大
き
な
も
の
と
し
た
と
推
認
さ
れ
る
た
め
、

過
失
相
殺
の
対
象
と
し
て
掛
酌
し
て
、
原
告
に
生
じ
た

損
害
の
四
割
を
減
ず
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
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4

判
決
の
ポ
イ
ン
ト

①

被
告
の
責
任

本
件
事
故
現
場
の
水
路
は
、
本
件
道
路
を
原
告
と
同

様
の
経
路
で
走
行
す
る
場
合
、
被
告
も
承
知
の
と
お
り

水
路
手
前
に
設
置
さ
れ
た
自
動
販
売
機
に
よ
り
開
口
部

が
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
る
が
、
夜
間
に
お
い
て
は
こ

②

過
失
相
殺

原
告
が
本
件
事
故
現
場
付
近
で
と
っ
た
右
折
方
法

は
、
本
件
道
路
の
有
効
幅
員
及
び
信
号
機
不
設
置
の
状

況
に
か
ん
が
み
て
、
通
常
予
測
し
難
い
右
折
方
法
と
は

い
え
ず
、
こ
の
こ
と
が
本
件
事
故
を
惹
起
し
た
と
は
認

め
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
本
件
事
故
以
前
に
原
告
と
同

様
の
転
落
事
故
を
起
こ
し
た
者
に
原
告
ほ
ど
の
傷
害
を

負
っ
た
者
が
い
な
い
こ
と
等
に
照
ら
し
、
原
告
が
右
折

に
際
し
、
勢
い
よ
く
自
転
車
を
こ
ぎ
出
し
た
こ
と
が
そ



い
て
く
だ
さ
い
ね
!
!
ほ
ら
ほ
ら
ネ

･!
!
な
っ
た
で
し
ょ
。
子
供
の
頃
か

ら
不
思
議
に
思
っ
て
い
ま
し
た
け
れ

ど
、
今
で
は
こ
の
こ
と
が
帰
郷
す
る

私
を
歓
迎
し
て
く
れ
る
よ
う
な
気
が

し
ま
し
て
ね
!
ー
、
や
は
り
ふ
る
さ

と
っ
て
い
い
で
す
よ
…
ネ
!

･･･ま

あ
、
つ
ま
ら
な
い
話
を
し
て
い
る
う

ち
に
着
き
ま
し
た
ね
。

ち
ょ
っ
と
寒
く
あ
り
ま
せ
ん
か
?

比
較
的
温
暖
と
は
言
え
、
東
京
と
は

平
均
で
三
~
四
度
位
低
い
の
で
、
秋

か
ら
冬
に
か
け
て
は
一
か
月
ぐ
ら
い

先
の
気
候
と
同
じ
く
ら
い
で
し
ょ
う

力
?

少
し
厚
着
を
し
た
ほ
う
が
良

い
か
も
!
。

◇
仙
台

さ
て
、
ど
こ
に
行
き
ま
し
ょ
う

か
?

仙
台
は
初
め
て
で
す
か
?

そ
れ
な
ら
、
バ
ス
に
乗
っ
て
市
内
観

光
し
ま
し
ょ
う
。

普
通
の
市
内
観
光
バ
ス
だ
と
時
間

に
追
わ
れ
る
の
で
、
今
日
は

｢る
ー

ぶ
る
仙
台
｣
(写
真
1
)
に
し
ま
し
ょ

う
。
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
一
時
間
で
一

周
す
る
循
環
バ
ス
で
、
一
日
乗
車
券
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ス
マ
イ
ル

あ
っ
た
か

宮
城

◇
単
身
赴
任

は
じ
め
ま
し
て
、
四
月
か
ら
宮
城

県
東
京
事
務
所
に
勤
務
し
て
お
り
ま

す
布
田

(ふ
だ
)
で
す
。
日
常
生
活

に
追
わ
れ
な
が
ら
も
好
き
な
テ
ニ
ス

の
時
間
だ
け
は
何
と
か
確
保
し
、
少

し
は
一
人
暮
ら
し
も
楽
し
め
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
反
面
、
東
京
生
活

に
慣
れ
る
に
つ
れ
て
、
家
族
と
の
会

話
に
違
和
感
を
感
じ
た
り
、
地
域
の

様
子
が
変
わ
っ
た
の
を
知
ら
ず
に
い

た
り
と
何
と
な
く
地
元
で
の
居
心
地

が
悪
く
な
っ
た
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
極
力
地
元
に
は
帰
る
よ

う
に
し
た
い
の
で
す
が
、
な
か
な
か

経
済
事
情
が
許
し
ま
せ
ん
。
で
も
本

日
は
、
皆
さ
ん
を
ご
案
内
し
な
が
ら

私
も
し
ば
ら
く
ぶ
り
に
帰
る
こ
と
に

し
ま
し
ょ
う
か
。

じ
ゃ
、
さ
っ
そ
く
東
京
駅
へ
,!
,!
。

◇
位
置

ー
ど
っ
こ
い
し
ょ
っ
と
!

こ
れ

で
一
安
心
、
後
は
発
車
を
待
つ
だ
け

で
す
ね
。

皆
さ
ん
は
、
宮
城
県
を
ご
存
じ
で

す
か
。
県
庁
所
在
地
の
仙
台
市
は
、

東
京
か
ら
北
に
約
三
五
○
如
、
ま
た
、

ワ
シ
ン
ト
ン
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、

ソ
ウ
ル
、
ア
テ
ネ
な
ど
と
ほ
ぼ
同
じ

緯
度
に
位
置
し
ま
す
。
東
北
地
方
は
、

雪
や
寒
さ
を
イ
タ
ー
ジ
す
る
人
が
多

い
か
と
思
い
ま
す
が
、
年
平
均
気
温

は
一
三
度
位
で
、
降
雪
も
一
シ
ー
ズ

ン
平
均
数
回
五
~
二
〇
皿
位
積
も
る

程
度
で
す
。

東
京
か
ら
は
、
新
幹
線
で
約
三
時

間
と
、
意
外
と
近
い
で
し
ょ
う
。
東

北
新
幹
線
は
、
二
階
建
て
の

｢M
A

宮
城
県
臺
宗
事
務
所

布
田

清

×
や
ま
び
こ
｣、
ピ
ン
ク
色
の
秋
田
新

幹
線

｢こ
ま
ち
｣
が
連
結
し
た
も
の
、

最
近
少
な
く
な
っ
た
丸
目
の
グ
リ
ー

ン
ラ
イ
ン
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
車
両

が
あ
っ
て
楽
し
い
で
す
よ
。

･!
!
あ
れ
、
こ
ん
な
話
を
し
て
い

る
と
、
走
り
出
し
ま
し
た
ね
。
軽
く

飲
み
な
が
ら
景
色
や
雑
談
な
ど
し
て

い
る
と
す
ぐ
に
着
き
ま
す
よ
。
な
に

せ
、
二
時
間
で
す
か
ら
!
。

!
!
仙
台
到
着
を
告
げ
る
車
内
放

送
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
左
手
の
車
窓

に
、
放
送
局
の
ア
ン
テ
ナ
が
三
本
立

っ
て
い
る
大
年
寺
山
が
見
え
る
で
し

ょ
う
。
不
思
議
な
こ
と
に
、
仙
台
駅

に
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
三
本
の
ア
ン

テ
ナ
が
二
本
に
な
り
、
一
瞬
一
本
に

重
な
り
ま
す
。
そ
し
て
ま
た
二
本
か

ら
三
本
に
変
化
し
ま
す
。
よ
く
見
て



は
乗
り
降
り
自
由
、
気
に
入
っ
た
と

こ
ろ
は
じ
っ
く
り
と
観
光
で
き
ま
す

よ
0ほ

ら
、
あ
れ
が
そ
う
で
す
。
レ
ト

ロ
な
外
観
で
、
ち
ょ
っ
と
お
し
ゃ
れ

で
し
ょ
う
。
ま
も
な
く
発
車
時
間
で

す
よ
、
さ
っ
そ
く
乗
り
ま
し
ょ
う
･!

･･!
･･い
か
が
で
し
た
?

伊
達
政

宗
公
の
騎
馬
像
の
あ
る
仙
台
城
丑
や

端
鳳
殿
ー
伊
達
政
宗
の
眠
る
廟
所
、

冬
の
夜
空
を
彩
る

｢S
E
N
D
A
I

光
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
｣
の
定
禅
寺
通

り
、
宮
城
県
美
術
館
、
仙
台
市
博
物

館

･･････。
ず
い
ぶ
ん
見
ま
し
た
ね

ー
。
ほ
か
に
も
、
作
家
井
上
ひ
さ
し

氏
が
館
長
を
務
め
る
仙
台
文
学
館
な

ど
い
っ
ぱ
い
あ
る
ん
で
す
が
、
ま
あ

~
長
時
間
歩
き
廻
っ
た
の
で
お
疲
れ

で
し
ょ
う
。
そ
ろ
そ
ろ
日
も
落
ち
て

寒
く
な
っ
た
し
、
ネ
オ
ン
も
輝
き
始

め
ま
し
た
し
、
こ
の
辺
で
食
事
に
し

ま
し
ょ
う
か
･!
!

し
た
ね
。
で
も
そ
ん
な
に
高
く
な
い

　　

で
し
ょ
。
食
べ
物
は
旨
い
し
、
物
価

5

は
安
い
。
自
然
も
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
、

鰓

人
情
が
厚
い
宮
城
は
最
高
だ
…
あ
~

セ

あ
′う
あ
〃
･

行

,

道

写真 3 峩々温泉

ヒ
ッ
5
ク
、
ウ
ィ
5
胖

ん
っ
じ

ゃ
、
東
北
一
の
歓
楽
街

｢国
分
町
｣

へ
、
く
り
!
だ
ひ
ま
ひ
ょ
か
?

あ

れ
、
ち
ょ
っ
と
舌
が
!
･ま
わ
･!
ら
な

~
い
胖

ウ
ッ
、
飲
み
過
ぎ
だ
!
か

な
?

国
分
町
は
次
回
に
譲
っ
て
、

宿
に
帰
り
ま
ひ
ょ
か
･ー
!
?

◇
温
泉

!
!
さ
あ
ー
て
と
、
お
風
呂
に
入

っ
て
酔
い
と
旅
の
疲
れ
を
取
り
ま
し

ょ
う
か
!
!
‐

◇
飲
食

よ
く
、
仙
台
の
郷
土
料
理
は
?

と
尋
ね
ら
れ
ま
す
が
、
仙
台
が
発
祥

地
と
言
わ
れ
る
冷
や
し
中
華
、
牛
タ

ン

(写
真
2
)、
回
転
寿
司
で
は
郷
土

料
理
と
は
言
え
な
い
で
す
し
ね
、
結

局
は
、
旨
い
地
酒
と
新
鮮
な
魚
介
類

を
使
っ
た
料
理
や
天
ぷ
ら
、
鍋
物
が
、

郷
土
料
理
に
な
る
ん
で
す
か
ね
~
。

魚
の
ほ
か
に
も
ホ
ヤ
･
牡
蛎
な
ど
新

鮮
な
素
材
を
生
か
し
た
そ
の
店
そ
の

店
独
自
の
料
理
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
ん

で
す
よ
。

ま
あ
~
、
料
理
を
前
に
し
た
話
は

や
め
て
食
べ
ま
し
ょ
う
。
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
!
･!
･乾
杯
!

･!
!
や
あ
ー
、
ず
い
ぶ
ん
食
べ
ま 写真2 牛タン

写真 1 る‐ぶる仙台



･!
あ
ー
、
い
い
湯
で
す
ね
~
。
仙

台
市
内
に
も
温
泉
が
あ
り
ま
す
が
、

ち
ょ
っ
と
足
を
の
ば
せ
ば
、
北
に
鳴

子
温
泉
、
川
渡
温
泉
、
南
に
遠
刈
田

温
泉
、
峩
々
温
泉

(写
真
3
)、
小
原

温
泉
な
ど
ほ
か
に
も
ま
だ
ま
だ
た
く

さ
ん
あ
っ
て
、
露
天
風
呂
を
備
え
た

宿
も
多
く
あ
り
ま
す
よ
。
冬
は
温
泉

に
限
り
ま
す
。
こ
の
時
期
は
、
里
に

は
ま
だ
雪
は
降
ら
な
い
け
れ
ど
も
朝

晩
は
結
構
冷
え
込
み
ま
す
よ
。
で
も
、

夜
に
満
天
の
星
空
下
で
入
る
露
天
風

呂
や
早
朝
に
朝
日
を
浴
び
て
入
る
露

天
風
呂
は
最
高
で
す
よ
。
ま
た
、
雪

が
積
も
れ
ば
、
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ボ
ー

の
後
に
疲
れ
を
癒
す
温
泉
も
良
い
で

す
し
、
雪
を
見
な
が
ら
の
露
天
な
ん

か
は
風
情
が
あ
っ
て
い
い
で
す
よ
。

･!
!
そ
ろ
そ
ろ
上
が
り
ま
し
ょ
う
か
。

え
っ
、
湯
上
が
り
の
一
杯
!
≧
堕
局
で

す
ね
.!
.･o

◇

松
島
･
塩
釜

･!
!
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
よ

く
寝
ら
れ
ま
し
た
か
?

･･････そ
う
、

そ
れ
は
良
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
今
日
の
予
定
は
い
か

が
な
さ
い
ま
す
か
?

日
本
三
景
の

松
島
や
塩
釜
は
ど
う
で
す
か
、
仙
台

か
ら
J
R
で
一
時
間
弱
で
行
け
ま
す

よ
。
伊
達
家
菩
提
寺
の
瑞
巌
寺
、
東

北
最
古
の
桃
山
建
築
の
五
大
堂
、
藤

田
喬
平
ガ
ラ
ス
美
術
館
･う
行
が
あ
り

ま
す
し
、
途
中
の
多
賀
城
市
に
は
東

北
歴
史
博
物
館

(写
真
4
)、
ち
ょ
っ

と
足
を
の
ば
す
と
石
巻
市
に
は
石
ノ

森
章
太
郎
ふ
る
さ
と
記
念
館

(写
真

5
)
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
松
島

湾
遊
覧
船
で
塩
釜
へ
!
◆'!
。
塩
釜
に

は
ト
ロ
、
ウ
ニ
、
ア
ワ
ビ
の
高
級
品

に
加
え
て
、
新
鮮
な
ネ
タ
を
さ
ら
に

ひ
と
工
夫
す
る
な
ど
、
魚
に
う
る
さ

い
人
も
満
足
す
る
人
気
の
お
寿
司
屋

が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
昼
食
は
、

お
寿
司
な
ど
い
か
が
で
す
か
?

･･･

ー
そ
う
し
ま
す
か
。
じ
ゃ
、
少
し
早

め
に
出
発
し
て
ゆ
っ
く
り
見
学
す
る

と
良
い
で
す
ね
。
天
気
も
い
い
で
す

し
、
た
く
さ
ん
の
湖
の
香
り
に
浸
っ

て
き
て
く
だ
さ
い
。

え

っ
、
私
で
す
か
･!
、
テ
ニ
ス
の

試
合
が
あ
る
の
で
、
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
が
ご
案
内
は
こ
こ
ま
で
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
試
合
後
に
家
族

の
待
つ
自
宅
へ
帰
り
ま
す
が
、
歓
迎

す
る
の
は
犬
だ
け
か
も
!
!
･じ
ゃ
、

お
気
を
つ
け
て
･!
'!
。

(写
真
提
供
ー
宮
城
県
)

写真5 石ノ森章太郎ふるさと記念館
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が
、
徒
歩
の
場
合
は
、
小
田
急
線
向

ヶ
丘
遊
園
駅
下
車
、
南
口
か
ら
道
な

り
に
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
約

一
五
分
、

タ
ク
シ
ー
で
あ
れ
ば
約
四
分
、
ワ
ン

メ
ー
タ
ー
で

｢生
田
緑
地
入
口
｣
に

着
き
ま
す
。
こ
こ
か
ら
さ
ら
に
緑
地

内
を
約
五
分
歩
く
と
、
メ
タ
セ
コ
イ

ヤ
の
森
の
先
に
美
術
館
が
見
え
て
き

ま
す
。

美
術
館
は
、
緑
地
の
自
然
へ
の
配

慮
か
ら
、
傾
斜
地
を
利
用
し
外
見
上

展
示
室
･
収
蔵
庫
等
が
地
下
構
造
に

見
え
る
よ
う
建
築
上
の
工
夫
が
さ
れ

て
い
ま
す
。
外
観
の
全
体
的
に
抑
え

た
色
使
い
も
相
ま
っ
て
、
周
囲
の
自

然
に
溶
け
込
む
よ
う
に
静
か
に
建
っ

て
い
ま
す
。
中
央
の
階
段
を
上
っ
て

行
く
と
、
今
ま
で
見
え
な
か
っ
た
美

術
館
の
シ
ン
ボ
ル

｢母
の
塔
｣
が
見

え
て
き
ま
す
。
こ
の

｢母
の
塔
｣
の

向
い
て
い
る
方
角
、
実
は
川
崎
市
高

津
区
二
子

(ふ
た
ご
)
に
あ
る
母
か

の
子
の
文
学
碑

｢誇
り
｣
の
方
向
を

正
確
に
向
い
て
い
る
そ
う
で
す
。
何

を
隠
そ
う
、
太
郎
は
、
明
治
四
四
年

(
一
九

三

年
)
二
月
二
六
日
漫
画

道行セ 2001,12 “

@
/,

川
崎
獲
爆
発
だ

/
6
体

感
、
岡
本
太
郎
美
術
館
j

　
　

え
っ
、
川
崎
が
爆
発
!

京
浜
工

業
地
帯
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
で
何
か
?

い
え
い
え
、
爆
発
と
い
え
ば
も
う
こ

の
人
し
か
い
ま
せ
ん
。
そ
う
岡
本
太

郎
で
す
!

な
ん
と
川
崎
に
そ
の
美

川
崎
市
東
京
事
務
所

西
野

幸
一

術
館
が
あ
る
の
で
す
。
ち
ょ
っ
と
大

げ
さ
過
ぎ
ま
し
た
が
、
今
回
は
こ
の

｢岡
本
太
郎
美
術
館
｣
を
中
心
に
川

崎
市
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

川
崎
市
は
神
奈
川
県
の
東
端
、
横

浜
市
と
東
京
都
の
間
に
位
置
し
、
多

摩
川
に
沿
っ
て
お
お
よ
そ
南
北
に
細

長
い
形
を
し
て
お
り
ま
す
。
面
積
は
、

一
四
四
･
三
五
蟷
で
政
令
指
定
都
市

美術館と ｢母の塔｣

の
中
で
一
番
小
さ
な
市
域
で
す
が
、

人
口
は
、
約
三
一六
万
八
千
人
で
八

番
目
の
規
模
で
す
。
行
政
区
は
、
東

京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
も
接
続
す
る
臨

海
部
、
市
役
所
が
あ
る
川
崎
区
か
ら
、

幸
区
、
中
原
区
、
高
津
区
、
宮
前
区
、

多
摩
区
、
麻
生
区
の
順
に
七
区
と
な

っ
て
い
ま
す
。

今
回
紹
介
す
る

｢岡
本
太
郎
美
術

館
｣
は
、
川
崎
市
で
も
北
部
の
多
摩

区
生
田
緑
地
内
に
あ
り
ま
す
。
こ
こ

は
、
川
崎
で
も
自
然
が
多
く
残
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
、
全
国
の
代
表
的
な

古
民
家
を
保
存

･
展
示
し
て
い
る

｢日
本
民
家
園
｣
を
は
じ
め
、
菖
蒲

腕

園
、
野
鳥
の
森
、
自
然
探
勝
路
等
も

きし

あ
り
、
市
民
に
と
っ
て
自
然
と
接
す

ま傷

る
貴
重
な
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
美
術
館
へ
の
ア
ク
セ
ス
で
す



家
の
岡
本
一
平
と
歌
人
･
小
説
家
の

岡
本
か
の
子
の
長
男
と
し
て
、
こ
こ

高
津
区
二
子
の
母
の
実
家
で
誕
生
し

て
い
ま
す
。
｢岡
本
太
郎
美
術
館
｣

《平
成
一
一
年

(
一
九
九
九
年
)
-

0
月
三
〇
日
開
館
、
ハ
ー
ト
ビ
ル
法

を
ク
リ
ア
》
が
で
き
た
の
も
、
平
成

三
年

(
一
九
九
一
年
)
三
一月
太
郎

が
八
〇
歳
の
時
、
主
要
作
品
一
、
七

七
九
点
を
川
崎
市
に
寄
贈
し
た
こ
と

に
始
ま
り
ま
す
。
太
郎
と
川
崎
の
緑

の
深
さ
を
感
じ
る
と
こ
ろ
で
す
。

美
術
館
の
内
部
は
、
主
に

｢常
設

展
示
室
｣
と

｢企
画
展
示
室
｣
の
二

つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
常
設
展
示

室
へ
は
、
円
形
で
ド
ー
ム
状
の
屋
根

が
特
徴
的
な
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

か
ら
、
太
郎
定
番
の

｢顔
｣
と
T
A

R
O
の
文
字
が
出
迎
え
る
真
っ
赤
に

照
ら
さ
れ
た
通
路
を
抜
け
て
入
り
ま

す
。
ま
ず
気
が
つ
く
事
は
、
作
品
の

題
名
等
が
記
さ
れ
た
プ
レ
ー
ト

(キ

ャ
プ
シ
ョ
ン
と
い
う
そ
う
で
す
)
が
、

何
故
か
小
さ
く
て
見
に
く
い
し
、
順

路
と
書
い
た
案
内
も
な
い
こ
と
で

す
。
そ
の
理
由
は
、
来
た
人
に
題
名

や
順
序
に
と
ら
わ
れ
ず
自
分
の
感
覚

で
作
品
を
感
じ
て
も
ら
う
、
ま
さ
に

｢体
感
｣
し
て
も
ら
い
た
い
た
め
だ

そ
う
で
す
。
迷
路
の
中
の
探
検
家
の

様
に
、
展
示
室
の
壁
に
空
い
た
ス
リ

ッ
ト
や
床
の
穴
"

音
、
光
、
映
像
な

ど
展
示
物
を
自
由
に
見
て
回
る
と
、

き
っ
と
興
味
深
い
物
が
見
つ
か
り
面

白
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
他
、
写

真
家
と
し
て
の
太

郎
の
作
品
や
、
触

れ
る
の
で
一
寸
し

た
人
気
の

｢坐
る

こ
と
を
拒
否
す
る

椅
子
｣
等
、
太
郎

の
別
の
一
面
、
魅

力
も
十
分
に
感
じ
て
頂
け
る
と
思
い

ま
す
。
な
お
、
順
路
が
無
い
と
言
っ

て
も
、
館
内
の
ス
ロ
ー
プ
を
頼
り
に

回
れ
ば
、
一
通
り
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
参
考
に
!

ま
た
、
常
設

展
示
で
も
年
三
回
も
展
示
換
え
を
行

っ
て
い
る
美
術
館
は
、
他
に
あ
ま
り

な
い
と
の
こ
と
で
す
。

,次
に
、
企
画
展
示
室
は
、
太
郎
に

も
何
か
通
じ
る
よ
う
な
作
品
･
作
家

を
主
に
取
り
上
げ
、
随
時
展
示
し
て

い
ま
す
。
太
郎
と
合
わ
せ
て
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
現
在

は
、
間
島
領
一
さ
ん
の

｢
マ
ジ
マ
チ

ャ
ン
ネ
ル
食
欲
連
鎖
｣
展
を
平
成
一

四
年
一
月
一
四
日
ま
で
開
い
て
い
ま

す
。
最
後
に
、
美
術
館
に
欠
か
せ
な

い
監
視
員
の
女
性
た
ち
、
何
故
か
皆
、

可
愛
い
!

と
い
う
こ
と
を
付
け
加

え
て
お
き
ま
す
。

ま
た
、
美
術
館
に
は
、
こ
の
二
つ

の
有
料
の
展
示
室
の
他
に
、
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
、
情
報
コ
ー
ナ
ー
、

カ
フ
ェ
テ
リ
ア
T
A
R
O
が
あ
り
、

別
に
表
か
ら
入
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
や
ス
ト
ラ
ッ
プ
、
作

品
が
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
T
シ
ャ
ツ
、

こ
こ
で
し
か
手
に
入
ら
な
い
太
郎
グ

ッ
ズ
な
ど
も
揃
っ
て
い
ま
す
。
極
め

つ
け
は
、
高
さ
三
五
皿
程
の

｢太
陽

の
塔
の
レ
プ
リ
カ
｣
、
限
定
三
〇
個

と
の
こ
と
で
す
が
、
な
ん
と
値
段
は

三
八
万
円
也
。
し
か
も
、
今
ま
で
に

三
人
の
方
が
購
入
し
て
い
る
そ
う
で

す
。
(す
ご
い
!
)

以
上
、
い
か
が
で
し
た
か
?

ぜ

ひ

｢岡
本
太
郎
美
術
館
｣
に
来
て
い

た
だ
き
、
こ
の
体
感
美
術
館
で
丸
ご

と
岡
本
太
郎
を
楽
し
ん
で
下
さ
い
。

そ
し
て
、
｢多
面
体
川
崎
｣
を
ぜ
ひ

体
感
し
て
下
さ
い
。

　 　　　

常設展示室
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鱒
月
･日

世
界

の
動
き

○
米
商
務
省
発
表
に
よ
る
と
、
今
年
七
…
九
月
期
国
内
総
生
産

(G
D
P
)
の
実
質
成
長
率

(速
報
値
)
は
、
年
率
換
算
で
前
期

比
○
･
四
%
減
と
マ
イ
ナ
ス
成
長
を
記
録
。
マ
イ
ナ
ス
成
長
は
九

三
年
一
~
三
月
期

(0
･
“
%
減
)
以
来
。

0
米
労
働
省
に
よ
る
と
、
一
〇
月
の
失
業
率
は
五
･
四
%
と
前
月

よ
り
0
･
五
ポ
イ
ン
ト
増
え
、
九
六
年

一
二
月
以
来
の
高
い
水
準

と
な
っ
た
。

○
米
連
邦
準
備
制
度
理
事
会

(F
R
B
)
が
主
要
短
期
金
利
の
フ

ェ
デ
ラ
ル
フ
ァ
ン
ド

(F
F
)
金
利
の
誘
導
目
標
を
0
･
五
%
引

き
下
げ
、
年
二
･
0
%
と
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
六
一
年
九
月
以

来
の
低
金
利
。

○
米
労
働
省
に
よ
る
と
、
一
〇
月
の
卸
売
物
価
指
数

(八
二
年
=

一
0
○
)
は
一
三
九
･
六
と
な
り
、
季
節
調
整
済
み
で
前
月
比

一
･
六
%
急
落
し
た
。
統
計
開
始
の
四
七
年
以
来
最
大
の
下
落
。

○
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
京
都
議
定
書
を
め
ぐ
る
気
候
変
動

枠
組
み
条
約
第
七
回
締
約
国
会
議
は
モ
ロ
ッ
コ
･
マ
ラ
ケ
シ
ュ
で

開
催
、
議
定
書
の
運
用
ル
ー
ル
に
つ
い
て
合
意
。
各
国
の
閣
僚
に

よ
る
全
体
会
議
で
法
的
文
書
を
採
択
後
、
各
国
は
批
准
に
向
け
準

備
に
入
る
。

○
世
界
貿
易
機
関

(W
T
O
)
の
総
会
が
ド
ー
ハ
で
開
か
れ
、
中

国
、
次
い
で
翌
ロ
、
台
湾
双
方
の
加
盟
を
承
認
し
た
。
中
国
は
年

内
に
も
正
式
加
盟
。

○
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
北
部
同
盟
軍
が
カ
ブ
ー
ル
市
内
に
侵
攻
、

ア
フ
ガ
ン
首
都
が
陥
落
し
た
。

○
ブ
ッ
シ
ュ
米
大
統
領
と
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
ホ
ワ
イ

ト
ハ
ウ
ス
で
会
談
、
双
方
が
戦
略
核
兵
器
を
現
有
の
三
分
の
一
以

下
の
水
準
に
削
減
す
る
方
針
を
表
明
。

事

項

m
･
222930

u
･
816

月
･日

国
内

の
動

き

○
財
務
省
発
表
の
本
年
度
上
半
期

(四
…
九
月
)
の
貿
易
統
計

(速
報
)
に
よ
る
と
、
貿
易
黒
字
は
前
年
同
期
比
四
三
･
一
%
減

の
三
兆
三
、
0
四
七
億
円
で
、
七
八
年
度
下
半
期
以
来
の
大
幅
減
。

○
参
院
本
会
議
で
テ
ロ
対
策
特
措
法
な
ど
関
連
三
法
が
可
決
、
成

立
。

○
総
務
省
に
よ
る
と
,

九
月
の
完
全
失
業
率

(季
節
調
整
値
)
は

五
･
三
%
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
最
悪
だ
っ
た
七
月
、
八
月
の
五
･

0
%
を
0
･
三
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
、
過
去
最
悪
を
更
新
し
た
。

0
･
三
ポ
イ
ン
ト
の
悪
化
は
六
七
年
三
月
の
○
･
五
ポ
イ
ン
ト
以

来
。

○
政
府
が
安
全
保
障
会
議
で
、
防
衛
庁
設
置
法
の
｢調
査
･
研
究
｣

に
基
づ
く
情
報
収
集
の
目
的
で
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
搭
載
護
衛
艦

｢く

ら
ま
｣
な
ど
三
隻
を
イ
ン
ド
洋
に
派
遣
す
る
こ
と
を
決
定
。
三
隻

は
九
日
朝
、
長
崎
県
･
佐
世
保
基
地
を
出
航
し
た
。

○
本
年
度
の
補
正
予
算
が
、
参
院
本
会
議
で
可
決
、
成
立
し
た
。

総
額
二
兆
九
、
九
五
五
円
で
、
雇
用
対
策
を
中
心
と
す
る
改
革
先

行
プ
ロ
グ
ラ
ム
関
連
の
施
策
に
“
兆
円
を
計
上
し
た
。

○
政
府
が
臨
時
閣
議
で
テ
ロ
対
策
特
措
法
に
基
づ
い
て
、
米
軍
支

援

･
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
難
民
救
援
の
た
め
の
自
衛
隊
派
遣
の
大
枠

を
定
め
た
基
本
計
画
を
決
定
し
た
。
最
大
で
隊
員
一
、
五
〇
〇
人
、

艦
船
六
隻
、
航
空
機
八
機
。
艦
船
は
情
報
収
集
目
的
で
先
発
し
た

三
隻
を
含
む
。

事

項

m
･
31口総

月
･日

道
路
行
政

の
動
き

○
第
三
回
道
路
計
画
合
意
形
成
研
究
会
が
開
催
さ
れ
、
研
究
会
提

言
の
取
り
ま
と
め
が
行
わ
れ
る
。

○
磐
越
自
動
車
道
の
磐
梯
山
s
A
~
磐
梯
河
東
I
C
間

(延
長

二
･
一
皿
)
が
四
車
線
で
供
用
を
開
始
。

○
北
陸
地
域
に
お
け
る
雪
氷
対
策
技
術
の
意
見
･
情
報
交
換
を
行

う
、
第
一
六
回

｢北
陸
雪
氷
技
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
｣
が
開
催
さ
れ

る
。

〇
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
･
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
･
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

(道
路
交
通
情
報
高
度
化
検
討
会
)
が

｢道
路
交
通
情
報
ビ
ジ
ネ

ス
の
現
状
と
今
後
の
展
望
-
中
間
取
り
ま
と
め
｣
を
作
成
。

○

｢歩
行
者
I
T
S
｣
の
公
開
実
験
が
つ
く
ば
市
の
国
土
技
術
政

策
総
合
研
究
所
で
行
わ
れ
る
。

○
道
央
自
動
車
道
国
縫
I
C
~
長
万
部
I
C

(
一
…
･
一
如
)
が

開
通
。

事

項
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今
年
も
師
走
と
な
り
ま
し
た
。
早
い
も
の
で
す
。
振
り
返

る
と
、
今
年
も
多
難
な
年
で
あ
り
ま
し
た
。
大
企
業
の
リ
ス

ト
ラ
が
相
次
い
で
完
全
失
業
率
は
、
過
去
最
悪
を
更
新
し
続

け
、
景
気
は
悪
化
す
る
ば
か
り
で
し
た
。

政
府
の
景
気
判
断
は
,

六
月
の
月
例
経
済
報
告
で
そ
れ
ま

で
の

｢悪
化
し
つ
つ
あ
る
｣
と
の
進
行
形
か
ら

｢悪
化
｣
と

現
在
形
に
変
わ
り
、
そ
の
後
、
｢
一
段
と
悪
化
｣
と

｢悪
化
｣

の
階
段
を
昇
り
始
め
ま
し
た
。
こ
の
後
、
｢二
段
｣、
｢三
段
｣

な
ど
と
い
う
こ
と
が
な
け
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
;

。
ま

た
、
完
全
失
業
率
は
五
月
に
四
･
八
%
と
四
ヵ
月
ぶ
り
に
悪

化
に
転
じ
た
後
,

八
月
に
五
%
台
に
乗
り
、
一
〇
月
に
は

五
･
四
%
と
、
ま
さ
に
,雪

ダ
ル
マ
式
‘
で
し
た
。
私
の
後

輩
も
定
年
退
職
後
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
訪
れ
た
の
で
す
が
、

求
職
者
の
多
い
の
に
よ
ほ
ど
ビ
ッ
ク
リ
し
た
ら
し
く
、
そ
の

こ
と
を
挨
拶
状
に
わ
ざ
わ
ざ
書
き
添
え
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
降
雪
期
に
入
り
ま
す
が
、
こ
の
雪
ダ
ル
マ
だ
け
は
ご
遠

慮
申
し
上
げ
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
米
国
で
の
同
時
多
発
テ
ロ
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
で
の
戦
闘
に
伴
う
テ
ロ
対
策
特
措
法
の
制
定
と
海
上
自
衛

隊
の
海
外
派
遣
と
ま
さ
に
多
事
多
難
。
唯
一
の
慶
事
は
皇
太

子
ご
夫
妻
に
内
親
王
が
ご
誕
生
に
な
ら
れ
た
こ
と
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

道
路
行
政
に
と
っ
て
も
、
厳
し
い
年
で
あ
り
ま
し
た
。
特

殊
法
人
改
革
の
ア
ラ
シ
が
吹
き
荒
れ
ま
し
た
。
結
局
、
日
本

道
路
公
団
な
ど
七
特
殊
法
人
の
廃
止
･
民
営
化
の
基
本
方
針

が
決
ま
り
、
こ
の
う
ち
道
路
四
公
団
に
つ
い
て
は
、
新
組
織

の
あ
り
方
や
採
算
性
の
確
保
策
を
第
三
者
機
関
で
検
討
し
、

結
論
を
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
高
速
道
路
の
建

設
計
画
も
あ
わ
せ
て
見
直
さ
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
新
年
も
第
三
者
機
関
の
あ
り
方
や
、
そ
の

人
選
な
ど
を
は
じ
め
、
引
き
続
き
高
速
道
路
論
議
が
繰
り
広

げ
ら
れ
る
と
み
ら
れ
ま
す
。

こ
の
審
議
の
中
で
、
路
線
別
の
検
討
に
つ
い
て
、
一
つ
だ

け
希
望
し
て
お
き
た
い
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
採
算
性
も

大
事
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て

｢国
土
開
発
｣
の

視
点
も
持
っ
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
｢国
土
開
発
幹

線
自
動
車
道
建
設
法
｣
に
は
、
目
的
と
し
て
第
一
条
に

｢国

土
の
普
遍
的
な
開
発
を
は
か
り
｣
と
あ
り
、
し
か
も
別
表
で

定
め
ら
れ
た
路
線
も
建
設
を
す
べ
て
終
わ
っ
て
い
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
方
に
は
ま
だ
ま
だ
建
設
を
望
む
声
が
高

い
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
声
を
,抵

抗
勢
力
‘
と
封
じ
込
め
ず

に
耳
を
傾
け
、
長
期
的
展
望
と
視
点
で
十
分
に
審
議
を
尽
く

し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

今
年
も
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
良
い
年
を
お
迎
え
に
な

る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
新
年
も
よ
ろ
し
く

ご
指
導
、
ご
鞭
撻
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
(K
)

1月号の特集テーマは ｢更新時代における道路管理｣ の予定です。

執筆者が個人の責任において自由に書く建前をとっております。 した
る部分は個人の見解です。また肩書は原稿執 及び座談会実施、のも

書く建前をとっております。 したがって意
は原稿執筆及び座談会実施時のものです。
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